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第一章 ナチ ス敎 育觀 



1■ i (J —I, 

►が敎育は全體主義の敎育でぁる。をの特色はニ)民族主義の敎育でぁる乙と(ニ)國 

mnl»— 

A ある 1 と (，三) 一 國ー黨 主義の 政治 敎育 である こと (四) 國防國 家 主義の 敎育 である 
, ( ^ 5^1想の特色 : 5: 擧げれば次の如くでぁる。(「我が鬪爭」四五ー丨四八七頁參照) 

-^ け\敎 k の 目的 



o ' .:za:l./q-p: ^ f 1 目が • 

1 敎 a 命 # ^ ‘ 念に 於いて、 民族に 依る 民族への 敎育 でなければ ならない。 

敎 育の 第一 目的は 健康な 肉體を 育成す るに あるから 、出来るだけ 體育に 時間を 割き、 每日少 くと も 

午前 午後に 一時間 各種の 運動 競技を なすべき である。 健康な 肉體を 育成す るのは、 個人と か兩 親と か 

> 一編 ナチ ス •ドィツの 敎育玫 策 一 
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の 關心 事た るに とど 1 ず、 國民 性の 自己保存の 要求で ある。 ヒ トラ— の 慕を 借 6S、 敎 育は、 

ス •ホ オツに 依？ 美事—? 作 i げ 、をに 燃え— fl 擊的 精神と を 叩 i 
1 ければ 1 ので ある。 敎育の 第二 百 的は、 精神的 諸 能力の I を 計る 事で、 ドィ .ツ國 民は 他 
固 民 ょ之 絕對 的に 1 し vt と S 心 ベ さで ある。 敎 育の 第 音 的は、 性格の i を 計 
る 事で、 意志 力 及び 決圃 力の 養成と 責任感の 涵養と に努 If べきで ある。 

科學敎 育は 右の 三 目的を 達し § に 爲 i べき 事で、 敎 育の 目的は、 博學 な 臆病者 t も國民 共同 

ffi の ^ めに 價値 多き 人間を 作る 事で ある。 

(ニ) 全人 的敎育 

この 思想 14 的に 述べ vt のは、 「靑 年— 校を— 時には、 生半可— 和 論者、 民主主義 者 
などで H なく、 完成され た 一個の ドイツ 國民 として 卒業して 行く やうに、 組織的に 敎 育し なければ な 
らな い」 と 云 ふヒ トラ 丨の言 葉で ある。 即ち 敎 育は 所 ® 「百 パ アセント •ドイツ人」 を 作る ベ— と 云 
ふので ある。 



( III ) 選拔 主義 

最大 —Q 人間に 最大 1 (知育) S へる 1 、頭 腦の1 をす 衾け で、— 袤 




亡の因を作るに過ぎない。故に社會にとつて最も多くの價値を有する人間を選拔して、乙の者にのみ 神 
十全の 敎育を 施すべき であると 云 ふ 思想は、 ナチ スの 採る 指導者 原理から 來る當 然の歸 結で ある。 從 55 
つて民族國家の敎育の一目的は、國民全體から最も有能な人間を拔擢して、出身階級の如何を問はず、 

指導 的 地位に 就かせし むる にある とする。 即ち、 天才は 上流 階級と か 富と かに 無關 係で あるから、 下 ^ 
層 階級の 有能 者に 高等 敎 育の 機 會を與 ふべき* たと する。 この 點に 就いて、 カトリ'' ク敎會 の選拔 法を“ ^ 
模範的なものと見たヒトラ|は、指導者學校に於ぃて己れを實行してゐるが、「民族國家の敎育のー X ^ 
任史は 、現在の 精神 階級に 下から 新鮮な 血を 取り入れて、 常 R 更新す る やう 努める ことで ある」 と 云 ^ ^* 



0 て ゐ る。 

(四) 實際敎 育 

民族 國 家の 敎育は 、實際 生活に 役立たぬ 學科を 削減して、 「職業に 役立つ 敎 育」 たるべき である' 
然し、 數學 、物理 學 、化學 等の 敎 育の 偏重は 危險で ある。 一般 敎 育の 必要を 度外視して はならぬ。 

の 思想から 各種 職業 學校が 增設さ れつつ ある。 

(五) 土の 敎育 

「地と 土」 は ナチ スの 尊い 合言葉で ある。 農民を 「血と 土と から 生れる 新 貴族」 と 呼び、 農民は ド 

第一 編 ナチ ス • !■* イプの 敎 宵 政策 三 
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ツ國 S 血統の 源泉で t 、 又、 ドィツ 國 民の 食 I 給 者で ある。 土に 歸 S 運動は 隸屬 からの 解放 
の 運動で あると 云 ふ ナチ スは 、敎育 政策に 於いても 青少年を して 土に 親しまし めんと し、 新設の 學校 
ま、 なるべく 都市を 避けて 田舍に 置かぅ とする。 後述す る 田園 學 年、 勞働 奉仕 團 、農業 助手 制 等は、 
社會 政策 的 意味を 度外視 すれば、 すべての 土の 敎 育の 思想に 由來 する ものである。 

(六) 政治的 敎 育， 

諸家の 批評に 依れば、 ナチ スの敎 育は 政治の 一手 段で あると 云 はれる。 即ち、 ニ) 學 術は 國 民の矜 
持を高める手段たるべきで、世界史のみならず文化史をも、この觀點から敎授すへきである (ニ) 敎 
育は 爱國 心と 社會的 正義感と を靑 少年の 心に 植えつ くべき である。 (三) 問題は 唯一つ しかない。 世界 
革命が ア か、 又は 永遠の ユダャ人に 利す るかで ある。 (四) 民族 國 家の 敎 育の 最高 目 
的は、 民族 心と 民族 感情と を、 本能 的に 悟性 的に 靑 少年の 心頭に 燃え立たせる 乙と である。 

乙のために、實際敎育に當る者は、(1)各學課中からドィツ國民の名春となるべさものを抽き出し、 
己れ を 輝かし S 例證 とし V 國 民の 矜持 心を 高める とか、 (ニ) ドィツ 史 から 少數の 人物 墓び 出して、 
乙れ を 全國 民の 共通 財と し、 この 核を 袢 として 全國 民を 結合す ると か、 (三) 一人の 發明 家を 伊に 取る 
としても、彼が單なる發明家である故ではなく、ドィツ國民の同胞なるが故に偉大なのだと說明する 



とか、 維ての 敎育は かかる 見地から 計畫 的に 構成され なけ n ばなら ない。 

(七) 蒈通敎宵の最後的仕上げとしての軍隊敎育 

民族中心の敎育の最後の仕上げは、兵役義務に服する己とでなければならない。故に、普通のドィ 
ッ 人の 正規の 敎育は 兵役を 以て 終了す るので ある。 學校敎 育の 期間が 終了 すれば、 軍隊 敎育が 始まる 
迄、 若い 國民を 監督す る國 家の 權利が 一時 中絕 すると 考へ るのは 愚で ある。 この 國家 監督の 權利は 寧 
ろ 不斷の 義務で あるから、 國家 はこの ための 設備を なすべき で (實 際には、 ヒ トラ ー •ユ ー ゲント、 勞 
働奉仕團、各種成人敎育等がある)、乙の敎育は大體に於いて軍隊敎育の豫備となるべきである。かく 
すれば、 軍隊 敎育は 現在ょ 6 遙かに 程度を 高め 得る。 

(柱) 兵役 義務 • 

兵役 義務 期間は 滿 十八 歲 から 滿 四十 五歲 ( 柬ブ B ィ センでは 滿 五十 五歲〕 © 三月 三十 一日まで" 

滿 二十歳に 達すれば 徴集を 受け、 ニ 年間の 兵役 義務 (現役) に 服す る (一九 三 六 年 八月 二十四日の 發令 ) o 徴集 期日は、 志 
願にょつて早めることを得る。現役に»するためには、勞働奉仕義務を果してゐなければならない。 

ユダャ人は 兵役に 胆 する ことを 得ない。 ユダャ 浪血兒 は 士官に なり 得ない‘ 牧師 |授與 されて ゐ る ロ — マ •ヵトリ ック 
敎徒 は* 集され ない。 

(八) 學 校外の 敎育 

乙れ は 敎育は 學校だ けに 限られて ゐない とい ふ 思想で あつて、 直接に 敎育關 係の 制度 施設の みなら 
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ず、 殆ど 練ての ナチ ス的 制度 施設には、 國 民の 心魂に ナチス 精神を 徹せし める ための 教育的 意味が 附 
加せられてゐる。乙れに就いてはヒトラ丨*ユーゲント、勞働奉仕團、成人敎育等の項で觸れる。 

普电のドィッ人は、十歲でヒトラ1*ユ1ゲントのドィッ小國民部に入6*十八歲でヒトラー靑年部 
を 出て、 六 ヶ月の 勞働 奉仕 義務を 果した 後 軍隊に 入り、 ニヶ 年の 現役に 服す る 現役 義務を 終了した 後 
文、ナチス黨又は黨附屬圃體へ入る事を得る。ヒトラーはこの過程を「國民敎育の體系」と稱してゐる。 

(胜〕 (一) 女子の 學校は 幾分 之と 相 建す る o 

( II ) ■民 學？ a 蠢學校 四ヶ 年と 高等科 四ヶ 年と 容て 級？ たも® で、 我 常小學 校に 相？* 義務 敎 育の 
P 校で ちる 〇 

( 三 ) 中 S 校と 2 票 校 卒業 者に 更に？ 年® 民學校 以上 sf 授ける 學 校で、 S 、 商 S 上 QS 的 知識を 授 
け、 中位® 實務 者 * 成を 目指す o 

(四) »| &4-ュ «' は從來の髙等中學校を整理統|した名稱で、八年制の高等中學校のことである0 

(五) ぢ *7 &:^|^1!民學校高等科ニケ年を終了したものを收容し、主として地方の兒童を私塾の形で幹宵する0これに 
は 大學入 學* 格 •か 典へ られ てゐる o 

右の 如く、 敎育は ナチ ス 世界 觀の ための 鬪爭の 一武 器に 過ぎない が 故に、 ナチ スの 敎育觀 は 當然傾 
向的である。指導者原理なるものは敎育行政に對しては秩序と能率とを導入するであらぅが -^ 少年 
に 對 しては 如何なる 結果を 及ぼす であらぅ か 。ナチ ス •ドィッを 訪問して 敎 育の 事に 言及す る 者の 多 
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くは靑少年の批判的精神が完全に窒息してゐる。靑少年は「フュ1ラァ(指導者)が望む」が故に望み、 
「フ ■'丨 ラアが 善し」 と 云 ふが 故に 善しと 云 ふ、 從つて 批判的 精神 活動は 微々 たらざる を 得ない と 報告 
して ゐ る。 ナチ スの敎 育 政策は、 指導と 命令と に 服從 する 完全なる 健康 ft を 多數作 6 上げる であらぅ。 
然し、 その 完全なる 健康 ® に 宿る 精神が 自由でないなら ば、 ドィツ 國 民の 個々 人は 單なる 揮 丸 又は 小 
統の如きものにな6終るであらぅ0それは優秀な文化國たるドィツにとつて決して喜ぶへき亊ではな 
い。假令ドィツが永遠に戰爭を欲するにしても、武器を扱ふべき「眞の人間」が拂底するからである。 

第二 章 ナチ スの敎 育 改革 

前章に 於いて 見た やぅに、 ナチ スの 敎育觀 は、 敎 育が 父兄の 社會的 經濟的 特殊 地位に 依存す る 事を 
排斥して tG は 從前通 冬 ある が、 被 教育者の 個性の 進展に 就いて、 民族 國家 白® の S のために 
有能なる 職能 分擔 者を 養育す ると い ふ點 で、 個人の 完成を 根本 精神と した 從來 の敎育 思想とは 全く 相 
違して ゐる 。從 つて ナチ スは 、(ィ )敎育の意義目的を國民社會主義的世界觀に依つて統ーし、( 11 )こ 
の統ーの目的のために敎育案敎育方法を確立し、(ハ)從來は非社會的であつた學校の特殊狀態を 國 



民共同趙の活動及び使命と密接に結びつける事に依つて學校の「社會と沒交涉」たる狀態を克服する 
ために、 種々 改革を 行つ た。 

( I ) ライ 匕 文部省の 新肢 

從來敎 育 並びに 學術的 硏究に 關する 行政 上の 主要 權限は 各 州の 官應 にあつ て、 ライヒ 文部省の 必要 
li 大戰 前ょ 6說かれ\」ゐた。ナチスは一九三四年五月ー日、ライヒ文部省(方 2. さ3を ^ 5 5* 5?『 
Wissenschaft , Erziehungund volksbildung ) を 新設して、 地方に 分散して ゐた敎 育 行政 權を 中央に 隼 
中した。 卽ち 五月 一日の 大統領 法令は、 ブロ イセ ンの敎 育 相 ルストを ドイツ 國の 文部大臣に 任命し、 
ライヒ 文部省と ブ 〇 イセ ン敎育 省と を 合一した ので ある。 文部省は、 硏究 並びに 文敎 施設に 關 する 一 
切の 事項 及び 全 學校施 S 關 する 事項、 更に 靑年團 並びに 成人 敎育 に關 する 事項 S 部— 掌す る。 

(ニ) 敎育 養成 大寒の 改革 

敎育 養成 大學の 改革に 就いては、 後 章敎肯 養成 施設に 於いて 述べる。 

(三) 學 科目の 改革 

國民 社 # 主義の 世界 觀は 、前世紀に 支配的で あつた 自由主義 主知主義 個人主義 マルクス主義 等を 排 
轚 する。 從つ て敎育 科目の 選定に も、 ^ の 科目が 國 民社會 主義 思想を 被敎育 者に 喚起す るか 否かを 標 
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準にする。又、現實生活に役立つ知識を尊重するが故に、知識のための知識に終始する如き敎育科目 
を 削減す る。^ 物學 、人種 學 、遺 傳學 、歴史 •地理 學 等は、 ft 育と 並んで、 最も ナ手ス に 尊重され る學 
科目で ある、 。例へ ば小學 校の 學科 目を 見る に、 基礎 學校 にあつ ては 鄕土的 科目を 基本と して 行 ひ、 上 
級學校 (小學 校 第五 學年以 後) にあつ ては 總 ての 學 科の實 際敎授 に當 つて、 ドイツ 民族の 歷史 及び 現 
在の現實問題から出發し、現在及び將來のドイツ民族に依つて解決3るべき政治問題に結びつける事 
を目的にする。歷史學の敎授ならば、ドイツ民族と國家との镘遷を種族と鄕土といふ立場から考へ 3 
せ、乙の立場に立つて、をれを大ドイツ民族の使命といふ問題に結びつける。生理學の敎授衣らば、 
先づ 人間の 生理 衛生 保健と いふ 問題から 出發 して、 ドイツ 民族 學及び 民族 政策 等に 爻で 導く。 即ち、 
ナチ スの學 科目 及び 敎育 方法は 個人の 運命には 關心 を拂 はず、、 家族 鄕土 等の 身邊の 問題から、 眼界を 
« げて、民族及び國家の發展といふ政治的問題へ被敎育者を導くのであ \^ 。ー .^ 三五年ー月十五日に 
發せられたライヒ文部省訓令の緒言には、「敎授上に於ける遺傳學及び人種學の目的は、その知識に 
ょりて 附帶 せる 敎科に 新しき 生命を 興へ、 且つ 民族 國家 主義 的 思想を 喚起す る 事に 努めなければ なら 
と あ 6、 乙れ は、 r ドイツ 國內に 於け る 練ての 少年少女は 血統 統一の 必要と その 價 値と に對 する 
撤底的跽識に達する事なしには學校を卒業すべからず」と云ふヒトラ丨の意志に副ふものである。 



(四) 生徒 及び 畢生の 選拔 

一九 三 三年 四月 二十 五日の 法律 は、 義務 敎育 以外の 學校 並びに 大學に 於いて 生徒 及び 學 生の 數を職 
業の 雲に 足' 0 程署で 制限す •へ 暴を 規定した。 ナ手ス の 敎育觀 中に 選抜の 思想が ある 事は 旣に見 
て來 たが ニ 九 三 五 年 三月 二十 五日の 「中 雲 校 生徒 選抜に 關 する 規定」 中、 成績の 査定に 當つ て* 
「純粹 知性的 成績に 於いて 如何に 1 つても、 そ S 性格 的缺 f 補 ふ 事は 出 f い。 これに 反 
して、 知的 業績に 缺陷が あつても、 それは 性格 的 身體的 能力を 充分に 顧慮した 上で 許される。 指導者 
的 能力 I 分に 有ち、 をの 方面の 活動 集し §1 最も 歡迎 素べ卷 ある」 として ある のは、 選 
拔の 思想を 益々 明らかなら しめる。 しかも、 選抜の 思想は 單に敎 育 政策に 現れる のみでは なく、 練て 
の 制度 組織に 適用され て ゐ る。 然し、 生徒 及び 學 生の 選 拔とは 入學 者の 過剰 調節を 意味す るので あつ 
て •その 背後には、 それ 相當の 社會的 理由が ある。 一九 三 三年、 内務大臣 フリ "クは ドィッ 學校 制度 
の 新 統制なる 演說— したが、 「高等 敎 育の 不自然な 膨 S 知識 ブ こタ； 丨 を激增 1 事と な 
る J - T 國 家の 要求に 應じて 入學 者を 制限す る 事は* 各 職能 分擔 者に その 職業の 活動 分野を 確伢し 各 
個人の 才能に 應じて 選拔 する 事は、 各 職能 分擔 者に 國民全 體內に 於け る 貴重なる 地位を 與ふる 事で あ 
る j_T 大學敎 育 機關の 不健全なる 擴大 は、 國家 のために 不幸で ある。 現に 一九 三 一年ょ 6 三 三年 度 ^ 

第一！® ナチ ス •ドィッの 敎宵 政策 ニ 



» 逸の 敎宵 、丈 化、 社 # 政策 ニ- 

で に、 男子は 約 三 萬 ニ 千、 女子は 一 萬 一千の 大 糞 業 試 驗受驗 者が あるが、 こ から 要求され 
て ゐる數 の 三倍 以上で ある」 云々 の 言葉は、 生徒 及び 學 生の 選拔 、卽 ち人學 者の 過费 調節の 社 會的理 

由を 示して ゐ る。 

(五) 匕 卜ラ丨 •ユー ゲント 

ヒ トラ 三， ゲントに 就いては 特に 後に 一章を 設ける。 ヒ トラ i 1 ゲントの 活動と 學校敎 育の 
關系 、ラィヒ 靑少 电 日 ( Reichsjugendtag ) の 設定 等 も 後 章に 說 く。 

C 六) 擊校 管理の 改革 • 

學校 管理に 就 S ては、 指導者 原理を 下は 小學 校から 上は 大學に 至る？ 及ぼした。 小學 校に 於 レて 
は、 校長が 指— で、 各敎師 S 任學 級に 對し て菅 の權 限を 持つ。 ブロィ 七 ン では 從 來の學 校 管理 
機關 であつ た S 校 評議 會」 「學校 幹事」 「學 校寶」 を廢 止して、 新たに 「學 校—」 を 設け 友 ニ 
九 三—)。 卽 ち、— に 屬す暴 校の 管理は、— i § l ? 市町村 長 1 
し、 又、 都市に 於け る小學 校の 經營 管理は 當該 诌治團 趙 の 指導者と しての 市長の 任務に なつた 

大學管 1 も、 同じく 指— I の 適用と 11 の 伸張 强化— 二つの 1質と す 
る。 卽ち 、大學 I 、 評賃 、學 1 の權 限が 改められて 、— S 手に あつ— 限の 大部分が 



総長の 專權と f 、 1 然 問— としで— と 認尝— にの み— し 1 見 I 
する。 敎授團 及び 學生團 の 指導者 も、 總長の 諮問を 受ける 地位に 置かれた。 從來 は學部 敎授の 互選で 
あつた 學部 長の 任命は、 管が 學 部敎授 會の警 に基づいて 決定す る 事 d 、 S の 任命は 文部 大 
臣が 評賣會 S 言に 基づ sv •決定す る 事 g つた。 卽 ち、 從來の 敎授會 及び 1 ■して ゐた 
デモ クラシ ィの投 1 にょ— 1 、ナ J の 指導者 原理に 取つ て 代られ、 大 學と國家との 

以上が ナチ SI 1 の S で！。 然し、— 11 に 改革して、 次代 S ての ドィツ 

人を 真の 國民 |主義| らしめ る S には 、 i の 1 又は 1_1 見す— が— 
ではなく、 先づ 第一に 國 民— 主 si 雪し sf 雲し— S —。 1 養成は 
勿論 數十 年の 時日を 要する •か、 け S 、 ナチ ス敎 育の 徹底は 期し 難 一と 灵て？ 力ら ナ 
に、 敎員 養成 施設に 觸れ る。 

第一 一一 章敎員 養成 施設 

ナチ スは - VG 轰 とし V 採る 罵 社會 主義 的 全蜃 家截 七國 民に 注 人して、 匕 トラ ~ の 所謂 「奠の 
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ドイツ人」 を 作 6 上げょぅと する 目的から、 敎員 養成 制度を 改革して、 將來の 敎師だ けでは なく、 現 
在敎職に在る者にも、ナチスの期待する國民敎育者としての使命の自覺と使命達成の能カとを耍求し 
て ゐ る。 

( | ) 敎興養 成 掸關の 改革 

(イ ) 一 九 三 三年 四月 二十日と 同年 五月 六日との 兩度 にわた るブ t » イセ ン 文部大臣の 訓令は、 ギリ シ 
ァ語に 起源す る 從來の 敎育 大學の 名稱这 Q . agcgischc Akademie を 純粹の ドイツ語た る Hochschule fUr 
Lehrerbildung に 改めた。 これは、 國際的 人間た る 世界 市民と しての 敎員 養成を 主たる 目的と した 從 
來の 方法を 廢して 、被敎 育 者に 眞の ドイツ 的國民 意識を 扶植す ると ころの ナチス 的敎 員を 養成す る 事 
を 意味す るので ある。 從 o て敎員 養成 大學 には、 民俗 學 (volksksldc) 邊境學 CGrcuzlandkullde) 國防 
地理 學 (wehrgcographie) 等が 新たに 加 へられた。 

.( ロ ) 敎 員と 農村との 結合を 目的と して、 敎員 養成 大學の 所在地を 田園に 置いた。 ハレの 敎員 餐成大 
學を ヒル シ t 7 ルタへ、 フランクフルト •アム •マ インの それを ワイル ブルクへ 移轉 せしめた の も 乙の 

趣旨に 依る。 一九 三 三年 二月 十八 日に 出された 文部大臣 ルストの 訓令 中には、 「將來 敎師た るべき 者 
は、 農村 生活の 特質を 理解す るの みならず、 更に 進んで 農村 及び 農民との 密接なる 内面的 結合を 把 得 



しなければ ならぬ o:. 敎師が 農村の 自然、 歴史 及び 文化と 結合し、 農民の 風俗 習慣を 愛し、 そ n に 相應 
する 者と なる 時に、 彼は 初めて 農村 學校に 於け る眞の 敎師に 値する 者と なる。」 云々 の 言葉が ある。 

(ハ) 新しい 敎員 養成 大學 は、 ラク H ンブル ク又は ザ アル ブリ ユッ ヶン 等の 邊境の 地に 設けられた。 

己 れは 指導者 學校 が邊 境の 地に 置かれる のと 同じ 精神の 現れで、 敎員 養成 大學を して 邊 境の 文化的 生 
活の 中心たら しめる と 同時に、 敎 員の 心に 邊境 防備の 精神を 植兔附 け やぅと する ものである。 

(ニ) 敎員養 成大學 の入學 資格 ， 
新制度に依る敎員養成大學の入學資格をバィヱルンに就いて見る。(ー)中等敎育の修了試驗に合格 
したニ十三歲迄の學カ品性優秀なる學生たること。(ニ) 8 8又は8人又は|^1に屬し、勞働奉仕義務 
を濟爻 せ 或は 軍事教練の 講習を 經 た る こと。 

(三) 敎員 養成 大學の 課程 (例— パィ H ルン) 

最初の 半學 年は 僚友 寮に 生活し、 ニ 年の 後、 試驗 合格者は 教員 適任 證を與 へられ、 更に ニヶ 年の 實 
習を 主と した 補習 敎育 を經て 就任す る。 . 

(四) 敎員 養成 大學の 管理 

(ィ) 敎員 養成 大學 管理の 原理は、 練ての ナチ ス 組織の 場合に 同じく、 指導者 原理で ある。 

第一 欏 ナチ ス ィツの 敎 W 政策 ー £ 
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(ロニ 九 三 五 年 六月 五日に、 「敎員 養成 大學の 管理 統一に 關 する 規程」 が 出された。 これ に 依る と 
敎員養成大學に於いても一般大學と同じく、從來のデモクラシィ的多數決形式を廢し、學長を「指導 
者」 として、 敎授會 と 學生會 とを をの ニ 支柱と して ゐる 。指導者た る學 長は 文部大臣に 直屬 し、 敎授 
會 指導者と 學生會 指導者と を 諮問 機關 にす る。 ， 

(五) •師範 敎育 制度 

(ィ) 小 學校敎 員 養成 機關 は、 一九 三 五 年 秋の 學期に ニ 千 人の 學 生を 收容 する 能力が あった" 一九 三 
六 年度からは これが 約 二倍に された。 增 加の 目的は、 ナチ ス的 訓練を 經た敎 員の 充寊增 加に 依つ て 一 
日 も 早く 敎育 政策を 實現 せんがた めで ある。 

( B ) 中 學校敎 員は 從來 綜合 大學の 卒業生であった。 然し 一九 三 五 年 十月 十二 日の 改革 命令は、 「大學 
の 卒業生に して 將來 中等 學校敎 員の 資格 試驗を 受ける ことを 志す 者は、 少 くと もニ學 期間、 小 學校敎 
員 養成の ための 新制 敎員 養成 大學 に學ば ねばなら ない」 と 規定した。 この 規定は、 適材の 联選 とい ふ 
ナチ ス敎員 政策に 出た も. ので あると 同時に、 初等 敎 員と 中 ^ 敎員 との 間の 疎隔を 埋め、 ドィツの 全敎 
員に國家と民族とへの協同活動といふ共通意志を强めょぅとするものである。 

(六) 敎員 採用 規定 



(イ) 中等 學校敎 員 候補者。 一九 三 五 年 五月 十二 日の ブロ イセ ン 中等 學校敎 員 任命 規定に 依れば、 敎 
員 候補者は (1) 大戰に 從 軍して 負傷した 第一線の 勇士 (2) その他の 大戰從 軍 者 (3) 一般の 候補者と S 
ふ 順序で 採用す る。 採用の 原則は、 (1) 靑 少年に 國 民社會 主義を 趙 得せし める 如く 敎 育し 得る 人格と 
力量との 所有者た る こと (2 ) いづれ の 場合に 於いて も旣婚 者に 優先 權を與 へる こと (3 ) 學識の 吟味を 
嚴に する 乙と。 

(ロ) 右の 要件に 滿たな S 候補者は、 乙れ を 小學校 或は 國外 ドイツ人 學 校の 教員に する。 國外 ドイツ 
人學 校の 敎員 は、 成るべく 三十 五 歲未滿 の 未婚者で、 ドイツ 國 外 ^ 於け る ドイツ 民族精神の 涵養に 努 
力し なければ ならない。 

(ハ) 一九 三 五 年 六月 八日、 國 家試驗 として 統一す るた めの 準備と して、 「州 試驗 局の 設立」 に關 する 
法令が 發 せられ、 學 術試驗 、敎員 試験、 技 藝試驗 からなる 各 州に 於け る 中等 敎 員の 職業 資格 試 驗を規 
. 定した 0 

( -こ敎員を採用するには、何らかの形でナチス的實踐活動を經驗してゐる者が選ばれる。 

(七) ナチ ス精 神に 依る敎 員の 再敎宵 

ナチス 文部 當局は 、師範 敎 育の 改革が 實 施される 以前に 敎員 養成 大學 に在學 した 者、 又、 敎員 とし 
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て勤務中の者に斜して、ナチス精神を會得せしめる必要を認めた。このため、靑年及びー般小學校敎 
員に 對 する 再敎育 1 的と する 短期 講習 會が 各地に 開催孟 VI 。 「ナチ ス敎負 同盟」 は黨の 行政 
部と提携して、定期的に、降誕祭と夏季休暇とに大規模な講習會を催す。 

第 四 章 敎育界 の 諸團體 

( I ) ド {ソ敎員共同 « (02 ?? <:116£>2 5 - 115231 2. 115<:11£1 ? 0£?) 

ドィツ敎員共同©太一九三三年十ニ月ー日、內務大臣フリック(ミー 5 - ^ 3. 0 5 に依 6 結成 $ れたもの 

% 

で、 次の 目的を 持つ。 

(ィ) ドィツ 敎員 共同 體は 、ドィツの 全 敎育界 V - 包攝 する 領域に 於いて、 ナチス 的 意味に 於け る異の 
民族 共同 體 たる こと。 

( 口 ) 有機的 組織的なる 學制 改革に 對 し、 專門的 立場ょり 協力す る こと。 

(こ敎 育 者に 關 する 多くの 問題を、 全 雲 見地に 立ち、 ぶ ッ 教育界の 有機的 糖 制と いふ 立場の 下 
に愼重に解決する乙と。 




(|こ相互に體驗を交換し、相激勵する己とに依つて、專門事項の硏究に欣然と協カすること。 

(ホ) 國外 ドイツに於いて敎育に從事する人との聯絡を緊密ならしめること。 

右の 目的を 持つ 「ド イツ敎 員 共同 趙 J は、 ドイツ 大學 敎員團 、中等 學校 敎員團 、職業 學校 及び 專門 
學校 敎員團 、商業 學校 敎員團 、私立 學校 敎員團 、小學 校 敎員團 等の 部門から 成る。 

(ニ) ナチ ス 敎師围 ( izj si o - salscz . Lehrcrbund . NSI C .) 

ナチ ス敎 師團は J 九 三 三年 六月、 當時バ イヱ ルンの 文部大臣で あつた' ノン ス •ジ "ム ( K p s s schenlm ) 
を 指導者と して 結成され た。 全國に 十五 萬 人の 團員を 擁し、 同團發 生地 パイ ロ イトに 本部 「ドイツ 敎 
育の家」を置き、各州首都に支部を置く。 

(一) 大學敎 員 部 (ニ) 高等 學校敎 員 部 (三) 中等 學校敎 員 部 (四) 國民學 校 敎員部 (五) 特殊 學校敎 員 部 
(六) 職業 學校專 門 學校敎 員 部 (七) 社 會敎育 職業 部の 七 部に 分れ、 機關 紙と して 「ナチ ス敎育 者 時報」 

(Reichszeitung der deutschen Erzicher ) と 學生雜 誌 Hilflmit とを 發 行して ゐる。 

「ナチ ス 敎師團 J は 「ド イツ 敎員 共同 體」 が 政府 當 局の 發 令に 依つ て 出來た 純 專門的 自治 體 である 
のに 反して、 ナチ ス黨 員の 自發的 意志に 依つ て 結成され た 政治的 團體 である。 從つて 、ナチ ス黛の 一 
部門をなし、黨のライヒ指導機關中の「敎育家局」 0 ? £ 》巨-【『年 « 3 £: 1这)に監督 3 れる。尙、ナチ 
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ス 敎師團 の— 者は、 ハンス •シ ュム の— 後 (一九— 年 三月 五日)、 フリ ，ッ •ク f ラア (i 

wschtler ) がその 地位を 襲つ ^ 。 

ナチ ス敎 師團の 意義は、 内務大臣 フリックに 依れば、 「ナチ ス敎 師團の 誕生に 依 ▲消せ S しくは 
解消し つ、 ある 一切の (敎育 者の) 協會の 復活は 乙れ— 止し、 ナチ ス敎 師團 は、 政治と 世界 觀 とに 
鑑み、 かの 農民 戰線 勞働戰 線に 擬し て、 大ド イッ 敎員戰 線を 形成すべく、 气ムの 指導 下に 翌の政 
治 的 組織」 たるので ある。 

( 三 ) ナチ K •ドイツ 大學 敎師囷 ( NSD - Dltl ) 

ナチ スレイ ッ大— 師團 は、 一九— 年以來 、黨の ii として、 黨所— 敎 f 管し、 
一名の ライヒ 指導 官 (II ごの 指導を 受ける。 その 任務は、 大學 及び 全 大學敎 員を ナチ ス 

. 的に 整頓す る ことで ある。 

(四) ナチ ス •ドイツ 學生圑 (NSD-studentenbund. MSDStB.) 



ラィヒ 學生 指導者 ( Reichldentenfiihrer ) に 指導され る黨の 一組 織で ある 一九 ニナ .^ 一月 ミン 
團の團 1 、先 づ學 生を 候補者と して 採用し、 置と して 適當 であ t と •か 1 せら S 後 初 V て 力 





入せ し t 。 I 阐 1 は、 ドイツの 大學— び 專門學 校 生の 世界 觀的 政治的— であ？、 第 
一學 期よ-第 1 期專 の全ドイ ツ大學 I 數 個の 僚友 圃 (II に 分ち、— 細胞 組 f 
通じて— I 行す る。 己の 1 は 指導— 成に 用 ゐられ る。 尙、 1 から— 大學— は ナチ 

で ドイツ 學 1 f 受け V 、 I 轰的— 度 S し— 者 1 1 とに？ た •か、 同じ 

く ライヒ 學生 指導者の 指導を 受ける。 

( 五 ) ナチ K* 生面 爭 補助 組辙 9 s-studentenkampfhilfe) 

ナチ ス學 生羣 補助 組 5、 I 一年 f フ ，によつ て、 大學に 於け る ナ千ス 持す るた 

めに 組 f れた もので— •か、 一九 三 六 年 五月 十四日の— 代理" \ニ て ヘス S によつ て、 新 

たな— を 引受けた。 即ち、— 組 嫌は、 全ア气 テ； ア (>|.) の 結合—、 ナチ ス 

的 共同— 識と犧 t とから ナチ ス •ド イ 1 を 支援す る。 一九 1 年 以後、 ナチ ス學 生面 爭補 

助 組 嫌は、 黨の 承諾 I け た唯一のア 力 デミ 力 ア團體 に？ た。— 組織の！ ン ヘンの ガ 

ク 指導 官 ア f K ル フ * 7 *- グナア ( > 0. 0 一 『多® 与 Q ) である 

第五 章將 來の黨 指導者の 教育制度 
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政權 を 掌握して 旣に六 年餘を 經 過した ナチ ス 黨の最 重要 問題は、 現在、 如何なる 方法で 將 來の黨 指 
導 者を 養成し、 次代の Fiihrer となす かとい ふ 問題で ある。 己の ための 敎育 制度には、 (一) ァ丨 ドル 
フ •ヒ トラ T 學校 f Adolf Hitkr - schule )、 (ニ) ォルデン スブル ク ( ordensburg )、 (三) 黨大學 が あ 6、 
順次段階を追つて國民社會主義世界觀の下に敎育する。 

( I ) アー ドルフ •匕 トラ ー學校 

ァー ドルフ •ヒ トラ ー學 校は、 一九 三 七 年 一月 十五 日總統 に 依つ て 承認され たもので、 各ガク ( P さ) 
に 一校 宛、 總數 三十 ニ 校を 設立 せんとす る ものである。 一九 三 八 年 前半、 十 校の 設立が 着手され た。 

(ィ) ァ I ドルフ •ヒ トラ I 學 校の 所 屬關係 

本校は ヒ トラ I •ユ I ゲント 從つて 黨に附 M し、 國 家には 關係 しない。 即ち、 本校は 自治 制度を 採 
6、 同時に 所在地 區のヒ トラ I •ユー ゲントの 管掌に 係り、 校規 維持の 權 力は ヒ トラ ー •ユ 1ゲントに 
屬す る。 本校は 全然 何等の 费用を も 要せず、 宿泊 等は 練て 無料で ある。 

(ロ) 入校 者 

本 安で 敎 育を 受ける 少年は、 ヒ トラ I •ユ 1 ゲントに 屬す る滿 十二 歲 に 達した 少年 中から、 每年黨 

指導者が 選犮 し、 總數 四千 人、 滿 十八 歲 に至る六年間 5: 敎育期間とする。入校者は總て後に政治的 



經歷 を路 むべき 者で ある。 

(ハ) 入校 者 選抜の 標準 

選拔の 標準は (一) 健康 (一？ チ スに對 する 蠢の 態度の ニ 點—視 し、 眼— 用ゐ ると か 身® に 障 
害の— 少年は、 II であ つても 全く 除外す る。 1 に 際して は、 兩 親の 霞 又は 財政 1 
慮することなく、能カある少年を採る。 • 

(II) 敎育 形式 

本校の 敎 育は、 國 民政 治學校 (—0 コ營 f ぎ— s § il ) の 政 育に 似て ゐる 。然し、 國民 
政治 學 校が 麗 iQ 各 分野に 於け る 指導者 I 成す るに 反し、 本校は 政治的 分野の 1 者 基 成す 
るので ある。 本校の 1 めて 講義の 形式を 採气 暗記 等— ける。— 要— の 他は、 ナチ ス彰 
育 部長 A 二气 セン ベルク ( A . R §= l ) •か、 •トイ ツ勞 働—— •ライ 51 荅) 及び ライ 
ヒ靑 少年 指導者 > •シ i フプハ ( cd aldur von 5€ 2 : §11)と協議して決定する 

(木) 本校 卒業 以後 オルデン スブ， クに 入る 迄 

十 ニ歲 にして 本校に 入學 した 少年は、 六 年間の 課程1 けた 後、. 十八 歲に 達して 卒業す る。 卒業後 
の 七 年間に、 彼等— 働 奉仕 義務 及 兵役 義 f 宇し 、 i 動を 行 ふか、 大學 X るか、 或 ひは 職に 
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就く。 大 學入學 に關 しては、 本校 卒業 者は 中等 學校 卒業 換 定試驗 終了 者と 同 資格で 大學 に入學 する 權 
利が ある。 黨 運動に 關し ては、 突擊隊 (S A )、 親衞隊 ( SS )、 又は ナチス 自動車 隊 ( NSKK ) に 服 
務す る。 就職に 關して は、 自由 選擇に 任せる。 

彼等はニ十四歲丨ニ十五歲に達すれば、自發的に檢査を受け(練數四千人)、選拔された千人がオル 
デン ス ブルクに 入る 許可を 得る。 

(二) オルデン スブ ルク 

オルデン スブグ ク (ordensburg) 又は 指 薄 者學校 (Fiihrerschule) は、 一九 三 六 年、 クレシ ンゼ H 

CKrdssinsee ) フオゲ ルザ ング (Vogelsang) ゾント ホ オフ* ン (slhofcn) マリ i ンブル ク (Malurg) 

の a ヶ所 K 設けられた。 アー ドルフ* ヒ トラ 丨學 校の 後を 次いで 將 來の黨 指導者を 敎育 する。 

(ィ) 入校 者の 選拔 

入校 候補者 (二十 五歲丨 三十 歲) は自發 的に 志願し、 各 ガゥ (0 さ) 每に 、ラィヒ 組織 指導 官 
( Reichso <^ anisaticnsleiter ) の 指導す る選拔 委員 會にょ 6 、 ナチス 世界 觀の 諸問題に 從つて 選拔 され る 
入校 資格は、 肉® 的 健康、 人種的 適格、 黨 運動の 實踐 、勞働 奉仕 義務 及び 兵役 義務の 優秀なる 終了 及 
び旣婚 者た るを 可とする ので ある。 



オル デ N ス ブルク 全？ 通じての 敎育 期間 1 ヶ 年で、 次の 四 期に 分けて 敎育 する。 

( i 最初の 一年間、 •ホ メ ルン ( Pol ) の ブルク •ク レシ ンゼェ (I I ) に 於いて、 精神 

敎育 及び 體操 飛行 等の 各スボ オツ。 

£ 次の 一年間、 アイこ ル (—1) の ブルク •フオ ゲル ザ ンク « |<。1|)に於いては、高度 
の 精神 敎育 及び 體 育。 

i ) 次の 十八 ケ 月間、 南 ドイツの アル ゴイ (All) の ブルク •ゾン トホ才 こ MB — In ) 
に 於いて、 ス キイ 及び 山岳 5 才ツ 。この 期間は 半ばを ブルク 内で 過ごし、 半 ばを アル ゴイ •アルベン 
の 山小屋で 過ごす ( 一期間は六遇間である)。 

( i 次の 六ケ 月間、 東 ブロ イセ ンのマ リィエン ブルク ( s pniburg ) に 於いて 知的 敎育ト イツす 
方 政策の 祕密 と宣傳 術と を 授ける。 

. (ハ) オルデンスブルクの組插 . 

各 ブルクの 貪は 約 千 入で ある。 各 •ニクには、 一名の 館長 ( ft )、 三 名の 準 I 導 者 

( ltschalrel 一 百 人から 四百 人に 對し 一名 宛)、 十 名の 百 人—— )、 
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三十 名 か 僚友 指 S' 者 (KieradschaAsfahrer) が ゐる 。僚友は 五十 名よ 6 成 6、勞働共同體殳び敎育共 
同趙を 形づくる。 學術敎 育は 科學 者を 招いて 行 ふ。 適？ る 教師の 養成と、 敎授案 及び 敎材の 統一的 
整頓とは、 ラィヒ 指導 官ァル フレ ブト •口オ ゼンべ ルタに 指導され る 世界 觀敎 育大學 ( > f o. an^ 「 c : 『 
weltanschauliche Schulung ) ‘が 取扱 ふ。 

01) オーデン スブグ クの 生活 

オルデン ス ブルクの 被敎育 者は ユン 力 ニ JI) と 呼ばれる。 ユン ヵァは ブルク 內は 雲し 一年 
三囘 、四 週間の 期間、 個々 の！！ k に 於いて 行政 的 仕事を 與 へられ、 將來の 職業を 贲習 する 又 この 
期間には、 全國 各地よ 6 黨の 政治 指導者を 召集して 再敎 育を 行 ふ。 

オスデ x スブ夕 に 於け る敎 育は 總て 無料で、 ユン 力 ァは 若干の 小 遣錢を 交付され 、をれ 以上の 支 

出を 禁じられる。 

各ブ i クの 近傍には、 「歡 喜に よる カ團」 (K,d*F) のた め ニ 千 基の 寢臺を 有する ホテルが 設けら 
れ 、ユン 力 ァと 外部との 接觸を 保つ o 己 の ホテル 施設は、 國民 に、 將來の 指導者が 眞 K 筋肉を 發達せ 
しめてゐる狀況を見 3 せると同時に、ユンヵァの妻や家族を或る期間ユンヵァの近くに住爻はしめる 
といふ目的を持つてゐる。 



(三) 黨大學 

黨大學 はオへ テン？ <クの 後 V 」 次 $ で 最高 敎育を 施す 所で あるが、 目下 企劃 中で、 幾人を 收容す 
るか 未だ 決定され て， Q ない。 黨大學 は アルフ レット •口才 ゼン ベルクの 監督 下に 立ち、 ニ) 政治 哲學硏 
究所 (ニ) アー ドルフ •ヒ トラ T 學校 及び オルデン スブル クの敎 員 養成 所 (三) 訓練所の 三部 分から 成る。 

一九 三 八 年 一月 十五 日、 ケルン、 アア ヘン 黨區 のア— ドルフ •ヒ トラ ー 學校 定礎式に 於いて トイ 
ツ勞 働戰線 指導者 ライと ライヒ 靑 少年 指導者 シ イラ， ハと が 署名して 壁 中に 嵌めた 文書の 铭は 最も 
明らかに ナ 手ス敎 育の 精神を 示して ゐ る。 即ち、 「ヒ トラ* ■練統 施政の 第五 年に 於いて 來る へき 時代 
の羣を 敎育 し、 ナ手ス の 信念を 以？ れ美ん ため、 本校は 讓 S れた气 ドイツ 靑 年の 選良は 兩 
親の 階級 財 產信敎 I はず、 ドイツ 國 指導の 任務— へる もの S 。 本學 校の 卒業 者— 實と從 順と 
友情と を 以て 實踐 躬行 國 民に 範を垂 るべき ものと す。」 

第 六 章 政治 教育 

世界 大戰 が教飞 す— で、 ドイツに 於いては、 敎育 家べ スタ ロ" チ (で—— — 1丨 
第 |糲 ナチ K - K イツ© 敎宵 政策 11 七 



5 e 敎 宵. 文化、 社會 5 

I ) の 理論に 基づく 靑年 運動が あつた。 この 運動の 理想は 世界 大戰 後に も 存在した が、 i な戰敗 
の氣分に歷倒 ^ れた靑年達はゝどこに頭を擡ぐべきか方向を知らなヵつた これは 靑年達 力 指導者を 
求めてゐた時ヤ ^ あつて、アードルフ*ヒトラ1はこの潮流に乘つたのである。周知の如く、ドイツ人 
は 天性 軍隊を 愛好す る 民で、 何ょぅ も 組織 3 れ f とを 望む。 故に、 ヒ トラし か ドイツ 青年を 半 軍隊 

的 編成に 組織し、 靑年 e 生活 皆 的と 矜持と 复 へる 如 $說 美へ 始尝 時、 その 反響は 頗る 大 であ 

つた O K イツ 靑年は 、ドイツが ゲ * ル サイ ユ條 約の 屈辱から 解放 され て、 再び 昔日の 光榮を 得る ため 
の選ばれ /2 る道具であると感じ、純粹な感激の炎を燃え上らせた。 

靑年層の大なる支持を得たヒトラーは、時を逸せず、彼等を敎育し始めたが、哲て哲學者フ ヒテ 
(Fichte, Joh. Gotti. 17G 211814 )がなした如く.，國民主義の精神を喚起する乙とに重點を置いた。ー 
九 ニ 五 年、 ヒト ラ丨は 「我が 闘爭」 中に、 「現在 崩 壤の狀 態に 在つ て、 總 ての 人 問から 足 既にされ て 
わる 我が ド T ツ國民 は、 幽信に 依つ て 作られる 暗示 力 墓 要と する。 乙の 白 信は、 國民 の靑年 層に 子 
供 時代から 涵 ？れな け S—。 彼等？ ベ VQ 敎 育と 訓練とは、 彼等が 他に 比して 優者で •あ 
るとの 確 f 彼等に 與 へる II るべ 冬—。 肉® の—— にょつ て、 靑 年の 自麗 
が 打ち負か 貪— のでは な s との 信念— 復 しなけ S— な m かくて、 曾ては 一詩 人 




と— 家の 國」 とい ふ— 持つ てわた ドィッ 國民 は、 かか— 1 绝 落の 徵と！ に敎 
へられ、— のみを 使用し 乏| 時代— 蔑し、 祖即— 1— 仕す ベ——? 

—込苦堂 とに なつた。 從？ 、ナチ ス 精神を 國 民に 理解せ しめる ための 活動は 頗る —である。 
( 一 ) 國民 政治 學校 9 p c-. § ?L lf s* n rI1 kehunglstalt) 

國 民政 治學 校は ニ 九 三 三年— 奴 けられた もので、 十五 校 あ 上 i 〒 f 貧 

.1- 11 1 I - 11 i ul - gl .• J .- 

ス (—1) 又は ナ •ホリス (—1) と 呼ぶ。— が 示す 如く、 政 治敎1 興へ f とを 轰 目的 

とする •か、 てへ t ス •ニク 等が 將來 の黨 指導者 美育 せんとす るに 反し、 國民 政治 學 校は 國民 生活 

* 

の 各 分野の 指導者を 養成す るので ある。 

( 國 UI — 十五 校し！、 各校が 四百 I 上！ 二ら、 入校— は 劇烈で—。 財 

產 、階級が 重要 f れ ない のは エデン ス ブルク 等に 同じく、 頭脳の 點も管 問題では 

入校 者の 資格は (一) 人種的に 健全た る こと。 即ち、 兩親 祖父母 曾祖父 母が ァ丨 リァ 人種で あり 醑 

親 裏な 產 |主_ と 」 ssss 奪 slili 康蓄 と。 

1 1 も 
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(三)性格的人格的に優秀なる 2: と(或る場合には、金髮碧眼たることが人格を保證する)。 

( □ ) 本校の 管理 

本校は 國家 管理で、 文部省 內の 特別 課の 監督 下に 置かれ、 學費 は兩 親が 負擔 する 以外を 國家が 支給 
する。 敎 師と學 生とは 軍隊式 制服を 着け、 學校は 純然たる 軍隊式で ある。 尙 、本校には 「學 生の 家」 
( sch c : 一 erheim ) が 附屬 して ゐ る。 

(ハ) 敎育 方法 

本校の 敎授 ブランは K ィツ 上 構學校 ( o cr o 20 一 - C H * ) の それに 基づく。 主要 學 科目は トィツ 國民財 ia 
傳學 、種族 保護、 陸上競技 その他の ス •ホ ォツに 依る 身體 锻鍊 である" 

然し 授業の 大部分は、 ニ) 肉體を 著しく 發 達せし め、 (ニ) 戰闘 精神を 養 ふ 如き 1 である。 

校內 では 敎師が 害— 力を 1 活動し、 將來 指導者 2 べ奏年 fe して、 責任— 指導す 
べき 機會が 餘 6 與へら n ない。 從つ て、 「靑 年は 靑年に 依つ て 導かるべし」 とい ふス ロオガ ン は實 現さ 

れて ゐない 。 

(二) 朝 祭 ( sorgenfeier ) と 日時 祭 ( sonnenwendfeler ) 

朝 祭と 日時 祭とは キリスト 敎的 儀式を 驅逐 せんとす る 新しい 儀式で ある。 




(1) 朝 祭。 朝 祭は 主として 講堂 又は 改造した 禮拜 堂に 於いて 行 はれ、 爱國 的な 音樂を 伴奏と し 
て 若 千の 短い 愛國詩 又は' ナチス 史の 感動 的な 事件を 歌 ふ。 



(2) 日時祭。日時祭は冬至と夏至とに行はれる。緦ての行事が事前に注意深く下稽古された後， 
全校が 附近の 丘の 上に 巨大な 祝 火を 圍ん で集爻 6。 軍隊式に 隊列を 作つ て ゐる 生徒 達の 中から、 一人 
が ナチ ス的 信條の 或る 一節 又は 匕*" ■ラ I の 演說の 拔萃を 詠唱す る。 それから 合 圖に從 つて 全校が 歌を 
合唱す る。 最後に 校長が、 儀式の 意義を 強調し、 神の 永遠の 賜物た る 太陽に 威 謝し、 自分 達が 數 世紀 
前に 祖先が なした と 同じ 道に 於いて 行動して ゐる ことを 指摘す る。 

(ホ) 卒業 以後 

本校の 生徒は、 十八 歲に 達する と學 校を 出て、 勞働 奉仕 團に 入-^、 國 民政 治學 校に 在學 した ことに 
依つ て、 勞働 奉仕 圑 群の 指導者に 任ぜられる。 勞働 奉仕 團は別 章に 述べる 如く、 あらゆる 階級の 靑年 
を 組織的に 結合し v 共同の 勞 働に 從 一一せ る 外、 政治警 S ける 好機 會と して 利用され る" 

勞働 奉仕 義務を 終へ た 後、 ニヶ 年の 兵役 義務に 服し、 以後は 大學 に 入るな り 職業に 就くな"' 自由で 
ある。 

(ニ) 成人 敎育 

第一 編 ナナス •$.. ィッの 敎宵 政策 三 一 
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成人 敎 育の 機關と しては、 民衆 圖書 館と 民衆 大學 との ニつ •かあつて、 民衆 大學に は、 家塾 的 設備に 
數ヶ 年寄 宿して 相互に 研究 作業を 行 ふ 家塾 民衆 大學 と、 職業に 從事 する 者の 便を 計つ て 夜間 開かれる 
夜間 民衆 大學 とが ある。 これらは 總て 自治 團體に 依 6 維持され、 大いに 進歩して ゐるが 、現在では、 
知的忒 CA は 職業的 補習の 教育では なく、 純然たる 政治 敎 育の 機關に なつて ゐ る。 

又、ナチス共同體「歡喜 ^ ょるカ團」(尺5.1^)中の「ドィッ國民敎養部」 > ョ1 3 21801^<〇 « 1<- 
bildungswerk ) が、 成人 敎育を 行 ふ。 卽ち ドィッ 成人 敎育 課の 任務は、 (一) 現存の 成人 敎育 所の 監督 獎 
勵と 、新しい 成人 敎育 所の 設置。 (ニ) 世界 觀敎 育を 目的と する 敎 育の 實施 (講演、 講演 旅行、 敎 課、 
共同 勞働 )、 敎養を 擴げ藝 術 的 創造力を 養 ふ 乙と に 依つ て 個々 の 人の 能力を 高める ことで ある。 敎育 
範圍は ナチ ス 思想の 外、 民族 學 、遺 傳學 、公衆 衞 生、 歴史、 鄕土學 、國 家學 、經 濟學 、藝 術、 自然 科 
學 H 學に亘 る。 音樂 、繪畫 、塑像、 寫眞 等に 依办 、創造的 形成 力を 養 ふ。 ドィッ語、 外國 語、 速記 等 
の 課業に 依 6、 職業 能率を 高める、 ^ た 博物館、 美術館 等の 見學 、旅行、 休養 宿泊 等が 催される。 民 
衆圖書館、巡回圖書館がある。一九三五年から三六年にかけての冬、成人敎育の催し事に參加した人 
員數は 五 百 萬 以上に 及んだ。 



第 七 章 歷史敎 育 

• % 

• • 

\ナチス理論にょれば、ドイツ國民は運命にょつて人類の指導者たるべき高い任務を課されてゐる。 \ 

この 指導者の 地位を 略取す る ことが、 ドイツ 國 民の 生活の 意味で あ 6 內容 であ 6 完成で ある。 略取が 
成功し なければ 、ドイツ 國 民の 生活は 目的を 失つ たので ある (「ナチ ス敎 育」 中の フ リイ トリ， ヒ •ヒラ 
アの論文にょる)。「ドイツはー等國たらざれば無になる」(ヒトラー)のであるから、ドイツ國民は 
世界 指導と いふ 不動の 大目 的を 樹立して 、乙れ が 實現 のた め 諸 力を 統一 綜合すべき である。 この場合 
に、歷史敎育は、ドイツ國民が地上の諸國民の指導地位を要求する權利がある乙とを證阱しなければ 
ならない ので ある o 1 九 三 三年 六月 二十 二日に 布告され た 「歷 史書に 對 する 諸 基準 則」 を 說明 する 前 
に、 ナ+ス 歷史觀 、歴史 敎育觀 の 特色を 見ょぅ。 

( I ) 歷史敎 育の 目的 

フランス 人 や イギリス 人は 數 百年 來 、世界の 諸國 民を 指導す る 己と を 目的と して 努力して 來たが 、 
ドイツ人 は 同時に 數 千の 星に 向つ て 手を 伸べ、 常に 空手で 立つ て ゐた 。「確かに ドイツ 國民 ほど 歴史 
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に 學ぱ ねばならぬ 國民は な いであらぅが、ドイツ國民ほど歷史を應用する己との下手な國民はないで 
あらぅ」 (ヒ トラ ー)0 然し、 「 r 歴史を 學ぶ とい ふことは』、 われわれが 歴史的 事件と して 眼前に 見る 
かの 諸 作用へ 導く 原因と なる 諸 力を 探り 見出す ことで ある」 (ヒ トラ I )。 故に 歷史敎 育は、 ドイツ 靑 
年の ドイツ 國民 及び 國 家との 國民的 結合の 威 情を 鼓舞し、 靑 年の 行動 意志を、 就中、 ドイツ 國民 及び 
國家 のた めの 靑年の 國防 意志と 犧牲 心と を覺醒 せしめ、 歴史を 理解す る 乙と ょり 發して 、國民 及び 國 
家の ための 政治的 見解と 行爲 とに 影響を 與 へなければ ならない。 • 

( II ) 歷史敎 育と 政治 敎育 

歷史敎 育は 「自國 民の 政治的 事件に 當つ て、 自己の 意見を 決める に 必要な 程度に、 歴史に 通じさせ 
なければならない」(ヒトラ丨)。從つて、歷史敎育は何ょりも先づ政治敎育に仕へなければならない 
し、 寧ろ 政治 敎育た るべき である。 例へ ば、 ドイツの 領土 政策は、 ドイツが 一等 國に なる ための 手段 
である。 故に ドイツは 領土を 要求す る權 利が あるし、 領土を 戰 a 取る 乙とは ドイツの 義務で ある 乙 
の やぅな 明白な 國民的 目的を 糊塗す るのは、 餘計な こと、 不適 當な こと、 危險な ことで ある。 歷史敎 
育は、 ドイツ 國 民の 世界 指導と いふ 根本的 要求に 應じて 爲さ れ、 乙の 要求を 實現 する 穴め に 役立つ も 
の文すべてこれを引き寄せて、靑年に近づけなければならない。 



(三) 歷史敎 育と 人種問題 

歷史敎 育は、 人種問題が 世界史の 鍵で ある こと、 ドィッ 國民が ア— リア 種族の 核心を なす 防 民で あ 
つて、 高い 文化の 保譴 者で あ^ '創造者で ある こと、 國 民社會 主義 國 家は 理想的な 國家 組織の 具體 化で 
あつて、北方種族の素質と人生觀と ^ 調和ー致するものである己とを示さなければならない。 

(四) 歷史敎 育と 混血 問題 

アー リア 人種は 文化を 創造す る 人種で あつて、 今日の 世界に をの 文化 像を 植えつ けて ゐる事 實は、 
最早 證 明を 要しな s。 K 丨ア 人種は 全世界に 文化を 創造し、 低劣— 族 15 段階へ 引き上げ 
たので ある。 更に、 現在の ア丨 リア 諸國 民の 發展史 を 先入見に 捉 はれ ずに 觀察 するとき、 ド ィッ阈 民 
よ、 その 能力と 行 爲と によつ て、 その 限むな い 理想主義に よつ て、 正しく ア— リア 諸 國民中 第一 等の 
地位を 要求す t とを 得る との 結論に 達する。 然し 過去を 顧みる とさ、 支配者で あつた ア i ア諸國 
民が 自然律に 反し V、 固有の 血の 純潔 S し、 低級な 血と 混血す f とに よつ て 自らを 破壞 したが 故 
に、® 亡し なけ n はなら なかつ た 乙と を學び 知る。 

歷史敎 育は、— 民と 他の 雷 民との— 述の心 構へ SV、 1 み、 血の 純潔 I つ氣 

風を 養 ふべ さで ある。 
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(五) ドイツ 史中心 の 歷史敎 育 

前述の 如き 目的意識を 持つ 歷史敎 育は、 第一に ドイッ 史を 取扱 ふべき で、 その 理由は 說 明の 要が な 
い。 他國民 (ギリシア 人、 ロ ーマ 人、 フランス 人、 イギリス 人 等々) の歷史 考察から 出發 して、 その 
後に ドイッ 史に 至る とい ふ 方法は 誤爻 つて ゐる 。この 方法は、 他國 民の 業績を 過大 評價 させて、 自國 
民のをれを貶價させる傾向がある。かぅした敎育法の惡影嚮を蒙つてゐるドイッ人は、古代の文化的 
諸國 民を ドイッ 國 民ょ 6 も遙 かに 優越した ものと 考 へ、 ドイッ 國 民の 祖先を 生活 樣式を も 文化を も 持 
たな い野蠻人だと見下す傾向が多い。古代史を取扱ふのに、ドイッの前史を繼子扱ひにしたのは、ド 
イッ 國 民 と ^ の 過去と に對 して 重罪を 犯した ので ある。 故に、 如何なる 歴史 考察 も 歷史敎 育 も、 ドイ 

9 

ッ史を 基礎と し 中心とすべ さで あり、 ドイッ 史を 中心として 自己の 認識を 促進し 深化せ しめる に 必要 
な 限 6 に 於 s て、 他國 民の 歴史を 考察すべき である。 

(六) 歷史敎 育と 生物 學 

生物 學の 法則は 歴史 資料を 選擇 し敍述 する ための 指導原理 である。 

(七) 歷史敎 育の 資料 

歷史資 降 | 3 : 資料自思のためにではなく、假借するとこるなき生起の有機的法則性を明らかにするた 




めに敍述 3 るべきである。記憶の重荷になる煩雜多岐な個々の事件を羅列するのみで、何ら內的關聯 
を 持たず、 學 生の 心に 國 民と 祖國 とに 對す る獻 身の 念を 喚起せ しめない やうな 歷史敎 育は 無價 値で あ 
る。 從つて 、取扱 ふ 資料は 大 S に 簡約し、 ドィッ 國民 にと つて 重要で ない ものは 躊躇な く 捨て去 6、 
大體の 發展の 線を 知らし め、 過去の 事件の 現代に 對す る關 係を 明らかにする やうな 資料を 選ぶべき で 
ある。乙れに對して、ヒトラ|は次の如き意見を述べてゐる(「我が鬪爭」四六八丨四七〇頁參照)。 
歷史敎 育は、 煩雜 な歷 史的 年代 又は 事件の 羅列を 止めて、 大體の 發展の 線を 示せば 足 6 る。 歴史を 學 
ぶのは、 單 に 過去を 回顧す るた めでは なく、 歷史 のなかに、 將來と 國民性 保存との ための 敎師を 見出 
すためである。古代史の硏究は中止すべきでなく、ギリシァの文化理想とロ1マ史とは、永久に最良 
の敎師 である。 何ょ 6 も 民族 問題を 中心とした 世界史を 書く ことが 必要で ある。 

(八) 歷史敎 育の 敍述 

歴史 資料の 叙述は、 資料を 歪めず、 子供が 讀むに ふさは しく、 眼前に 躍動す るが 如く 具象的で、 戯 
曲 的 生彩に 富まなければ ならない。 靑年を 魅了し 盡す もので なければ ならない。 更に、 歷史敎 育は 他 
の 如何なる 敎育 にもまして、 常に 新たなる 感奮、 行動 意慾、 犧牲 心を 喚起す る やうな ^: 味 深い ^ 城 的 
な 體驗に ならなければ ならな い。かくしてこそ歷史敎育は國民社會主義的敎育の、眞に使用に堪へる 
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武器た 6 得る。 

歷史敎 育 詳論 

前述した やぅに 一九 三 三年 六月 二十 二日に 「歷 史書に 對する 諸 基準 則」 が發 布され て、 從來 の歷史 
敎育に 於て 充分 注意され てゐ なかつ た 諸點を 指摘し、 將來乙 れを 詳細に 取扱 ふべ さ 乙と、 した。 世界 
各阈 に阈民 主義が 捧 頭し、 國民 意識を 喚起す る 必要 上、 國民 尊重の 念が 盛んになつ た 結果、 歷史敎 育 
が 新しい 眼で 見られて きた。 ナチ ス歷 史敎育 を 詳說 する 所以で ある。 

歷史敎 育の 大體に 就いて 

( ィ) ゲルマン祖先の文化に對する見方を改めること 

從來の 歷史敎 育は ゲルマン 祖先の 文化の 高さを 過少 評價 してきた が、 乙れ を 改めて、 前史ょ 6 現代 
史に 至る 爻 で、 民族 ( Rassc ) の 意義を 強調し なければ ならない。 

(口) 國民的思想を强調する乙と。 

數百年以來、國際的思想はドィッ魂を腐蝕せしめんとしてゐる上に、ドィッ人 1± 他國民ょ6も、他 
國の 思想に 捉はれ る 傾向が ある。 故に、 國際的 思想に 對抗 して 國民的 思想を 強調し なければ ならない。 
(ハ) 國外同胞の運命を顧みる乙と。 



國民的 思想は 國民 同胞 的 思想と 密接に 關聯 して ゐ る。 今日、 全 ドイツ人の 三分の 一は ドイツ 國外に 
居住して ゐ るから、 ドイツ 史を取 扱 ふ 際の 歴史観 察は、 ドイツ 阈 境内に 在る 領域に 局限 さるべき では 
なく、常に國外同胞の運命を顧みなければならない(ナチス !. トイツの文化政策中のー對外文化政策」 
の項<參照)。 

2) 文化史は 政治 史の 下位を 占むべき 乙と。 

状態の 镘ぜざ る もの、 敍述 (文化史) は、 偉大なる 發展の 諸 段階を 明らかにする ためには 重要で あ 
るが、諸國民の運命を描く政治史ょ6も優位を占めることは許 3 れない。歷史を形成する諸カを明ら 
かこして、 學生を 個々 の 事件の 煩雜に 迷は しめる ことなく、 大體の 線と 深い 諸關聯 とを 知らし めて、 
政治的 判斷 及び 意思の 形成に 資する ことが 肝要で ある。 

(ホ) 英雄 思想を 鼓吹す る 乙と . ,• 

現代の 指導者 思想は ドイツの 過去の 最古の 諸 模範を 結びついて ゐるっ この 指導者 思想と 關聯 せしめ 
て、歷史敎育の各段階をゲルマン的英雄思想にょつて貫かなければならない。英雄思想は生徒を感奮 
せしめる ものである。 英雄 思想は 直接に 英雄的 世界 觀へ 導く が、 か、 る 世界 觀は ゲルマン 人種の 一た 
る ドイツ人の 本質に 最も 塡つ たもので、 國民的 自己主張の 闘爭 中、 常に 新たなる 力を 注入す る もので 
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ある。 

M 歷史敎 科婁の 細目に 就いて 

(ィ) 水 河 時代から、 文化は 種族の 創造で あつた こと。 

敎科 書は、 中 歐の太 古史 (氷河時代) の敍述 から 始めて、 ネアン デルタ I ル (Neanderthal) 、アゥ リ 
グナク (Aurfac)、 クロ マグノ ン (croignon) 等の 特定の 種族が、 獨特の 文化の 擔者で あつた こと、 
即ち、 旣 に 太 古史に 於いて、 文化は 種族の 創造で あつた 乙と を 明示すべき である。 この 事贲は 後世の 
種族 混淆の ために 瞹昧 にされ たが、 止揚され ては ゐない 。 

(□) ョ に 〇 ，パの歷史は北方種族諸國民の事業である乙と。 

有史 前の 時代が 始まる 前に (後期 水 河 時代)、 中歐 と東歐 とには 北方 種族 その他が 擴敵 した。 北方 種 
族 及び 他の ョ— ロ， パの 基本 種族の 分布 地域は、 簡單な 素描に ょつ て 明らかにすべき である。 ョ 丨ロッ 
パの 歴史は 北方 種族 諸國 民の 事業で ある。 これら 諸國 民の 文化の 高さを 敎 へる ものは、 彼等の 手に な 
る 石器 及び 銅器の 遺物の みで なく、 精神的 領域で 科學の 道を 拓 くべ さ 諸業蹟 である。 高度の 發達を 遂 
げた 北方の (ィンド ゲルマンの) 主要 言語は、 ョー 〇 ッパの 他の 諸種 族の 言語を 完廣 なきまでに 驅逐 



(ハ) 北方種族がユジブトに ^ で移動した 2. と" 

近東 及び 北 K rs リカへ 至—、 旣に 紀元前 五 世紀に 行 はれ S の 最も 初期の 北方 種族の 移動. にょ 
つてを爻 11 12。これは、北方種族の頭蓋骨が最近古代ニジブトの墓穴中に發見されたこと、北アフリ 
カ海岸地方には金髮白哲の國民がゐた乙とが早くから知られてゐたことにょつて證明 $ れる。スメ丨 
レ 人の 種族 的由來 はま だ 明らかで ない が、 彼等の 言語は インド ゲルマン 語の 姉妹 語と 幾多 比較す る 乙 
とが 出來 るので、 I の事實 は、 嘗て 北方 種族の 征服者？ あつたと 想像す S 、 容易に is れ る。 

(ニ) 昆肚にょつて滅亡した血緣國民の運命を銘記せしめる乙と。 

近東の 歷史に 決定的 影響を 與 へたのは、 本來は 北方 種族で ある； ド 人、 メ—デ 人、 ヘル シア 人 等 
の 業績で あつた。 彼等が インドと ペルシア とに 於いて 高度の 文化を 創造した 後、 異種 族の 血の 優勢 下 
こ 遂に 滅亡した 次第を、 學 生は 自分と 血を 分つ 者の 運命と して 銘記し なければ ならない 

(ホ) ギリシア 人の 歴史は、 乙れ を 中歐の 地域から 種族 史的に 見るべき こと。 

ギリシア 人の 歷史 一一、 兵を 中 歐の 地域から 見て、 ドイ ツ 人と 最も 近 S 族 的 同胞の 問題で ある 己 
とを 新 2 こ强 調し なければ ならない。 從 つて ギリシア 藝 術に 對 する ドイツ人の 內的關 係は、 支那 藝術 
又 文 日本 藝 标こ斜 するとは 全く 異なる ものである。 北方 ギリシア 人は 征服者と して 國十ヴ 支 肖 者 層 

第 |榻 ナチス • >* イツの 敎宵 政策 四 一 



» 逸の 敎 宵* 文化、 社霤 政策 四 — 
を形づくつた。階級間の闘爭は、南方では、種族の對立が原因であった。スパルタでもアテネでも、 
完全なる市民權を有する市民は、士着の住民と奴隸とに比して小數であった。土着の住民及び奴隸は 
少くともアテネでは、大部分が近東系統のものであった。從って、デモクラシイと無制限の種族混漭 
とに ょる 階級 間の 差別の 撤廢 は、 產兒 減少に 拍車を かけて V ♦キリシ アに 於け る 北方 種族の 運命を 定め 
た。 ギリシア 文化の 沒落は 急激に 蔓延し、 ギリシア 國民は 二百 年 程で 完全に 無價 値に なった。 

(へ) & 1 マ 史を も中歐 から 種族 史的に 見るべき こと。 

イタ リ I の 北方 諸國 民の 歴史は、 こ、 でも ドイッ人との 血緣關 係を 感ぜし める やぅに、 中歐 に 於い 
て 始めなければ ならない。 貴族と 賤民との 闘 爭は 特に 種族 闘爭 として 理解し なければ ならない。 從つ 
て、賤民に貴族との結婚を許す己とに對する激しい反對も、特に種族闘爭と考へなければならない。 

ロ ーマ 人のぅ ちの 北方 種族は、 絕ぇざ る戰爭 にょつ て 殆ど 根絕さ れ た。 ティべ リゥス 時代では、 古 S 
貴族の 種族 中 僅かに 六っ だけが 生き 殘 6、 イ タリ I 住民の 大多數 は 東洋の 奴隸の 子孫であった。 この 
希望の ない 狀態 こそ、 ローマ 人の ストア 的 世界 觀の 背景で あった。 かくして、 時代の 轉回 期には、 ョ 
丨ロッ パ 南部と 非 北方 化が 殆ど 完成され てゐ た。 • 

(卜) ゲルマン 民族 移動の 意義は、 種族 混 m のために 堕落した マ 帝國に 新鮮な 北方の 血を 注 s 



だ 點に ある こと。 

ゲルマン民族移動の最も深い意義は、ゲルマン諸國民が種族混潘のために隨落したロ|マの世 ^ ず 
國に 新鮮な 北方の 血を 注 S ? とに ある。 從 つて、 中世の 新 文化の 花が S た S 、 ゲ ニン 諸國民 
が 永績 的に 居住した 國 々だけ、 卽ち 北部 イ タリ— (南部 イ タリ 1 ではない) ス ヘイン 7 ラン スイ 
ギリスで あるが、. ハル ヵンでは な S 。 北方 種族の フ匕 I ゲル ( ff ) がロシ ャに與 へた 影響は 僅 
少 であつな から、 あの 尨大な 十 地に 文化を 創造す る 力を 植灸 つけ f とが 出來 なかつ た。 ゲルマンの 
上層が 中 歐西歐 南歐に 於 SV * 中世 文化の 擔者 であつ たとい ふ事實 から、"'- ロバの 騎士道 精神の 花 
が 至る ところで 同じ 相貌を 見せた 理由が 理解され る。 

(チ) 東 H ルべ 地方 再 獲得の 意義を 從來ょ 6 も强 調す る こと" 

中世 ドイツの 最大の 行爲 である 東 H ルべ 地方 再 獲得の 意義は、 從來ょ 6も强調しなければならない 
この 際、 民族 移動 前の 状態に 結びつけて、 スラ ゲ S 民が まだ 貧しい 漁師と して フ リベ ニトの 沼澤地 
方に 居住し V-Q た 時代には 、乙の 東 ニべ 地方が ヮイ クエに 至る？、 ゲ ニンの 士地 であつ たこ 
とを 新たに 指示すべき である。 然し、 國民 的な ものを 强調 する 乙と が、 偉大— ドイツの 勢力 展開の 

一時 代で あつた 中世を 不正 當 に判斷 する ことにな つては ならない 當 時、 國民國 家 V - 建設す る 乙とは 
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例へばフランスヵその從購國家 /2 るブロヴアンス、ブルグント、ノルマンディー、フランキエン、ロオ 
トリン ゲンを 以て 示して， Q る やぅに、 ョー ロッパ の 如何なる 土地に 於いて も 成功し なかつ たので ある 0 
(リ) 國際的 影響が 漸次 强く なつて きた 近世 史に於 S ては 特に 國民 的な ものを 强 調すべき こと。 
近世 史に なつて 初めて、 國民國 家への 發展が 見られる。 然し、 近世に なつて 以来、 國際 的な 影響が 
次第に强く働さかけてくる。乙の影響はドイツの血、ドイツ語、ドイツ法、ドイツの國家觀、遂には 
ドイツの全世界觀のなかへ、遺悚にも外國のものを過度に侵入3せた。ドイツの國民意識は外國的な 
ものに 對抗 して 作り出さ るべ さで あつて、 現在、 ドイツの 古代を 深く 研究して ドイツ 國民に 新しい 力 
を 注入し なければ ならない。 種族 ^ 獨特な ものを 考 へる 時には、 ドイツ 內 外の 國民 同胞を 結びつける 
血の 絆を 强調 しなけ れぱな らな い。 北方 諸國 民は 運命 共同 體を なして ゐる乙 とを 感じ、 北方 文化の 存 
續は 、この 運命 共同® の 維持 如何に 左右され る 乙と を 思は なけれ はならない。 
(又)最近史は歷史觀察の主章たるべき乙と。 

「われわれの 時代の 最近 二十 年間は、 歷史觀 察の 主 章を なさな けれは ならない。 世界 大戰 、ドイツ 國 
民の 敵國に 對する 英雄的 戰 闘、 祖國の 裏切者 達に ょる 我が 抵抗力の 潰滅、 ゲ * ル サイ ユ條 約に ょる 我 
が國 民の 權威 喪失、 自由主義 的 マルクス主義 的 世界 觀の沒 落は、 國 民社會 主義 思想の 出現と •ホ ツ ダム 



國會に於けるドイツ國民共同體の復活とに至る國民の覺醒の開始と同じく、詳細に取扱はなければな 
らない 」 (一九 三 三年 五月 九日の 閣議に 於け る內務 大臣 フ ""ク の 言)。 

小 里 校の 歷史敎 育 方 計 

小學 校では 歷史敎 育に 用 ふべき 時間が 少い から、 敎材の 配 ^ に 特別の 注意を 拂 はせ る 
ニ學 年から 歷史 入門と して ドイツの 童話、 三學 年から 鄕 土と 結びつけて 、ドイツの 傳說と トイツ の 
英雄 傳說と I へる。 四學 年から、 有史 前の 時代 及び 古代史の 簡 單—史 I へ 始め、 歷 史的 事件の 
敍述を 中學 校に 於け るょ 6 も 一 罾 多く 偉大な 指導 的 人物と 關聯 せしめる。 この場合 丨丨 小學校 最上級 
こ於いて文特に —— 發展の 大體の 線と 歴史 生成を 動かす 根本的な 諸 力と を 明らかにしなければ ならな 
S 。 最近 史は 、現代の 課題の 困難を 理解せ しめる ために、 小學 校に 於いて も 特に 詳細に 取扱 ふ。 

/ 

第 八 章 ヒ トラ ー •ユ ー ゲント 

• • 

( I ) 匕 卜ラー •ユー ゲン 卜 運動の 發展 

ナチス 的靑 少年 組織を 作らぅ との 思想は、 ヒ トラ— が 抱いた ものであるが、 ヒ トラ ー •ユ I ゲント 
第一 編 ナチ K •ドイツ 0 敎育 政策 四五 



獨逸 0 敎 胄、 文化、 社 會政策 四 六 

( Hitler - Jugend ) なる 名稱は ユリゥス •シ **トラィへル(.1 £. 5- 8 ^ 3 0 - 11 €|-)が與へた。 ヒ トラ— •ユ ~ ゲン 
トの 最初の 群を 組織した のは クルト •グル ゥバァ (Kurt Gruber ) で、 彼は プラゥエン ( PI11 ) に 在 
つて、 ザック センの ヒ トラ- •ユ 1ゲント(以後は；1^了なる略號を用ゐる)を組織したのである。 

やがて フ-フ •ン ヶン (Franks) にも ル I ドルフ •グク ゲル (Rudolf Gugc ごの 指導 下に 多數の HJ 群が 
生れた。 ダク ゲルは 現在 フランヶン 區 指導者で ある。 

クルト •グル ゥ バァはヒトラーにょ6任命された最初の：1:1のラィヒ指導者であるが、一九ニ六年、 

• • 

資金 もな く 援助 もな くして、 後の HJ の 基礎を 作つ た。 一九二 九 年の 黨大會 の 日、 初めて ニ 千 人の H 
J が 行進した。 

% 

當時 « 了の指導者が黨指導機關內に占めてゐた地位は明確なものではなかつた。グルゥバァは多少 
とも、當時の02入指導者ハゥブトマン*フすン * フへフア(！^£111151;ョ目11\^〇111- ?? ?こに下 |1 してゐた。 
次いで、 暫定的に 黨 裁判所 長官 ヮ V タァ •ブ ゥフ (Walter Buch) が、 黨の靑 少年 課の 指導 官にな つ 
た。現在のラィヒ靑少年指導者シィラフハは、この時、グルクバァ等と共にヮルタァ\フゥフの下に就 
いた。 シィ ラッハ が 編輯した 雜誌 「ド ィツの 未來 J (Die Deutsche zukunft) —— 現在では 「意志と 權 力」 
(wille und Macht ) となつ てゐる I は， 當時旣 に 青少年 組 嫌の 指導 雑誌で あつた。 



一九二 八， 41 •ぶ 後は、 アルフレ*' ト • & ォゼン ベルクが ナチ ス靑 少年 運動に 助力した。 當 時の 問題は 
各地に 組織せられ た 多數 の團體 を、 如何にして 統一す るかと いふ ことで あつた。 

| 九 三 〇，#* ヒ トラ 1 自身が S A . の 最高指導者に なつた 時、 ナチ ス靑 少年 組織は S A に 結合され た。 
クルト •グル ウパア は 健康を 害ね て 引退した。 一九 三 一年 十月 三十日。 バル ドク ル •フォン •シ イラ" 
ハ (B 匕 dur von schirach ) が、 SA の 群 指導者 ( 〇 3111}〇11 5 11310の地位を兼ねて、黨のライヒ靑少年 
指導者 (Reichsjugelldnihrer dcr NSDAl o R ^ o ^ ' 

( イ) 迫害の 時代 ’ 

一九 三 〇 年、 政府の 命令に 違反し ゲ "ル サイ ユ條 約に 反對 したため、 シイ ラッハ は ケルン (F c ' s ) 監 
獄に投 ぜられ た。 然し 判決 宣吿 後に 放免され た。 彼は 先づ ミュンヘン 次いで ダラ アツ ( OSN) *lc 行き 

乙の 地の 學生 團體を 指導した。 

{ □ ) グレ 工ナア (Greener) にょる H J の 禁止 

ヒ トラ— は SA が 禁止され ると 共に、 これに 附陡 してゐ る HJ も 禁止され るのを 防 r ため、 シイ ラソ 
、ノと 謀つ て SA と H Jとを分離する 2. とにした。然しグレヱナアはs A をもHJ : l: も禁 ih した。從つ 
て ナ ふ，ス靑少年運動は制服もなく徽章もなく、僞裝して運動を績けることになつた0當時の：5了は靑 

第一 編 ナチ ス イツの 教育 政策 四 七 
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い船乘帽、白い襯衣、褐色の上衣か普通服を着て、盜賊團の如き有樣でドィッ中を廻つた"然し、乙の 
時期に こそ、 運動の 最良の 人的 要素を 得た。 不斷の 危險の 中に、 家宅捜索と 拘留と に 脅か 3 れつつ、 

•ホ ヶ ブトに ビス トルを 忍ばせて、 運動が 績 けられた。 

當時 ナチ ス靑 少年 組織の 參加員 は 約 三千 五 百 人に 達し、 應募 者數は 日毎に 增 加した。 又、 ミュンヘン 
の ホテル 「帝 國の鸾 」 (Der Rcichsadlcr ) の 最上 階 全部を 運動の ため 使用す る ことが 出來た 
(ハ) グレ ゴォ》 •シュ トラ サァ (Gregor strasscr ) との 對立 

ナチス 靑 少年 運動が ホテル 「帝 國の鷲 」 を 使用す る やぅに なつた 時、 同じ ホテルに 組織 部の 一 事務 
所を置いてゐたグレゴォル鲁シュトラサァと靑少年との關係が險惡になつたロシィラッハは己の問題を 
ヒ トラ-に 諮つ た" シィ ラブハは ドィッ 各地からの 情報を 得て、 當時權 力を 振つ て ゐたシ ュト ラサ ァの 
惡評を 知^'、 又 本能 的に シュ トラ サァの 性格が 賴み 難き ものであると 威 じて ゐ た。 ナ手 ス靑 少年 組織 
文 ヒ トラ.- •ユ I ゲントた るべ く、 シュ トラ サァ •ユ I ゲントた るべき ではな かつた。、 

ご|) •ホッダムに於けるラィヒ靑少年日 9 2 . 0 1 : 1 § 2 泛 5 

一九 三 〇 年から 三 一年に かけて、 ナチ ス靑 少年 運動は 資金の 缺乏に 最も 惱んだ 。然し 一九 三 ニ 年 十 
月ニ日に文、十萬人以上の靑少年が.ホッダムに集合し、七時間半に亘つてヒトラ1の前を行進した。 



V 



乙の集合は黨の最初のライヒ靑少年日であつ犮。 

(ホ) ドイツ靑年同盟委員會(112 0* 11331爱<:1155€1<^ユ|<:113.1兵3<1<<: 3- 2 0. 0の占領 

ナチスが政權を獲得した後*シイラプハは、べルリンのアルゼンシユトラアセ(>ー沒3这3386)に在つた 
ドイツ 靑年 同盟 委員 會を 占領した。 この 委員 會は ブロ イセ ンの 將軍フ ォクト ( < 〇&0 !: 戴いて、 トイ 
ツ靑 少年の 大同 團結を 計つ て， Q たもので ある。 フォ クト將 軍は 事態の 必然性を 認識して、 H J の 指導 
こ參加 した。 ドイツ 靑 少年 同盟 委員 會 は、 ドイツの 各 靑年團 體の强 みと 指導 的 人物と を 知る ための *!. 〉 
富な 材^ ■を 提供した。 かくては H J は、 フォン •トゥ 口 オタ ア 提督 ( > CL ヨー i<§ H rotha) を 長と する 
「k K 丨ツ靑 年 同盟」 (ncr Grossdeutschc Jugendbund) と 折衝す る ことになると 同時に トイ ツ靑年 
宿泊祈同盟 9 2. <:115<0 3- 311ユ ?> 与 <12 ^ <:11<1 , = 5301116 3- {^ 0 , 9 3)を併せた。 

(へ) ドイツ 國靑 少年 指導者 (Jugendfuhrcr dcs Dcutschen Reiches ) 

一九 三 三年 七月 中旬、 パルド ウル •フ ♦ン*シイラプハはドイツ國靑少年指導に任命せられ、同時に 
任務 遂行の ため 各地に 委託 者を 任命す る權 限を 得た。 又、 内務大臣 フリックが 靑 少年 問題を 後見す る 
乙と になつ た。 

シイ ラブハは 第一の 鬼 置と して 大ド イツ 靑 少年 同盟を 解散せ しめた。 フォン •トゥ ロ ォタ ア 提督は 海軍 
第一 繼 ナチ K •ドイツの 敎宵致 策 / 0 九 
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ヒ トラ 丨 •ユ丨 ゲント 名 春 指導者に 任ぜられた。 鐵兜團 ( stahlhelm ) が S A に 合併せられ た 如く、 鐵 
兜團の 靑年袓 織た る 「シャルンホルスト」 ( cn s - ihorst ) が H J ic 合併 せられた。 その他 諸 小團體 は 何 
等の困難もなく^|了に合併せられた。マルクス主義的靑年團趙は、ドィツ靑年同盟委員會が占領 3 れ 
た時に禁止され犮。かくて、ー九三三年一月三十日に百萬人であつた只了は約三百萬人になつた。然 
るに尙、新敎靑年團とカトリゥク敎靑年團とが只^に對立してゐた。 

(卜)新敎靑年團と{1|1 

一^} 三 三年 末、 ラィヒ 僧正少 クトゥ <プ ヒ •ミュラ ア (Ludwig MU 一一 er ) と HJ 指導者 シィ ラッハ との 

間に、 新敎靑 年團と HJ との 合併が 議 5れ、 次め 協定を 得た。 

(1) 新敎靑 年團は ナチス 國家 にょる ドィツ 靑 年の 統一的 國 家政 策的敎 育を 認め、 HJ を 國家 理念の 
擔者と見る。十八才以下の新敎靑年は55>?に編入される。只了の團員にならない者は、十八才以內で 
は新敎靑年團の團員たることを得ない。(2)陸上競技及び國家政策の敎育は、十八歲迄は1^了に於い 
てのみ行はれる。(3)新敎靑年團の全團員は、52了に從婼するのであるから、只1の制服を着る' 
乙の 協定が 結ばれた 後、 新教 靑年團 は HJ fc 編入せられ た。 

(チ) カトリック 靑年團 と HJ- —— rHJ に 關する 法律」 



| 九 三 三年 以來 、五十 萬 人の 青少年が カトリ， ク敎諸 團體か ら HJ に 移つ た、 然し カトリ" ク敎靑 年 
團その ものは、 尙 暫く、 その 宗敎的 指導者に ょつ て 指導され て ゐた 。然るに 一九 三 六 年 十二月 一日 公 
布の 「珏ユに關する法律」は、その第一條に、ドイツ國內の全ドイツ靑少年が « :に於いて總括せら 
れ る 旨を 規定して、 この 狀態を 改めた。 

「 HJ R 關する 法律」 の 第二 條は 、全 ドイツ 靑少 年が、 家庭 及び 學校以 外では HJ に 於いて、 國民及 
び國民 共同 體に 奉仕すべく、 國 民社會 主義の 精神に 於 S て、 肉體 的に、 精神的に、 道徳的に 敎育 せら 
るべき ことを 規定した。 

第三 條は 、全 ドイツ 靑 少年を 敎育 する 任務は、 ナチ ス黨靑 少年 指導者 (Ro o- tr 'i- s 3 dr cf hrerderNS 
DAP .) に 委任せられ る 乙と、 從つて ナチ ス黨靑 少年 指導者は 「ドイツ 國靑 少年 指導者」 (Jesendruhrcr 
des Deutschen 11 2. <:1^)たること、彼はべルリンに本部を有し\」、最高國家官廳の一地位を占め、總 
統に 直腸す る ことを 規定した。 

第 四條は 、當 法律の 遂行 及び 補 全の 爲めに 必要な 法令 並びに 一般的な 行政 規定は、 總統が これを 發 
令す る ことを 規定した。 

( II) H J の 組織 

第一 編 ナチ ス •*-. イツの 敎 育 政策 五一 
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-ヒ トラ.- •ユ - ゲント (Hitler —Jugend. HJO /: (十四 歲 十八 歲) 

ドィツ 小 國民部 (Deutsches Jungvolk . DJ .) (十歲 十四 歲) 

ヒ トラ— •ユ丨 ケント ドィツ 女子 靑年圑 (Bund deutschcr M ul del. BDM0: •(十四 歲丨 二十 一歲) 

少女 團 (Jungmsdel. JM.) (十歲 十四 歲) 

52-の地域的區分としては、東部北部中央部南部西部の五大管區(0 0* 0 ^ 备 ?5- ごがぁ6、大管區は四 
乃至 五の 管區 (Gebiet) に、 管 區は三 乃至 五の 大區 ( of ) に、 大區は 六の 區 (01) に、 區は數 
個の 小區 (Stamm) に、 小 區は數 個の 從班 (£ t 1 こに、 從班は 數 個の 群 (^^ミ) に、 群は 數個 

の 僚友 團 ocameradschaft) に 分れて ゐ る。 次に HJ、 DJ、 BQM、 J 'M の區 分を 圖示 する。 



Obergebiet 
約 750000 人 



1 Gauverband 
I 約 750000 人 




Kamerad- Jungenschaft 

schaft 

約 10 人 約 10 人 

HJ DJ 

(14 才 -18 才） （10 才 -14 才） 



Miidelschaft 丨 Jungmiuiel- : 
schaft 

約 10 人' | 約 10 人」 

BDM JM 

(14 才 -21 才） （10 才 -14 才） 
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« • * , 

(三) H J の 指導 

H J の最 j 商 指導者は 總統 にょ 6 ラィヒ 靑 少年 指導者 (Reichsjugcndfuhrer) ic 任命され た バル ドウ 
^•フォンァゾィラフハである。ラィヒ靑少年指導本部はべルリンに在つて、總統に直婼する。本部の組 
織は 次圖の 如くで ある。 
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また 各地 區 指導者を 養成す るた め 指導者 學校 (p c: f 努 一 £ fr ) が 在つ て、 一九 三 五 年度には、 男女 •合 
計 六十 五の 指導者 學校が 全國に 設けられた。 指導者 學校 は、 ( 一 ) 後繼 指導者を 養成し、 (ニ) 現役の 指 
導者に新知識を供給する。敎育課程は、現在は短期講習であるが、長期講習が望まれてゐる。卽ちシ 
イラ ッハに ょれば、 管區 ( Gebiet ) の 指導者 學校 課程は 約 三 ヶ月、 ライヒ 靑年 指導者 學 校と ライヒ 女子 
靑年 指導者 學 校との 課程は 約 六 ヶ月から 一年 ^ でに 延長すべき である。 靑年 指導者は 優秀な 歴史的 政 
治 的 民族 生物 學的 知識を 持つ 外に、 充分な 肉® 訓練を 受けなければ ならない。. 指導者 學 校の 敎 育の 目 
的は、 若き 指導者 又は 後に 指導者た るべ さ 者に、 ナチス 世界 觀 を 趙得 して ゐる ことから 來る 平靜な る 
優越威を與へることに在る、と。 

{四) H J と 家庭 

家庭と 學 校と HJ とは、靑年の正しき發達のために協カすべき三つのカとされる。 H J は家庭生活 
と兩 親の 敎育 作業と を 妨害すべき ではなく、 家庭は HJ の 行事に 容 哚 すべさでは ない。 然し 靑 少年 指 
導 者は 家庭と 密接な 關係を 保つべき で、 家庭の 信任 者た るべき である。 故に 一週間の ぅち 

土曜日を 「國 家靑年 日」 ( staatsjugendtag )、 水曜日の 夜を 「H J 團樂の 夕」 (Heimabend der HJ) と 
して 珏1に、日曜日を家庭に、殘る五遇日を學校に割當てた。 



「國家靑年日」は « 3の日であ6、靑年達は學校からもエ場からも解放 $ れて、各種のスポ丨ツ ' 
團隊 行進、 遠足、 キャン ビング 等を する。 rHJ の 團樂の 夕」 は 敎育 に當て られ 、物語、 童話劇、 合唱、 
音樂 、映畫 等が 催されて、 己の 間に 民族 學 、ドイツ 史 、地理 學 等の 適 営な 指導が なされる。 H J の敎 
育に 就 s ては 後に も觸れ る。 . 

(五)53びと黨 

H J はナ 手ス 黨の附 屬團體 である。 十歲 乃至 十二 a に •して ドイツ 小國民 部に 入り、 十八 歲に 至る 迄 
H J に屬 した 者は、 長期の 試練に 堪 へた 者と して、 ナチ ス黨 からは 信じ 得べき 闘士と 見られる" 從つ 
て、利己的目的から入營する獅子身中の虫にょつて黨の基礎を蝕1れぬため、黨は丑了の中から黨員 
を採用す，る。然し、總ての珏了がその噯、黨員に編入されるわけではなく、少年時代から只了として 
不断に 運動の 義務を 果 した 者に のみ、 入黨の 門が 開かれる。， 

黨と 1^>-8との間には密接な協カ組織がある。珏了の最高指導部とライヒ指導機關との關係，只3の 
管區 ( Gebieo 指導部と 黨區 ( Gau ) 指導 機關 との 關係 は、 運動を 促進し、 强化 するとい ふ 共通 意志に 
貫かれてゐる o 卽ち、政治的指導者はー名の適當な H J 指導者を副官とする義務がある(ライ博士の 
指令)。乙れは大部分の51!了指導者に、 « 了のための活動期間中に、政治的指導官の義務範圍を知らし 
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める と共に、 政治的 指導 機關 の後繼 者を 確保す る意圖 にょる。 かくて 多數の HJ 指導者は -% 政治的 指 
導 者の 下に 一年間 勤務し、 H 了以外の運動分野と緊密な接觸を保つ。又、農民指導者ヮルタア*ダレ 
(R. WalterDarr 6 ) R ょつ て 設けられた HJ 指導の ための 敎育 期間は、 ライヒ 食糧 同盟 (Reichl>r- 
stand) の 組織を 紹介し、 ナチ ス 農業 政策の 意味を 明らかにする。 

(六) ライ 匕靑 少年 指導 
(イ) ライヒ 職業 競爭 (Reichsbcrufswettkampf) 

最初の ライヒ 職業 競爭 は、 一九 三 四 年、 HJ と ドイツ 勞働戰 線 (^人ド：^との協カ下に行はれた。 
この 制度は、 H J の 約 八 〇％が職業生活者ヤあると己ろから、勞働尊重と職業に對して持つべき矜持 
とを養ふと同時に、職業指導をも果 3 んとすみものである。をの方法は、一定時期を限つて、全國の 
靑年勞働者が提出する理論的又は實務的業績を地區殊に比較し、各地區の最良者をべルリンに呼び寄 
せて決勝戰を行はしめ、優勝者にはヒトラ丨が謁見を許すのである。ライヒ職業競爭は單に靑年勞働 
者に關する制度ではなく、競爭の結果は、靑年勞働者の職業敎育に注意 4: 拂はない企業者の存在 |: 明 
ら か ^ する。 ドイツ 勞锄戰 線が、 か V る 企業者から 職工 養成の 權利を 取上げた こと も あつた。 
cn ) ライヒ 學生 file 績我爭 へ Reichsleistungswettkampf der studenten) 




靑年勞働者に對してライヒ職喋競爭が設けられた如く、學生のためにはライヒ學生成紐躱爭が設け 
られ た。 その 目的は 學生に 日頃の 硏究の 結果を 發表 せしめ、 全 ドイツの 靑年學 徒の 統一 結合に 具趙的 
な 形式を 與 へょぅと する ものである。 

ライ k 學生 成績 競爭の 制度は、 一九 三 五 年 八月、 ライヒ 靑 少年 指導部の 社會 部と ドイツ 勞働戰 線の 
靑年 部と ナチ ス 學生團 との 間に 協定が 行は れ 、職業 競爭の 一部と して 學校 成績 競爭を 行 ふこと、 實際 
的 技術的に 見れば 兩競爭 は各自獨立の催しではぁるが、制度としては一っのものに屬する部分でぁる 
ことが 決定され た。 ' 

ライヒ 學校 成績 競爭に は、 一九 三 五 年に 專門學 校が 參 加し、 I 九 三 六 年からは 全 大學も 加は る こと 
になった。 

1九三五年十ニ月に催5れたライヒ學校成績競爭には、(1)ドイツ村落、(ニ)職業の統ー、(三學 
問 及び 藝 術に 對す るユ ダヤ 人の 勢力、 (四) 文化的 形成 力に 於け る 民族的 理念と いふ 四 問題が 提出され 
た。 學生は 問題 提出 後一 學 期間 硏究に 從 事し. •一九 三 六 年 三月 二十 五日爻 でに 硏究を 提出し、 各地 方 
にょっ て 十人內 外の 優秀 成績 者が ベルリンへ 送られて、 ヒ トラ 1 の 親閱を 許された。 

學生 成績 競 爭の實 行 委員 會 ic は學 生成 績競爭 指導者が 當 6、 考査 委員 會には ライヒ 文部省、 ナチス 
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學 生團、 HJ 、 ドィツ 勞働戰 線の 各 代表者が 當 6、 ナチ ス •ドィツの 第一線に 活躍す る 敎育的 諸 要素 
の 全 方面から 考査す る。 

第 九 章 田園 靑年 

ザ • 

( I ) 田園 學年 (Das Landjahr ) 設立の 意義 

「血と地」とを世界觀の根本にしてゐるナチスは、十九世紀の目覺ましい科學文明物質文明の繁榮 
の 結果、 都市 文化が 隆盛を 來た し、 工場 都市が 膨脹し、 地方 農村が 從糜 的な ものに な 6、 人々 の 生活 
意識から 鄕土 愛が 奪 a 去られ、 そのために 民族を 內的に 分裂 5 せる やぅな 個人主義 物質主義 功利主義 
等が 害毒を 流す やぅに なつた と 見て、 「地の 政策」 から 出た 鄕土 尊重 農村 尊重 主義を 取つ た。 敎育 上に 
現れた 地の 政策と 見るべき ものには、 (1) 農村に 於け る敎員 養成 機關の 新設、 (2) 大 學農學 部の 改革、 
(3 ) 學生 宿泊所の 設置 • (4) 農村を 背景と する 靑 少年 敎育 (ヒ トラ！ ユ I ゲント 等を 通じて)、 (5) 
鄕土 科の 重視 等が ある。 田園 學 年の 制度は その 最も 端的な 現れで ある。 

( I 一) ブ □ィ センの 田園 學年 制度 



田園學年の制度が公の規定として現はれたのは、ー九三四年一月のブロィセンの法令でぁるこの 
法令に ょると、 田園 學 年の 制度は、 「小學 校 八ヶ年 終了の 直後 九 ヶ月 間、 大都市の 兒童 4: 地方 農村の 
宿 白 ^ へ 送つ て、 祖國と 同胞と への 愛着 心を 養 ひ、 健全な 階級と して 農村 勞働 者が 國 民に 對して 持つ 
價値を 納得せ しめる」 目的の もので あり* 實 際の 農園 勞 働と 體育 とが ブロ グラムの 中心を なして， ゐる j 

(三) 田園 學 年の 副次的 意義 

田園 學 年の 制度は、 最初は ナ手ス の 民族的 敎育 政策から 出た 試みで あつたが、 後 次第に その 效果が 
認められる と共に、 當 局の 大きな 惱みの 一つで あつた 失業 救濟 、從 つて 上級 學 校への 入學 緩和 策の 應 
急 措置の 一つと しての 副次的 意義を 加へ i この 點 、田園 學 年の 制度は 勞働 奉仕 團の 制度に 似て 
ゐる 0 

(四) 田圍睪 年の 各 年度 方针 

田園 學 年の 制度は 各 年度 毎に その 方針が 中央部に 於いて 榭立さ れ る。 一九 三 五 年度の 方針を 見る と 
田園 學年は 四月 一日を 以て 始 -¢ 6， 前年度ょ 6 も 七 割 五分の 多 人數を 參加 せしめ 全體で 三 ^ 一 -- / 
が各派遣地へ分遣される己とになつてゐる。 

(五) 費用の 支辨 方法 
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田園 學 年の 費用は、 人件費を 州が、 物件費を 學校 聯盟 (# ぎ 1VIC) が、 その他を 11 家が 負擔す 
る 0 

(六) 指導 組織、 指導者 及び 補助 者 

田園 學 年の 最高 指導 權限は 文部省 内の 田園 學年局 ( r e s . ' E - s s ' ^ gs c . csl'ieicllinislcriuno ic M 
かれ、各州に特別貴任 ^' が任命5れてゐる。指導者及び補助員は、あらゆる職業からの自由應募にょ 
6 採用され、 特殊な 指導 課程を 敎 へられる。 

(七) 田圔畢 年の 實際 

田園 學年に 於いては、 田園 勞働實 驾を主とし、その間に諸敎科が授けられ、特に民族學、觀土學、 
政治、地理、歷史等の學科は各地方と關係づけて具體的に取扱はれ、禮拜、祈_等の宗敎儀式から歌 
謠 ダンス 等の 娛樂を も 共に し、 常に 嚴 格な 規律のぅ ちに 起臥して、 その 間に 共同 體的 僚友 精神を 養は 
せる。又、多分に軍隊式敎養の意味もあつて、田園學年當時者の言には、「田園學年の終6に、乙れに 
加入した 少年が、 敎 室、 家事、 勞働 奉仕 及び 地方 的 競技に 於いて、 小 分隊を 指導す る ことを 學び 、更 
に、 戰場 に 於け る堅實 確固なる 態度を 學び 、戰 場に 在つ て 自由に 話し、 且つ ドィツ 的 命令を 與 へる こ 
とを 修了す るなら は、 初めて 田園 學年に 於 S て 少年を 敎 育した と 云 ひ 得る」 と ある。 
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第一章 ナチ ス 文化 政策 槪觀 

* • 

一 I ) 國民 社會 主義とは 何 か 

ナ手ス の 文化 政策を 硏究 する ためには、 ナチ スの 文化 觀を 知る 必要が ある。 ナふ 'スの 文化 觀を 知る 
ためには、國民社會主義とは何かを見なければならない。故に、簡單な問答の形式を利用して、國民 
社會 主義の 輪廊を 描く 乙と にす る。 • 

〇 國 民社會 主義の 根本 律は どぅ い ふ もの か。 

—— 一般 事を 私事の 上に 置け。 

〇國 民社會 主義は 何を 欲する か。' . 

—— 國民社會主義は、誠實に活動し勞働しょぅとする緦てのドィツ人の共同體を建設しょぅと努 
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力す る。 

〇 各人は 國民 共同 體に對 して 如何なる 義務が あるか。 

各 ドイツ人 は、 全力を 擧げて 國民 のために 盡し 、何よりも 國 民を 愛すべき 義務が ある。 

〇 ドイツ 國民 同胞とは 誰か。 

ドイツの 血を 持ち、 ドイツ 國 民と ドイツ 國民 精神と に 一身を 捧げる ドイツ人の みが、 ドイツ 

國民 同胞た 6 得る。 

〇 何故 國 民社會 主義者は 勞働黨 と稱 する か" 

國民 社 # 主義者は 總て勞 働す る 者の 結合を 欲し、 拳を 以てする にしろ 頭腦を 以てする にしろ 

勞働 する 者の總 てを 等しく 金の 桎梏から 解放し、 勞 働に 新たなる よ 6 高い 意味を 與 へよぅと 欲す 
るからで ある。 

〇 何故 國 民社會 主義者は 國民 主義を 標榜す るか。 

國 民社會 主義者は 全 情熱を 傾けて、 ドイツ 國民を 自由に， 強大に、 健康に、 獨立に 維持し よ 

ぅとす るからで ある。 

〇 何故 國 民社會 主義者は 社會 主義を 標榜す るか。 



—— 國民社 # 主義者は各國民同胞のために勞働とパンとを持つ權利を戰ひ取らぅと欲し、誠實に 
國民 共同 體 のために 働く 各 ドィツ人が 勞 働と パンと に 對して 神聖な 要求 權を 持つ ことを 確信す る 
からで ある。 

〇 國民 主義と 社會 主義と いふ 槪念 は、 矛盾では ないか。 

否。 最も 貧窮した 國民 同胞の 權利 のために 盡す時 こそ 眞の國 民 主義者で あ 6、 國民が 强く健 
康になる乙とを欲する時のみ社會主義者である。社會主義は國內生活に對する根本紀律であ6、 
國民 主義は 國外に 對 する 根本 紀律で ある。 

〇 「社 會 主義 的」 と 「社會 的」 との 間に 差異が あるか。 

—— ある。 この 兩槪 念は ニつ の 異なる 世界 觀の 表現で ある。 社會 的とは、 國民 同胞が 勞 働と パン 
とを 持つ 權利を 施設に ょつ て 滿足さ せ 得る と 信ずる 自由主義の 常套語で ある。 社會 主義者は 各國 
民 同胞に 勞 働と パンと を 得る 權 利を 認める が、 己れ は 社會 主義者の 正義感に 愜ふ からで ある。 
〇勞 働黨 は國民 的で あ 6 得る か。 

—— 勞慟黨 は國民 的で なければ ならない。 國民が 健全で ある 時の み、 勞働 者は 生きる ことが 出來 
る。 全身が 死滅す る 時、 各肢體 ;± 死ななければ ならな 全身が 健全で ある 時の み、 各肢髖 は 健 
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全になる。 

〇國民社會主義は階級鬪爭を否定するか？ 

—— 國 民社會 主義は、 階級 圃爭を 最も 重い 犯罪と 見る。 階級 闘爭 は國 民を 劇しく 相 爭ふニ 群に 分 
ち、 內政 的に も 外 政 的に も國 民を 完全に 萎縮せ しめる。 

〇國 民社會 主義 的國 家とは 如何なる もの か。 

— I 國 民社會 主義 國 家とは、 公私の 生活に 於いて、 いつ 如何なる 所に 於 s て も、 一般の 福祉は 個 
人の 福祉に 優先 するとい ふ 根本 則を 信奉す る。 誠實に 働く 國民 同胞 總ての 運命的 結合で ある。 
〇國 民社會 主義者は 反 セム 主義者 か。 

—— 國民社會主義者はュダャ人を、國家內に一國家を形成し、誠實に働くドィッ人の勞働のみに 
よつ て 生きる が、 自らは 國 民の 生活 鬪爭に 力を 併せて 戰は うとし ない、 ドイツ 國民內 の 異體と 見 
る 0 



〇 國 民社會 主義者は 戰爭を 欲する か。 

—— 否。 世界の 全國 家との 平和を 欲する。 然し、 失業 克服の ための 活動を 阻止され ない こと、 全 
國民 同胞の 勞 働と パンと を 得る 權利 のために 戰ふ 2. とを 欲する。 







〇 何故 國 民社會 主義者は 議會 主義と 戰ふ か。 

—— 議會 主義は 無責任な 組織で あ 6、諸國民は投票にょつて決して艱難から救ひ出され得ないか 
ら である。 國 民社會 主義者は 指導者 原理に 歸依 する。 

〇國 民社會 主義者の 第一の 敵は 誰か。 

—— 國際 資本主義 である。 卽 ち、 國民 共同體 のた めを 思は ず、 おのれの 懷のみ を 心配す る國 際資 
本 主義 利益 團體の 手に 權カが 握られて ゐる やぅな 國家 形式と 經濟 形式と である。 

〇；丨 利子 奴 隸制廢 止」 なる 要求は 何を 意味す るか。 

—— 國際金融資本の支配を除き、ドィツ國民を財政の桎梏から救ひ出 5 ぅといふ乙とである。 

〇 國 民社會 主義者は 誰の 利益を 代表す るか。 

—— 國民社會主義者は一般に特殊利益を代表しない。農民とか勞働者と"市民とかの特殊階級の 
ためを 計る のでは ない。 國 民社會 主義者は、 國民 全體が 上昇す る 時の み、 農民 も 市民 も 勞働者 も 
生き 且つ 前進す る ことが 出來 ると 信ずる。 

〇國民社會主義者は平和主義か。 

—— 平和主義とは 瞳 病の 表現に 過ぎない。 平和主義者は、 他人の 擁護を 自分に 要求す るが、 臆病 
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のために 自分自身を 擁護す る ことが 出來 ない。 平和 蠢と は、 國 民の 意志を 喪失せ しめ 偉ナな 
る 行爲を なすこと が 出來 ないやぅ にしよぅと 試みる 國際大 資本の 發明 に過ぎない - 
〇 誰が 國 民社會 主義者と 稱し 得る か。 

正當に 國 民社會 主義者と 稱し 得る 者は、 最大の 犧牲を 引受け、 國 民の 上昇を 最も 熱烈に 信じ， 

全カを擧げて一般のために働き、隣人のためにも自己のためにも身を挺 *1- る乙とを覺悟してゐる 

者の みで ある。 

こ、 に擧 げた 二十の 問答は、 勿論、 國 民社會 主義の 全體と 細部と を 云 a 盡し たもので はない が、 こ 
れ によつ て國 民社會 主義の 輪 f 知る ことは 出來 る。 乙れ を豫備 知識に して、 次に、 ナチ スの 文化 政 
策を、 理論に 實際を 照し 合せながら 見て 行く。 

(ニ) 文化 政策 
(ィ) 文化 政策の 目標 

ナチス，文化政策の目標は文化でばなく生活であると云はれてゐる0卽ち、文化政策は應用文化學で， 
あつて、民族生理學と文化生理學とが見出す文化的生活の諸法則を應用すべきものである。交化政策 
の 任務は、 人間の 能動的 適應 性を 導？、 それによ つて 超 個人的な 生活 ( 卽ち國 民の 生活) の 維持 外 



能性を高めることにある。 

(ロ) 文化財の 問題 

文化 政策の 目標が 國民 生活に あると すれば •如何なる 文化財を 促進し、 如何なる 文化財を 排擊 すべ 
きかが 問題になる。 然し、 生活と s ふ ものを 判斷の 標準に すれば、 促進せ しむべき ものは 健全な 即ち 
生活を 維持す る 文化財で あり、 排擊 すべさ ものは、 病的な 即ち 生活に 危険な 文化財で ある。 かの 世界 
を 憤激せ しめた 焚書 事件 や、 ユダャ 人の 科 學者藝 術 家の 追放は、 乙の 理論に 從つ たもので ある。 

(ハ) 價値 標準の 問題 

個々 人の 幸 不幸は 個人的な 價値 標準で ある。 個々 人の 生活は 誕 性と 死との 間の 短時間に 限られて ゐ 
るから、 個人的 賈直 標準は 一時的な ものである。 更に、 個々 人は 各自 異なる ものであるから、 個人的 
價値 標準は 統一的で ない。 文化 政策の 領域で 最も 情熱 的な 議論が 行は n るのは、 各人が 文化の 價値を 
常に 個人的に 解釋 する からで ある。 然し、 個人的な 偷理は 萬 人には 適用し ないし、 輿論が 統一し ない 
國家 は、 國民 生活の 調和を 缺く ばか- ^ でな く、 政治的 獨立 性を も ^ かされる 危險が ある" ドイッの 指 
導 原理は 國 民社會 主義で あるから、 全國 民の 思想 行動は、 國 民社會 主義 的に 統一され なければ ならな 
い。 宣傳 省と ライヒ 文化 評議 會と は、 國 民の 思想を 統一す る機關 である。 

第二 $ ナチ ス *ド イッの 文化 政策 六 九 
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(ニ)， 宗敎の 問題 • . 

世界の 大宗 敎 は、 永遠の 生と いふ 思想と 利己心の 克服と いふ 思想と では、 孰れ も 共通の 考へ 方を 持 
つて. Q る。 然し，、 どの 宗敎も 同じ 誤謬を 犯して、 永遠の 生を、 彼岸と いふ 理解の 出 來ない 場處 での 個 
令 人の 無限の 生と し、 自己を 滅却した 利己的で ない 生活を 民衆 中での 非 個人的 生活と して 追求した。 
彼岸といふものを人間生活の準繩にすれば、そのために此岸の現贲生活が害はれる。又、民衆は生活 
の 敵で ある 利己心を 克服す る ことが 出來 ない。 從つて 、永久 的 生活の 維持と いふ 問題に 向つ ては、 敎 
會の信 條もマ ルクス 主義 も 役に立た 衣い。 この 理論は、 ドィッに 於け る マルクス主義 思想を 一掃して 
階級 鬪爭 思想を 根據 とする 勞働 組合を 破壊し、 敎會 との 間には 今 も 文化 闘爭を 績けて ゐ る。 

* (水) 此岸と 利己心との 問題 

國 民社會 主義は 生活法 則に 從つた 世界 觀 であるから、 永遠の 生 及び 利己心の 問題を、 宗敎 とは 別個 
に解釋する。即ち、人間生活が此岸で永遠に續くことは可能であるばか6でなく、個人の永遠の生と 
S ふ 要求を 抛つ て、 生活の 擔 CA 手は 個人の 死滅 後に も 他の 無數の 個人に 於いて 存績 して 行くべき であ 
ると S ふこと 以外を 望まな S 。 これが 生活法 則に 從ふ 現實 的な 考へ 方で ある。 從つ て、 個人は 個人が 
生きる 短 い時間內で、利己心のなすべさ乙と、即ち、「偉大なる永遠」のための、惡者に對する善者 



の 健全なる 戰を 盛んなら しめ、 しかも、 善惡 を小さな個人的尺度で測らない。乙の意味に於いて、國 
民社會 主義は 利己心を 排斥し な S 。 この 理論は、 國內に 於いては 新しい 生活 意識を 育てて ゐる かも 知 
れ ない が、 對 外的には、 ドイツ 精神の 孤立、 新異敎 主義、 國 家的尤 ゴイズ ム 等の 非難を 招いて ゐ る。 

(へ) 生物 學的 文化 政策 

ナチ スは 此岸に 執着す る。 淀に 對して も、 それに 從へば 此岸の 生が 得られる かと 問 ひ、 それに 從へ 
ば 彼岸に 行ける かとは 問は ない。 この 態度は、 生物 學的 文化 政策を 採らせる もので、 生物 學的 倫理を 
正しく 解畢 し、 幾 代に も亘 つて 生き 得る ものの みを 促進す る。 故に、 ナ. キ * スの 文化 政策は、 個人的 立 
場を 重要視し な S し、 身分、 階級、 團體 等の 特殊 利益を 代表し ない。 唯、 ドイツ 國民 生活の 現 實的高 
上發展 を 圖る のみで ある。 文化 政策は、 結局、 人間 經濟學 とも 稱す ベく、 生命を 持つ ものの 家政で あ 
る。 一言で 云へ ば、 文化 政策は 民族 衞生學 と 完全に 一致す る 。人間の 生命力を 維持し 培養す るた めに 
文 先づ 人間を 知る ことが 必要で あ 6、人間を知るためには、人間の遺傳的諸價値を問はなければなら 
な S 。 この 理論の 實際 化は、 ユダヤ 人 排斥と アー リア 人種 讚美と に 現れて ゐ る。 

(三) 文化 政策 實施 方法 

文化政策の實施方法は、宣傳政策と統制政策とにニ大別する己とが出來る。統制政策は文化政策の 
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消極 面で、 反 ナチ スの 印刷物を 檢閱 して 制限 又は 禁止を 行 ふ。 宣傳 政策は 文化 政策の 積極 面で、 ナチ 
スの 思想 藝術 等を 廣く內 外に 鼓吹す る。 文化 政策の 目的は 單一 輿論の 形成に ある。 

(イ . 統制政策 ， 

(1) 反 ナチ ス的 書籍 及び 出版物の 統制 

國 民社會 主義 文 學檢閱 委員 會は 、宣傳 省 又は 黨の 精神的 思想 敎育 策を 檢 討すべく 任命され た ナチ ス 
黨 各機關 等と 密接な 聯絡を 取つ て、 各種 出版物の 檢閱を 行 ふ。 出版 販賣を 許可され る 書籍 及び パンフ 
レットは、 この 委員 會をパ スし たものに 限 6 、 國 民社會 主義 檢定濟 と 銘打たれな ければ ならない。 その 
他に、 ドイツ 文獻 振興の ための 國家 局へ Rcichsstellc zur F 6 rdcrung dcs Deutschcu SchrifUums e. V.) 
と、 アルフ レット •口才 ゼンべ ル グ 主宰 下の 「文 獻獎勵 のた めの 主 局」 (KauptstellcfTir schrifttums— 
pnege) とが、 圖 書の 出版 販賣を 監督して ゐ る。 ドイツ 文獻 振興の ための 國家 局は、 一九 三 三年 六月 一 
日べ ル リンに 設けられた 。ドイツの 全文 獻 を 吟味して、 ナチ スの 目的から 見て 推薦す る價 値の ある も 
のを 獎勵 する 外、 月刊雑誌 「圖書 解題」 (Die Bacherkunde) を 發 行し、 「文 獻獎勵 のた めの 主 局.」 の 
監督を 受ける。 - 

(2) 反 ナチ ス 新聞の 發行 禁止 



反 ナチ ス 新聞の 發行 禁止と、 その後の ドイツ 新聞の 國家 統制とは、 後 章 「新聞 政策」 を 見られたい.' 

( 3 ) 科學學 術の 領域からの ユダヤ 人 追放 . 

ナチスのユダヤ人政策 ^ 就いては、調査部ニ課編「獨伊の猶太人政策」を一讀3れたい。ナ手スの 
ユダヤ人 排斥に 就いては ナチ ス側 から 種々 なる 理由が 擧げら れて ゐるヵ、先つ經濟的理由を見なけれ 
ばなら ない。 政 權 獲得 前の ナチ スの 中小 商工業者 や勞働 者を 收攬 する ために、 無職 及び 不勞 所得の 禁 
止、 利子 奴隸 制の 打破、 トラスト 經營 企業の 國營 化、 大企業よ 6 生ずる 利益の 分配 等の スロ丨 ガンを 
並べ立てた。 事實に 徵して も、 ナチス を 熱烈に 支持す る 者は 中小 商工業者に 多く、 突擊隊 の 大部分は 
彼等よ. 〇 成つ て ゐ たので ある。 從つ て、 百貨店、 大 商店、 高利 貸 等に 對 する 小市民の 惽惡は 、乙れ ら 
商店の 經營 者が 大部分 ユダヤ人で あると ころから 、ユダヤ人 排斥運動と なつて 現れて 來た 。然るに ナ 
チス は大 資本の 味方で あるから、 經濟 方面には 手を 觸 n ず、 文化 面の ユダヤ人 (官吏、 辯謹士 、醫 者、 
藝術家等)を彈壓する政策を採つて、中小商エ業者の憤激を鎭めよぅとしたのである。然し、ユダヤ 
人を 排斥す る ことは ドイツの 文化 運動を 沈 退せ しめたから、 ドイツ 一流の ォー ケス トラ 指揮者 フルト 
ク玉 ングラ ーは 、全 ドイツの 藝術 家の 名に 於いて、 宣傳 大臣 ゲッベルスに 抗議し、 「藝術 家に とつて 唯 
一の 標準は、 よ s 藝術か 惡い藝 術 かとい ふ 乙と である。 ユダヤ 人 か 否かと いふ ことは、 藝術 家に とつ 
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て 何らの 規準に もな 6 得ない。 從 つて ユダャ人で あるから といつ て、 彼が 眞に よい 藝 術を 持つ 限 6、 
これを排斥する理由は毫もない」と云つや：。結局、ユダャ人はナチス*ドイツに對して組織的に經濟 
的に ボイ コプトを 試みよぅ とする 政策を 採つ て ゐるが 、これが 却つ て ナチ スの ユダャ人 排斥の 火に 油 
を 注 S でゐ る。 

然し、 文化 政策 上 重要な 問題は、 ユダャ 人で ない ドイツ人が 自ら 進んで ドイツ 本國を 去 6、 亡命 地 
に 於 S て 各種の 文化 活動を 行つ てゐ る事實 である。 . . 

( 4 ) 藝術 批評の 禁止 

一九 三 六 年 十一月、 藝術 批評が 禁止され て、 藝術 通信が これに 代つ た。 「批評家」 の 代りに 「藝術 主 
筆」を置き、主筆は少くとも三十歲に達した者に限6、匿名批評は練て禁ずることになつた。 

宣傳 省が 藝術 批評を 禁止した のは、 一九 三 三年 以後、 藝術的 才能を 持たない くせに 政治的 見解 だけ 
は 優秀で あると いふ やぅな 無能 藝術 家が 輩出し、 この 現象に 對して 勇敢な 新聞 ♦か 反對を 唱へ たこと •か 
政治的 論爭 を 惹起せ しめたので、 己れ を 一掃す るた めに 禁止した ので ある。 かくして， 宣傳 省が 藝術 
品な 办と 宣告した ものは 藝術 品で あ 6、 新聞は あらゆる 方法で これを 褒める 義務が ある ことにな つた。 

藝術 批評の 禁止に 關して 、宣傳 相 ゲッベルスは 、「批評」 よ 6 も 「報告」 を 主と し、 優劣を 論ずる よ-. 



6 も奠價 を檢 討せ よと 云つ たが、 この 意味は 極めて 曖昧で ある。 要するに、 批評は 構成 的で あるべ く 
藝術 批評家は 「藝術 品と 民衆との 間の 媒介 者」 たるべき で、 あく爻 で 「奉仕」 に 生きな け n ばなら な 
ぃとぃふ意味は、藝術批評家はナ手ス的藝術品を國民の間に普及させなければならなぃと云ふこと ^ 



(ロ) 宣傳 政策 V 
宣傳 は、 ナチ スが 政權 獲得の ための 闘 爭期以 來 、對內 的には 國 民の 關 心と 信賴 とを 收攒 して 輿論の 
統一を計6、對外的にはドィツ國民の傳統と文化財とヒ誇示して近代技術を紹介し、ドィツを單なる 
好戰國 又は 非 文化 國 として 敵視す る 自由主義 諸 國の反 對宣傳 に對應 する ため、 最も 力を入れて ゐるも 
ので ある。 ヒ トラ ー は、 「宣傳 なる ものは、 武器 以上で もなければ 武器 以下で もない。 もし 宣傳 なる 
ものの 性質を 異に 會 得した 人の 手に かかれば、 實に 恐るべき 武器で ある」 と 云 ひ、 オィゲン •、 ノダモ 
クス キ T (現 ドイツ 放送局 長) は、 r 宣傳は 勢力 獲得への 意志で ある」 と 云つ た。 

右の 趣旨に 基づいて 設立 3れ たのが、 國民 啓蒙 宣傳省 £) (爸}穿 < ||£ぎ兵§ 0. 
?3932§丄己でぁって、國民の胸中に國民社會主義的信念を滲透3せるため、中央に統制された方法 
で、 明快 且つ 廣汎 なブ ログラムを製作し實行してゐる。宣傳省の組織その他具體的な宣溥方策は、調 
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査部ニ 課 編 「獨 逸の 宣傳 組織と その 實 際」 (日本®® 協會發 行) を 參 照され たい。 

(註) 國民 啓荣 宣傳 省の 設立は |九三三年三月十三日の布吿に依る -? 國民に對する精神的感化、《家、文化、及び輕濟の-ための 
官傳 、それにつ いての «内及び國外の公衆の择蒙に關する凡ての任務、及びこれらの目的に奉仕する凡ての制度の行政」は宜 
傳省の菅莩に颶する。 

第二 章 ライヒ 文化 評議 會 

ライヒ 文化 評議 會 ( Reichskulturkammcr ) は、 「ライヒ 文化 評議 會 法」 (一九 三 三年 九月 二十 二日) と 
「ライヒ 文化 評議 會 第一 施行 令」 (一九 三 三年 十月 一日) とを 法的 根據 として 設立され た。 施行 令 第三 
條に、ライヒ文化評議會の目的は、會員の協同に依6、宣傳相の指導の下に、國家及び國民に對する 
責任に 於いて、 ドイツ 文化を 促進し、 文化 業者の 經濟的 社會的 事項を 規律し、 所膨 職業 團體の 事業を 
調整す るに あると 規定 $ れ てゐる やぅに、 ライヒ 文化 評議 會 は、 宣傳 省と 密接な 連絡を 取る ナチ ス文 

化 政策の 實施 機關 である。 

( | ) ライ 匕 文化 評議 會の 組織 

ライヒ 文化 評議 會の味 裁 ( president ) は 宣傳 大臣 (Reichsminister f c: r volksllfk pn rung §d Propa- 



ganda) であ 6、宣傳大臣は黨宣傳部部長である。これは農業大臣(穴 2. 0デ5 5- 泛31^?3孕2兵 
und Illft ) が ライヒ 農 指導者で— 例と 同じく、 同一人物を 仲介に して 黨 指導部と 行政 
組織との連絡の緊密间滑を圖つたのである。 

由歲文ー名又は數名の代理 ^ ^ 一一名ミきこを任命するが‘乙れは副總裁 ^ ー与皆 ^ 一:一一こと呼はれる 
ライヒ文化評議會總裁は、ライヒ文化顧問會(穴 2. さキ £. *ミ30とライヒ文化元老院(ズ 2. <:1-51〇1 7 

tursenat ) とに 助けられる。 

ライヒ 文化 顧問 會 一一 各 評議 會の 套ょ 6 成る 助言 機關 である。 ライヒ 文化 元老院は 各 評 S の會長 
■と ドイツ 文化に 於け る 卓越した 人々 とを 含む 百 五名が 會 員ょり 成り 一 ドイツ 文化 生活の 最高裁 斷機關 
として、 ドイツ 文化が ナチ スの 線に 沿つ て 系統的に 進 步發展 する ことに 責任を 持つ。 

ライヒ 文化 評議 會の 常務は 三人の 事務 主任 ( Gcsch ^ msrlihrer ) にょつ て處理 される J 
ライヒ 文化 評議 會に も、 勿論、 ナチ スの 指導者 原理が 適用せられ るので あつて、 練 裁か 最上の 權威 
と責任とを持つて、各評議會の會長を任命し、總栽の決定は各評議會の決定に對して優先權を持つの 
である。 
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—數 名) 



ラ 



文化 評議 會總 裁.— 



丨 事務 主任 



(三 名) 
(七 名) 

ニ 〇 五名」 



ライヒ 



ラ 



文化 顧問 會 
丨 文化 元老院 
(ニ) 各 評議 會の 組織 

文化 評議 會は 次の 七 部門に 分れて ゐ る。 

ィヒ 著作者 評議 會 (Reichsschrifttsllskammer) 

ィヒ 新聞 評議 會 (Keichsprcssckaier) 

イヒ •ラ ヂオ 評議 會 (一 <eichsfundfunkklcr) 

ィヒ 演劇 評議 會 (Rcichsthcaterkaler) 

ィ ヒ音樂 評議 會 ( Ro oi lssikkitner ) 

ィヒ 造形美術 評議 會 (Reichskammcr dcr bildenden Kunste) 

ラィヒ 映畫 評議 會 (Rcichsfilmkammcr) 

文化 評議 會總 裁は、 各 評議 會の會 長 0 ィぽ 5 ; 3 0 とその顧問會(7ぽ 5 ; £*^)の會員とを 



任命す る。 各 評議 會の會 長は、 顧問 會會員 中から 一名 乃至 數 名の 代理 ( stcllvcrtrcttr ) と 事務 主任 
( GeschSftsflih rer ) とを 任命す る。 

尙、各評議會には、會長が職業團體の代表者を任命して組織せしめる行政審議會( < 0ョ巴 £- 3^^丨 



rat ) が ある。 



各 評議 會會 長— 



— 顧 問 會 

- 丨會長 代理 
I 事務 主任 



丨 行政 審議 會 

各 評議 會は 法定の 團體 であるが、 その 決定 事項は ライヒ 文化 評議 會總 裁が これを 否決し 得る の だか 
ら、大きな獨立性を特つ乙とがない0又、各評議會は、職業別の團趙組織を作つたのみで、各評議會 
間に 價 値の 等級が あるので はない。 

(1) ライヒ 著作者 評議 會 . 

會 長 ハンス • ? ォ スト 

組 織 (一) 著作家 部。 (ニ) 書籍 業者 群 —— 出版部、 販賣 部、 仲買 業 部、 貸本 業 部、 帳簿 代 
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表 者 部、 書籍 業 使用人 部。 (三) 同盟 部 t - 住所 錄及び 廣吿書 出版者 问盟 、國 民圖害 
館長 同盟、 ドイツ 圖書 館長 同盟。 團體 t 員* —— ドイツ言語學會、愛書家 # 、諸阖書 
館勞働 共同 ft 。 

ライヒ 新聞 評議 會 

長 マックス •アー マン 

0 (一) ドイツ 新聞 同盟 ニ 一) ドイツ 新聞 幾 行者 同盟 (三) ドイツ 雜誌發 行者 同盟 
(四) 新敎 新聞 同盟 (五) 力 トリ'' ク 新聞 同盟 (六) ドイツ 新聞 雜誌 小賣 同盟 (七) 宣 
傳雜 誌販賣 同盟 (八) ドイツ 新聞 速記者 同盟 (九) ドイツ 通信 報道 社 同盟 (十) ド 
イツ 讀書會 所有者 同盟 (十一) ドイツ 新聞 雜誌 卸賣 業者 同盟 (十二) ドイツ 驊構內 
書籍 販賣 業者 同盟 (十三) 出版 使用人 同盟 部。 

ライヒ •ラ デオ評 議會 

長 ハンス •ク リイ クラ ア 

織 文化 形成の ための 諸 部經濟 、技術、 宣傳 。ラ ヂォ にょ'^ 活動す る 藝術家 部 (管 
理者 、放送 指揮者. 藝術 家の 幹部 等々)。 團體會 員 —i 全 時ラヂ ォ協會 、ドイツ 素人 
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• 放送 者。 

ライヒ 演劇 評議 會 

長 ライナ ア •シユ レッサ ア 

織 ( 一 ) 劇場 部。 對門群 ‘ I 演劇 指揮者、 舞臺 監督、 演技 指揮者、 歌曲、 戯曲、 合唱、 
舞踊 技術 員。 (ニ) ダンス 部 (社交 ダンス 敎師 )。 ( 三) 寄席 部 (藝 人、 興行 人、 ヴァリ 工 
テ •サ ー カス 興業 者)。 

. K イツ 演劇 發 行者 同盟。 

ライヒ 音樂 評議 會 

長 ベ.- タア •ラ ア ベ 

織 (一) 作曲者 部。 (ニ〕 全 國音樂 家 部 各部 —— オー ケス トラ 音樂 部、 アンサンブル 音 
樂家 及び 自由 音樂家 部、 音 樂敎師 部、 獨 奏者 及び 樂長 部、 新 敎敎會 音樂家 部、 ヵト 
リブ ク敎會 音樂家 部。 (三) 音 樂會部 各部 音樂會 開催 者 部、 音樂會 周旋 部。 
(四) n 丨 ラス 及び 國民 音樂部 各部— 男子 合唱隊 (ドイツ 歌手 同盟)、 男子 合唱隊、 
素人 樂器 同盟。’，， (五) 樂譜 出版者 部 (六) 樂譜販 賣者部 樂器 製造業 者 共同 體 
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團體會 員音樂 著作 權 利用 協 會。 

ィヒ造 形 美術 評議 會 

長 ア丨 ドル •チ ーグ ラア 

織 第一 部 管理 事項、 法律 事項、 經濟 事項、 社會 事項。 

第二 部 ( a ) 宣傳 、新聞、 勞働 調達。 

( b ) キリスト 敎藝 術、 墓地、 記念碑。 

第三 部 建築家、 造園 家。 . 

第 四部畫 家、 彫刻家、 筆耕。 

第五 部 風俗 蹇 家。 

第 六部 エ藝 家、 設計者、 家 內裝飾 家。 

第 七 部 美術 骨 衆 商、 美術書 出版業者。 

第 八 部 設備、 敎會 。 ( a ) 美術 敎育 、美術 並びに 藝術 家協會 、エ藝 家 同盟、 展 ■會。 . 

(b ) 「クラフト •ドゥル ヒ •フロ ィデ」 

ラィヒ 映畫 評議 會 



會 長オス 7 ルド.レーー|ッヒ 

組 織 (一) 映畫部 —— 映畫製作者(製作者指導、映畫監督、俳優等)を含ひ。(ニ)映盡經 
濟部 ；！ 專 門圃體 (1 ) 映畫 製作 (娛 樂映盡 製作、 映畫 編輯、 映晝 製作 場、 輸出入、 配 
給 所) (2) 國 內販賣 CCC ) 映畫 劇場 (4) 映畫 及び 映畫館 技術。 專 門協會 I ド 
イツ 映畫館 及び 文化 映畫 製作者 同盟。 

(三) ライ 匕 文化 評議 會の 任務 

ライヒ 文化 評議 會は 、その 權限內 にある 一切の 事業の 條件を 決定し、 文化 政策 上の 問題に 關 する 政 
府の 諮問に 答へ る。 然し、 ライヒ 文化 評議 會は單 に ナチス 文化の 振興を 圖る 思想 的 取締の 機關 ではな 
く、 文化 面に 活動す る 人間の 身分 的 職業的 保障 制度の 規定を 有し、 文化 團體 相互の 調節を 圖 6、 文化 
業者の經濟的社會的問題を規定し、全所鳩員の共同團結にょつて、ドイツ文化を促進する任務をも帶 
びて ゐる 。この 意味から、 ライヒ 文化 元老院の 如く、 國民 文化に 對して 功勞の あつた 人物を 召集して 
優遇す る 設備を も 有する ので ある。 尙 、ライヒ 文化 評議# の 規定 中には、 ドイツに 居住す る外國 人に 
適用 3 れるものがある。 

(四) ライ 匕 文化 評議 會所屬 員 
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ライヒ 文化 評議 會は 個々 の 評議 會の 聯合では なく、 各 評議 會所屬 員が 同時に ライヒ 文化 評議 會の所 
曝 員に なつて ゐる。即ち、各評議會の所腸員は普通三つの所屬關係を持つわけで 第一に 職 ^ 的 部 P 
同盟又は部門群に所屬し、第ニに個々の評議會に所屬し、第三に全體としてのライヒ文化評議會に所 
1 する。 但し、 個々 の 評議 會に 所隧 せずに、 直接團 體 としての ライヒ 文化 評議 會に所 鳩す る ものは ゐ 
ないが、職業的部門同盟等に所屬せず直接個々の評議會に所魇する者はある。 

ドイツ 國內に 在つ て 文化 關 係の 職業 (文部省 管轄 下の ものを 除く) に從ふ 一切の 人間は、 強制的に 
評議會へ編入される。而し、ライヒ文化評議會はナチス的職能_體組織であるから、個々人の活動は 
己れ を 公的 任務の 遂行と 見て、 不適格と 認めた 人間は 編入 S 絕 する。 編 人 S 5 れた 人間の 文化 
活動は大いに制限を受ける。例へば、評議 # の規定にょつて、新聞業、印剧業、圖 -^ 販賣業に從事す 
る ユダヤ人が 驅, れ 、反 ナ^ •ス思 想を 抱懷す る ドイツ人の 文化 活動が 阻止 又は 制限复 けた。 

(五) 勞働戰 線との 關係 ， 

ライヒ 文化 評議 會は 勞働戰 線の ー團 體 である。 又、 國民勞 働 統制 法の 諸 規定は ライヒ 文化 評議 會の 
諸 |,こも適用せられるから、勞働管理官は、ライヒ文化評議會の範圍に含 ^ れるー切の事業の賃銀 

問題に 對する 法定の 權威 者で ある。 
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第三 章 新聞 及び ラ デオ 政策 



( I ) 新聞 政策 

新聞がー般國民の輿論の指導者である事實は、ナチスをして嚴格な新聞政策を執らしめ、ー九三三 
年 十月 四日には 新聞記者 法 を 制定し、 同年 九月 二十 六日に 設立^* れ？ ィヒ 文化 評 讅會 中の 新聞 評 譏 
會に於 SV •宣傳 省內の 新聞 統制に 關 する 一局に 共に、 全國 新聞の 指導 統制に 當 らしめ てぬる。 

(ィ) 反對派 新聞の 調整 

マルクシス ト系諸 新聞は 一九 i 一 月の 國會議 雲 放火 事件に 關 係し 友と いふ 理由 5 行 停 土を 
命ぜら n た。 約 五十の 共 產黨系 新聞と 約 百 三十の 社會 民主 黨系 新聞と が 閉鎖を 命ぜられた。 知識階級 
を對 象と して 吳 所謂 自由主義 的 新聞は、 批判の 自由を 失つ た 以上、 例へ ば、 ベルリンの ニス 新聞 
(vossische zefg ) の 如く、 自 己淸算 を 行 ふか 又は 相次いで 國 民社會 主義の 統制 下に 協調した 力ぅ 
して ナチ ス系 新聞は 释 f 極め V 約 百 二十 紙に 及んで t 。 新聞の 生命と も 云 ふべき 批判の 自由が 失 
は n た 反面には、 ナチ ス の彈壓 にょつ て 多數の 下等な 赤新聞が 一掃され 犮 と 云 ふ 利益 も あつた。 次に 
一九 〇 九 年から 一九 三 四 年に 至る ドィツ 新聞 數を 見る。 ‘ 

第二 醣 ナチ ス *ド ィツの 文化 政策 ； 五 
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{□) 言論 自由の ナチ ス 的解釋 

1九三五年のナチス黨大會に於いて、ラィヒ新聞評議會會長マックス*アーマンは、言論の自由に就 
いて 次の 如く 述べた。 「西歐 的 意義に 於け る 所謂 言論の 自由と いふ 槪念 は、 最早 我が ドィツに は 存在 
しない。 この 槪念 及び この 狀 態の 除去は、 國 民社會 主義 革命の 偶然の 結果では なく、 寧ろ その 綱領 的 
意志の 實行に 過ぎない。 故に、 國 民社會 主義は 新聞に 對し て國 民の 指導 機關の 任務を 輿へ、 新聞が 國 
民緦意と特殊の關係にあることを明らかにした。自由に就いて語るならば、當然次の乙とが問題にな 
る。 自由とは 何に ょつ て 保證 され、 何のた めに 存在す る もの か。 自由は 常に 統一を 前提と する もので 
ある。故に、新聞はそれ自瞪のために、爻して自己の目的のために存在するものではなく、その自由 



性は ドイツ 國 民の 福祉と 結合して 存在す るので ある o」 ア— マンの 言葉は、 ナチ スが 言論の 自由を 如 
何に 解釋 して ゐる かを 明らかにして ゐ る。 

(ハ) 新聞 會議 (pnessekonferenz) 

每日 宣傳 省に 於 SV 新聞嘉 が 開催 せら C、 通信社 S 曼び 新聞 編輯 人 (中央 新聞社の 主なる も 
の 及び 地方 新聞社の 編輯 人) が 集合して、 政府筋 各方 面から 材料 及びを の 註釋を 與 へられる。 通信社 
通信員 及％ 新聞記者は すべ て宣傳省の統制する組貪？^とを要するのであつべその資格はァ丨 
リア條項にょ 0 て人種的制限を受けてゐる外、その政治的思想及びその發表に常に嚴重なる監督を受 
ける。 その 結果 ドイツの 新聞記事は 政府 又は 黨の 指圖 する 記事で あるか、 又は、 少く とも 政府 又は 裁 
の意に反しない記事のみである。 

( 5 諸 通信社 

r ) ドイツ & 信 社 (Deutsche Nachrichtenbiiro. D.N.B O 

ドイツ通信社は、ドイツの新聞_|*丨スの蒐集と配給と |: 獨占的に行つてゐる通信社で、世界的に 
有名な クオ ル フ 通信社と 電信 聯合と がー 九 三 四 年に 合併して 成立した ものである 。この 通信社の 株は 
全部政府 ^ 買上げられ、政府直接所有の五〇"餘以外の株は^*^に分有されてゐるヵ實際は政府の 

•第二® ナチ ス •ドイツの 文化 政策 、. ノ七 
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信託 的 所有に 過ぎず、 全く 政府 所有の 通信社と 見て よい。 同社の 通信網は 全世界に 張られ、 tl イタ 
丨 、ァゲ ァス 等の 情報に よつ て 補充され る。 國內 支局 約 五十、 各地に 派して ゐる 通信員 數は約 百と猙 
せられる。 

(2) トランス •オ ツエ アン 

トランス •オツ H ァンは 對外 通信を 目的と し、 ドイツ 國內の 事情を、 英佛獨 西の 四ケ國 語に よつ て* 
無線電信で 國外に 放送す る。 

: (3) オス テックス •ブレス ( ostexpress ) 

オステ ，クス •ブレスは ソ聯 及び 東歐の 問題を 取扱 ふ。 

4 ) ナチス 黨 通信社 (Na tt onalsozialistische Partei - Kcrrcsponllenz ) 
ナチス黨通信社は黨通信に關して權威がぁ6、國內新聞の指導目的とする0 
(5) ドイツ 外交 政治 通信社 (Deu sr che Dip o matisch-POHtilsche Kcrrespondenz ) 

ドイツ 外交 政治 通信社は 外務省の 機關 紙と して、 外交問題を 取扱 ふ。 

(水) 新聞記者 法 (Das schriflleitergesetz ) 槪耍 

一九 三 三年 十月 四日の 新聞記者 法は、 ナチ ス國 家の 出現と 共に、 必然的に 行は なければ ならな くな 



つた、ドィツ新聞機構の完全なる改革の基礎を作るものであつ犮。即ち、ナチス !. トィツに於いては、 
新聞は 自己 目的では なく、 精神的に 國 民へ 働 さかけ ると いふ 目的の ための 手段で あると いふ 見地 か 
ら 、從來 は 個人的な 精神 活動の 擔者 であつ た 新聞を、 國家的 公的な 課題の 擔者 にしょぅと したので あ 

る 0 . 

(1) 新聞記者た るべき 要件 (同 法 第 五條) 

(*4)ドィツの國籍を有する 2. と0(5)公民權の公職就任能カを喪失し居らざること。{0)ア1リァ 
人種に して 非ア 1リア血統者と結婚し居らざる 2. と0(-0)滿ニ十1歲以上た 0 乙と。(6)職業能カを 
有する こと。 (f ) 專門家 的に 訓練 $ れてゐる乙と。(&)公衆に對し影響感化を及ぼす任務に必耍なる 
資質を 具備す る こと 0 

(2) 新聞記者の 任務 (同 法 第 十 五條) 

( a ) 記者は、 その 取扱 ふ 事柄を 眞實に 表述 し、 且つ 良心に 從つて 判斷 する 任務を 有する。 ( b ) 記者 
は 良心に 從ひ 、職務の 內 外に 於け る 行動に ょ 6 業務に 必要なる 尊敬に 値する ことを 示す 義務を 負 ふ。 

(3) 新聞 掲載 禁止 事項 (同 法 第 十四 條) 

( a )大衆を誤導するが如き方法で自益目的と共益目的とを混同した記事。(匕)國外に對する及國內 

第二 編 ナチ K •ドィツの 文化 政策 八 九 
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に 於け る ドイツの 國 力、 ドイツ 國 民の 共同 體 意志、 ドイツの 國防 力、 ドイツの 文化 又は ドイツの 經濟 
を 薄弱に した 6、 他人の 宗敎 心を 傷け る 如き 記事。 ( C ) ドイツの 名# と威嚴 とに 反する 記事。 ( d ) 他 
人の 名# 又は 幸福を 違法に 傷つけ、 他人の 名聲を 傷つけ、 他人を 輕侮 する 記事。 ( e ) その他の 理由に 
ょつ て 良俗に 反する と 認められた る 記事。 

(ニ) ラチオ 政策 

(イ) ラ ヂオの 意義と 指導 

ラ ヂオも 新聞と 同じく、 ナチ ス の宣傳 用具と して、 國內 輿論 統一と ナ手ス 思想 普及との ため、 頗る 
重要な 役割を 演じて. Q る。 

ラデオの指導統制に當るのは、ライヒ*ラヂオ評議會と宣傳省とである。ナチス政權獲得前は、遞信 
省が 全 放送 設備を 所有し、 國家 放送 會 社の 下に 十大 放送 組織を 支配して ゐた 。ナチ ス政權 の 出現に ょ 
つて、 乙の 十大 放送 組織は 全部 中央 集中 化されて、 改造 さ n た國家 放送 會 社の 指揮 下に 於 かれた が、 
乙の國家放送會社は宣傳省の監督を受ける。現在、ラヂォ放送局はニ十五ぁつて、主耍放送局は百キ 
ロ放送能カを有する。 . 

( □ ) ラ ヂオの 普及 . 



ラ ヂォが 大衆 敎 化の 重要 用具で ある 以上、 當局は ラ デ ォ聽取 器 普及に 極めて 熱心で ある。 ラ デォ聽 
取 器 製造 高は、 

一九 三 ニ 年 百 一 萬 一千 個 • 

一九 三 七 年 百 六十 八 萬 一千 個 

である。 この 外、 約 三十の 工場で 安價な 國民聽 取 器を 製作し、 一九 三 七 年に 於いては、 四十 七 萬 五 千 
個を 製作した。 一九 三 四 年に 於いて、 ラ ヂォ聽 取 器 販賣 額は 約 六 百 萬 マルクで、 前年度ょ 6 百 萬 マル 
ク以 上を 增 加した。 これらの 數字に ょつ て、 ラ ヂオの 普及 度が 窺 はれる。 

(ハ) 大衆 聽取 組織 • 

大衆 聽取 組織とは、 ナチ ス黨 ラデォ 監督官の 責任 下に 行 はれる もので、 政府 當局 者が 國民 大衆に 呼 
びかけ る 必要が ある 時、 廣 場、 學 校、 工場、 一般 集合 場 等を 利用して 大衆を 集め、 政府 當局 者の 言葉 
を 聞かせる 組織で ある。 この 目的は 勿論 統一され た 輿論を 獲得す る 己と にあつ て.、 この 放送時間には 
全 ドィツが 仕事の 手を 休めて 放送を 聞く。 

0 1 ) 反 ナチス 宣傳 

反 ナチ ス宣傳 は、ドィツと利害關係を異にする諸國から種々なる手段にょつて行はれてゐるが、ラ 

第二！ i ナチ K •ドィツ 0 文化 政策 九 I 
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デオ事業に於いても、ソ聯その他から電波にょる反ナチス宣傳が行はれるのである。 

^ ; • 

第 四 章宗敎 政策 

• ( I ) 匕 卜ラー の宗敎 觀 

「我が 鬪爭」 に 見られる ヒ トラ ーの宗 敎觀は 大要 次の やぅな ものである。 

<ィ) ブロ テス タント 對カト リマクの 抗爭は 、ユ ダヤ 人が ドィツ 國民 の反ユ ダヤ的 思想を 緩和す る 
ため、 口 -マ法王權の問題を利用して行つた陰謀である。 

(ロ) 然し、 地上の 將來に とつて、 ブロ テス タント 又は カトリ， クの 勝敗は 問題で なく、 ア I リア 
民族の 發展か 死滅 かが 問題で ある。 

(ハ) 民族 運動は 當然 法王 主義に 對 する 鬪爭 である。 

(-1.) 民族 運動 内部では、 カトリック 敎 徒と ブロ テス タント 敎徒 とが 腕を 組んで、 ユダヤ 人 排擊の 
乙と に 從 ふべ さで ある。 

結局、 ヒ トラ ー自 身は 元来 P 丨マ •カトリック 敎徒で あつたが、 信仰を 喪失して 以來 は、 如何なる 宗 



敎的 禮拜に も 列し な S ので ある。 

(二) ナチ ス宗敎 政策 

國 民社會 主義の 立場は 現世 的 政治的で あつて、 普遍 妥當 性ょぅ も 特殊性を 重んずる。 これに 反して 
敎會の 立場は、 ブ U テス タントで あれ ガ トリ" ク であれ 彼岸 的 精神的で あつて、 敎 t の不變 性を 信じ、 
宗敎的 使命を 重んずる。 兩 者の 間に 衝突が 起る のは 當然 である。 ’ 

ナチ ス黨 耦領 第二 十四 條は宗 敎に 觸れ たもので あつて、 

「ド. イツ 國家に 對 し危險 を 及ぼさず、 又 ゲルマン 民族の 倫理 感情 及び 道德 感情に 背か ざ る 限りに 於 
いて、 國內に 於け る 信仰の 自由を 認 ひ。 

^8 0 -*5 ? <± 1定の信念吿白に束縛される己となく、實證的キリスト敎の立場を代表す。黨は內心 

的 外形的い づれの 形式を 問は ず、 ユダャ 的 唯 物的 精神に 挑戰 し、 ドイツ 國 民の 恒久的 更生は 次の 根本 

\ 

觀念の上に來るべき/0とを確信す。卽ち、『公益は私益に優先すヒ 

となつ て. Q る。 キリスト 敎は 必ずしも 否定され ず、 個々 人の 信仰の 自由は 制限つ きで 許されて ゐ る。 

又、 總铳 代理 ル，- ド V フ •、ス (stellvertreter des FUhrcrs Rudclf Hcss) li 、 一九 三 五 年 五月 十四 
日、 ストックホルムに 於いて、 國 民社會 主義の 宗敎 政策の 根本 命題は、 「各人が 各自の 形式で 淨福を 得 

第二 锔 ナチ ス •ド イプの 文化 政策 九 三 
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る」 とい ふフ リイ ドリ ッヒ 大王の それで あると 云つ た。 即ち、 ナチ ス國 家は 敎會に 敎會の ものを 與へ 
る。故に敎會は國家に國家のものを與ふべきである。ナ手ス國家は信條の紛爭には何らの關心を持た 
•ない と 云 ふ 意味で ある。 

然し、 國 民社會 主義は 國民を 政治的に 指導し、 敎會 は國 民を 靈 的に 指導す ると 云 つても、 この 問題 
はさ ほど 簡單に 解決す る 性質の ものでは な s 。 r ヒ トラ ーに仕へることはドイツに仕へる乙とであ6 
ドイツに仕へる乙とは神に仕へることである」と云ふ大 ^ かなナチス理論に對して、「人間ょ6も神 
に足 |± なければならぬ」「ニ-メラア、 2: 1.316115、反ナチス*ブロテスタントの指導者の言)とする宗 

敎家 達は 容易に 屈服し な S であらぅ。 

ー九三八年十月ニ十ニ日のべルリイナア*タアゲブラット紙は、 2. の三年間にドイツには新設 5 れた 
又は 新設 中の 敎會が 三 五 〇 ある 乙と を 報じ、 こ n は 靈 魂の 力の 狀態 及び 發達を 證明 する ものでは ない 
が、 敎會の 生活 意思の 證 明になる と 述べて、 ドイツでは 敎會の 生命が 絕ぇ たとい ふ 外國 論調に 應 答し 
て. Q る 0 

(三) ナチ ス對ブ D テス タント 

ブロ テス タントは 北 ドイツ 及び 東 ブロ イセ ン に 勢力が あつて、 反抗 主義に 立ち、 個人主義 的 自由 主 



義的 色彩を 持つ て ゐ る。 ブ 6テスタントの地方敎會は、自分の意思で地方の侯伯の俗世的支配 |: 受け 
て ゐたが 、敎會 を 主宰す る 牧師 職 及び 敎化者 達は、 大低 根强い 共和主義 的 精神に 培は れてゐ た。 

(イ) ドイツ •キリスト 敎徒 (Deutsche chtisten) 運動 

ナチ スは權 力 獲得 前に、 牧師 ホ， セン フユル ダア (Hicrfddcr) を 指導者と して、 ブロ テスタ ント內 
部に ナチ ス化 運動を 展開した。 この 運動は ドイツ •キリスト教徒 運動と 稱 し、 從來の 二十 八の 地方 福 
音 敎會の 代 6 に 統一的な ドイツ 福音 敎會を 置く、 卽 ち、 在來の 牧師 中心 主義の 敎會 を排 して 新しい 國 
民 敎會を 起 3 ぅとした。 一九 三 三年 七月 二十 三日の 敎會 選擧に 於いて、 ドイツ •キリスト 敎徒は 政治 
的權 力の 尻押しを 受けて、 大多數 を 獲得した。 その 結果 

1. 聯邦 僧正 職 (Reichsbischoo が 設けられ、 ケー -I ヒスべ ルタの 兵營附 牧師で 同時に ク} テンべ 
ル クの國 民 宗務 會 議員で あつた ミ •'ラ ー •か (Ludwfg S C : 一一 cr) 乙れ に 任命され た。 

* 2 . 宗務 大臣が 設けられた。 

3 . 牧師に 對 しても 「ア I リア 條 項」 が 設定され た。 

4 . ドイツ*キリスト敎徒は舊約聖書攻擊を始め、學校で舊約聖書を敎へる 2. とを廢止しろと騷ぎ、 
古い ゲルマンの 神々 を キリスト 敎に 組み入れる ことを 要求した。 

第二 锔 ナチ ス イツの 文化 政策 九 五 
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( □ ) ドイツ •キリスト 敎徒 運動に 對 する 反對 運動 

(1 ) ブロ テス タント 側 

1 . 二十 二人の 牧師が クミ テンべ ルタで ドイツ •キリスト 敎徒に 反對 宣言を した。 五 千 人の 牧師が 
反對 宣言に 贊 成した。 

2 反對 運動は ブロ イ セン 以外の 州で 猛烈で あつた。 一九二 ニ 年以來 在つ た 「ドイツ 福音 敎會 同盟」 
ょ隋 眠を 舍 てて 活動を 始め、 同盟 總務 部に 當る 三人 委員 會は 新たに 一人の ー總敎 父」 なる 最高 獨裁 
職を 設け、 ぶ ツ •す スト 敎徒 運動を 絕對に 排斥す る やぅな 人物 V 」 選んで、 乙の 職に 就け、 一 總敎父 
は 國民— 主義 的— 指導者 ミ •'ラ-の 上位に 立ち、 これを 指揮 監督す f の f 」 との 宣暮を 出 
した。 

3 . ア— リア 條 項の 適用は 中止され、 ホ， セン フ* 'ル ダア は辭 職した。 

4. 宗务 大臣は なくなつ た。 小 ブル ジ * アは 敎會の ナチ ス化に 反對 した。 



(2) カトリ， ク側 

♦、ィェルンの 大僧正 ファウル、 ノア X ア ( Faulhaber ) ♦か 先頭に 立つ て 反對 した。 ナチ ス はこれ に對し 
て 多數の 牧師 や 說敎師 を 處罰 (禁錮 又は 懲役) した。 




(ハ) 反對 運動に 對 する 處置 • 

1. 「ライヒ 僧正」 ミ'' ラ 1は 自ら ブロ テスタ ン ト敎會 の 獨裁官 であると 聲 明し、 ブロ イセ ン敎 t 法 
を 廢 止した。 

2 . 練 敎 父を 強制的に 辭職さ せた。 反對 派の 指導者 ニ-メラ アは 休暇を もらつ た。 反對派 幹部を 罷 
免し、 尙聽從 しな S 牧師を 黨の 刑務所へ 入れた。 

3. ブ 0イセンに於ける敎會代表者團を解散5せ、ブ£1イセン地方の宗務を見るため、文部省から 
代官を 派遣す る ことにした。 

4. ブ & イセ ン以 外の 牧師 達は、 ヒト ラーが 「もし 紛爭 が績 くなら ば、 國家は 敎會に 就いては 關心 
を 持たない.」、 卽 ち、 年額 一億 マルクの 敎 t 補助金を 撤廢 すると 吿知 する や 否や、 降服して し ^ つた。 

01 ) 新敎會 憲法 

一九 三 三年 七月 十一 日に 新敎會 憲法が 制定され た。 

1. 國 ボ 會の 最高 部と して r ライヒ 僧正」 を、 その 下に r 宗 務 省」 を 置く。 

2 . 右二 者は 敎會 事務を 取扱 a 、 立法に 關して は 「ドイツ 國民 宗務# 議」 と 協力す る。 

3 . 舊ブ & イセ ンの 合同 敎會は 長老 敎會に 編入す る。 

\ 
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ラ i 气 ilf 及び 因襲 的な 種々 の敎會 官職は 廢止 する。 

第一 回の ライヒ 僧正には ミュラ— が 擧 げられ た d 然し 一九 三 三年から 三 五 年に 至る ^ で、 新 敎敎會 
の 反抗 氣 分は 少しも 輕 減され なかつ た。 尙 、ドイッ •キリスト 敎 徒の 指導は、 一九 三 五 年 六月 以降 學 
務 委員 レ H ム (studienrat Rchm ) が 執つ て ゐ る。 

(四) ナチ ス對 カトリック 

國民社會主義がカトリ"クの敎義と相容れぬものであることは、最早說明の要がない。又カトリ"ク 
は 世界的な 組織 體で あるから、 ドイッ 國內に 於け る國 民社會 主義 對 カトリ" ク の抗爭 が、 卽ち 、世界 
R 於け る國 民社會 主義 カトリ" ク ( TI 1 マ 法王 廳) の闘爭 である 事實 も、 最早 注意を 促す 必要は ない。 
(イ) 理論 鬪爭 時代 

ナチ ス對 カトリックの 抗爭 は、 ナチ スの 擡頭以 來 現在 も績 けられて ゐる わけ だが、 こ 乙では ナチ ス 
の 擡頭から 政讓 握までの 期間を、 理論 闘爭 時代と する。 一九 三 三年 二月 十七 日は カトリ" ク菌嫌 
がー 九 三 ニ 年 十一月の 練 選 擧に對 する 抗議を 提出した。 ナチ スが 政權 獲得の ために 戰つて ゐた間 力 
トリ ブクは 勿論 中央 黨を 支持した ので ある。 中央 黨はヴ ''ル サイ ユ條 約を 熱心に 支持し、 デモ クラシ イ 

參 

の 發展に 盡 した。 






( a ) 政敎 協約 準備 時代 

政敎協約準備時代とは、ナチスの政權獲得後、コンコルダアト締結に至る期間を指，すことにする。 
乙の 期間は、 ナチ スと カトリックと が 互 ^ 步み 寄つ たので ある。 即ち、 一九 三 三年 三月 五日、 ヒ トラ 
: は 次の 如き 內容の 演說を した Q 

1、 キリスト 敎義 は、 ドイツ 國民 生活の 安寧を 保持す るた めに 最も 重要な 要素の 一つで ある。 

2、 ナチス は ドイツ •キリスト 敎會と 諸國家 間との 旣存の 協約を 尊重す る。 

3、 口 丨マ 法王との 親善 友好 關係を 爻す爻 す， 增强 する P 

一九 三 三年 六月 三日、 フルダ ( Fulda ) に 於いて 司祭 書翰が 公布され、 

1、 非 キリスト 敎 的な 復醫を 好む 政策を、 

2、 「民族と 血」 の 政策を 警戒し、 

3、 民族主義 的 敎會の 理念に 反對 し、 . ， 

4、 自由を 要請した。 (乙 こに 自由と 云 ふのは、 カトリックの 學 校、 敎師 養成 學 校、 諸 團體 就中 靑年 
團體 、新聞 その他の 言論 機關に 自由を 求めた ので ある。) 

1.九三三年七月五日、中央黨が解黨し、次いでバイヱルン人民黨が解黨し、カトリ"クの政治的勢 

第二 編 ナチ K - F イツ© 文化 政策 九九 
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力が 大いに 減少した。 

一 L 三 三年 ヒ月 二十日、 三十 四 ケ條の ラィ ヒス ンコル ダ アト (Reichskonkordat) が’ 法王 使節 パ 
チッユ y (cardinal racclli) と フォン •パ ア ペン (von papcn) との 間に 調印 3 れ、 同 九月 十日に 批准 交 
換され た。 乙れ にょつ て カトリ" クは 「政治的 團體 に關 係せ ざる こと」 になつ た。 コン コルダ アト 締 
結 以後は 暫く 平和が 績い たが、 それは 決定的な ものでは なく、 やがて コン コルダ アトの 意味の 解釋に 
就 いて論爭が始まつた。カトリックはコンコルダアト綺結にょつて、表面上はナチス國家を肯定した 
が、 ナチ ス 世界 觀を カトリ プ ク敎義 とは 相容れな い 反 キリスト 的 新 異教 主義 だと 見る 態度を 改めな かつ 
た。 ナチス 側は、 

1、 敎會的 カトリ ブクと 政治的 カトリ， ク との 間に 明瞭な 分界線を 劃し、 敎 會は實 行 不可能な 政治的 
諸 要求を 清算す る こと、 

2、 敎會は國家に現世の問題を總て委ねること、. 

を 要求した。 • 



(ハ) 平和 時代 

然し、 ライヒ ス •コン コルダ アト 締結ょ 6 ザ I ル 人民投票に 至る 一年 餘 6 の 間は、 曲 6 な 6 にも 平和 




時代と 稱し てょ く、 ナチ ス 世界観と カトリ" ク敎義 とを 理論的に 調和せ しめょぅ とする 試みが なさ n 
た。 その 例と しては、 ナチ ス側に テ， シ ■'ネルの 「民族 社會 主義の 全體國 家 要請と ドイツの カトリ プク」 
•か あ 6、 カトリック 側に ヨオゼ フ •クラ ーゲル の 「ドイツの カトリック 敎 徒と 國 民社會 主義」 が ある。 

ナチス と カトリックとの、 この 理論的 調和の 傾向に 對 しては、 ゲ ►テ < 力 ン 外交問題の フランスの 權威 
者 ド •ラブリ h I ルまで が、 ナチ スは 共產 主義ユ ダヤ主 義の 排斥に カトリックの 協力を 必要と する から 
兩者 間の 調和の 傾向は 一層 强め られ るで あらぅ との 樂觀說 を 述べた。 

2 ) 文化 闘爭 時代 

ザール人民投票の勝利(ー九三五年一月十三日)は、ナチスのカトリ，クに對する干涉の火に油を 
注 s だ。 カトリ" クの學 校、 諸團 tg 、 敎育 事業、 印刷物は 種々 干涉を 受け、 司祭 軎翰 は沒收 された。 一 
九 三 五 年 十二月には、 カトリック 靑 年團體 が 解散した。 ナチ スは 敎會 が國 家に 從屬 する ことを 求めて、 
敎會 •か ナチス 敵對の 態度を 改めぬ かぎ 6、 敎 會と國 家との 間に 戰爭が 起 6 得る と 云 a 、 次の 諸 點でカ 
トリック. を 非難した) 

1、 敎會はドイツ國民の政治的統一に全的協カを示 3 ない。 

2、 敎會 は國 家の 統制 經濟を 亂 す。 

第二！！ ナナス ，ド イツの 文化 政策 IOI 
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3、 敎會は 不當に も 政治に 容哚 する。 

一九 三 五 年の 司祭 書翰は これらの 難點に 答へ てゐ るが、 結局は ドイツ •カトリックが ナ手 ス國 家と 如 
何に 步度を 合せる か、 問題の 展開は 今後に ある。 

(五) ヴア テイ カンの 態度 

國民社會主義の哲學の最も完成した姿を見せてゐると云はれるロオゼンべルクの「ニ十世紀の神話」 
を 禁書 目錄に 登錄 した n I マ 敎會の 中心 ゲァ テ" カンは、 ナチ ス •ドイツに 對して 如何なる 態度を 取つ 
て ゐ るか。 

(イ) オー スト リアに 就いて 

ゲァ ティカ ンは 、カトリック 敎國 としての オ ー スト リアを 獨立 させて 置きた かつた。 オ I スト リアは 
ド ナウ 河畔の カトリ プク敎 の 防禦 線た るべき で、 オ ー スト リアを 獨立國 として とどめて 置く ことは、 
ゲァティカンの利益 -1? あつたばか6でなく、ドイツとオ1ストリアとの合邦を恐れるフランスの利とす 

參 

ると ころで あつた。 從つて 、一九 三 八 年 二月 頃から、 全世界の カトリック 系 新聞は ' オーストリアを 
救へ。それはヨ10ッパの問題だ」と云ふ聲1上げ始めた0然しナチスはオ|ストリア合邦に成功した〕 

(□) チぅ コス ロ パ キア K 就いて 



ゲァテ<カンとしては、ドイツの勢カ擴張が中歐のカトリ/敎諸國を矜かすのに堪へ得なかつた。 
故に ゲ ァテ<カンは、チミコスロバキアを、諸國民がー致して共同生活を營んでゐる樂土と見なければ 
ならな かつた。 然し チ 5 コは ドイツに 合併され 、スロバキアは ドイツの 保護 ^ となつ た。 

(ハ) 國際 平和に 就いて . ， 

國際 平和を 理想と する ゲ ニァ<ヵ ンは 、ドイツが 主張す るア クタ ル キイに 费 成し 得ず、 國際 間の 信用 
恢復の基礎となるべき自由な資本融通をすすめてゐる。ー九三八年初ロ 2. 0=1 3. 03生§巴 0-. £这€^ 
Sociales ( 國 際社會 問題 硏究 聯盟) にょつ て Code de Moral International (阈 際道德 法典) が 發行さ 
れ たが、 多數國 家の 存在を 排して 、超 國家的 組織を 建設す べしとの 內容の ものである。 又、 ゲ "テ 4 力 
ンは イタ リーの 人種 政策を 攻擊 して ゐるが 、ナチ スは 乙れ を、 ベルリン •ロ T マ 樞軸を 弱める ための 
手段と 見て ゐ る。 

第五 章對外 文化 政策 —— ナチ ス黨國 外 組織 . 

ナチス'トイツを取卷く所謂民主主義諸國は、國際文化戰の渦中で、ドイツ精神の孤立を說いてか 

第二 編 ナチ K^ r イツの 文化 政策 1〇 三 
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う云つてゐる。ナチス*ドイツに於いては、全社會生活が機械化3れ、人間は政治勢カの道具になつ 
た。 個人の 權利や 意見は 認められな S 。 暴力を 崇拜 する 異敎 精神が 跳梁し、 中世 的な 「ユダャ人 狩 6」 
が行はれてゐる。モノポリ1にょる經濟的獨裁と全趙主義にょる政治的獨裁とは、無智な官僚政治が 
勢力を 增す 危險を 孕んで ゐる ばか うでな く、 獨裁 者に 時代の 困難を 終熄せ しめょ と 求める のは、 人類 
の 精神的 智的 退化の 結果で ある。 「ドイツ 的な 思考」 は そもそも 「統一的な 西洋の 國際 主義」 とは 相 
容れぬ もので、 ドイツは、 他の 西歐 諸國の 意識に 大影饗 を 與 へた 「ギリシャ •〇 丨マ 精神と キリスト 
敎」 とを 間接に しか 受取つ てゐな い。 事實が 示す 如く、 十六 世紀の 宗教改革、 十九 世紀の 浪曼 主義 運 
動、 現 世紀の ヒ トラ 丨 主義は、 歐洲の 精神的 共同 體を 破壊し ょうと 試みる ドイツ 的 意識の 三大 宣言で 
ある、 と。 . 

民主主義 諸國が この やうに ドイツ 精神の 孤立を 叫んで ゐる 時、 ヒ トラ I が 權カを 得る爻 で國際 協調 
と國際 平和と を 說 s た大戰 前後の ドイツ 精神 界の 代表者 達が、 或は 追放せられ、 或は 亡命し つ、 ある 
事實は 、民主主義 諸國の ドイツ 批評の 正當 性を 裏書 さする 如くで ある。 

乙れ に 對 して、 ドイツは 次の 如く 答へ てゐ る。 諸國 民には 精神的に 過度に 外國 化する ことに 對 する 
自然 的 拒否の 權利が ある 上に、 西洋 文化の 主位を 占め、 西洋の 良心を 擔ふ 者は、 必ずしも フランス 人 



又は イギリス 人とは 限らぬ。 更に、 ドイッ 亡命者 達は ユダヤ 的 か マルクス主義 的 民主主義 的では ある 
•か、決してドイッ的ではない。民主主義諸國は亡命者達の文化活動を「眞のドイッの表現」と見たが 
るが、 亡命者 達の 文化 運動には 將來 性がない。 ドイッ 内外の 國民 同胞が 統一 戰 線を 結成す る 日が 近い 
からで ある、 と。 

即ち、 次に 說く 「ナチ ス黨國 外 組織」 は、 國內 ドイッ人と 國外 ドイッ人との 統一戰 線を 强 化する た 
めに 組織され たもので ある。 

國民 社會 主義 ドイツ 勞働 黨國 外組辙 ( c ie Auslands - organisa r. cn der NSDAP . A . O .) 

( | ) A o の 成立 

AO は、 ドイッ 本國 外に 在る ため 本國の 事情に 通ぜ ず、 本國 に對 する 關心を 失 a 易い 立場に ある國 
外 ドイッ人を、 ナチ ス的に 統一す る 組織で ある。 AO 成立の 沿革は、 

一九 三 〇 年 秋、 二三の 國外 ドイッ人が、 ハンブルグに 於いて 統一 組織の 事務所 設立を 議 した。 

一九 三 一年 五月 一日、 ハンブルグに ナチ ス黨 指導部 國 外局が 置かれた。 

ナ手ス 政權 獲得 後の 國內 經營 中、' ノンブル ダの 事務所は 「政治 部 指導 下の 在外 ドイッ人 部」 の名稱 
を 附せ られ て. <3たが、一九三三年十月三日，再び盾名に復し、總統代理ルードルフ*へス( ^ £1 < 良这马 
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des Fiihrers Rudolf 1 ^ 88)に直鹿する乙とになつた。 

1九三四年ニ月十七日、總統代理はナ手ス黨指導部國外局に「ナキス黨國外組織」(>=| 7; ャ 

nisation der NrsDAP.) の 名稱を 與へ 、エルンスト •ウ "ルへ ル ム •* ホ-レ ( W 3 st Wilhelm Bohle) ^ 

ガウ 指導 官の 稱號を 有する ナチ ス國外 組織の 指導 官と した。 同時に、 總統 代理 本部 附指 導官ボ ルマン 
( M . 13013§!1)の名で、國外組織の權限が規定3れた。 

1 . 國外 組織は 國外に 在る 全黨 員の 唯一の 管轄 官廳 である。 

2. 總て の黨 支部と 國外に ある 黨の諸 組織との 事務的 交涉は 例外な くべ ル リンの 國外 組織を 經て行 
はれる。 . 

國外 ドイツ人を その 活動に 參加 せしめん とする ナ手ス 的 諸團體 は、 國外 組織の 範圍內 に 於いて 
のみこれ を 行 a 得る。 

4 國 外に 定住 所を 有する か 又は 國外に 旅行す る總て の黨 員は、 國外組 織 並びに その 居住地の 地區 

集團 (onsgruppe) に 屬し 、ドイツ 國內の 何れの •カウ (Gau) にも 嬙し 得な S 。 

一九 三 四 年 三月 十六 日、 總統 代理は 追加 命令と して、 航海 手帳を 所持し、 陸上 勤務に 携つて ゐない 
# 

者 及び ドイツ人 水先案内 人 も、 國外組 織に 加入す べしと 命じた。 



一九 三 五 年 三月 中旬、、 ノンブル クの 事務所は 組織を 馈 大してべ ル リンへ 移轉 した。 

一九 三 七 年には、 國外 組織の 仕事に 從事 する 男女が 合計 七 百 人 以上に 上つ た。 練統 は國外 組織の 重 
要 性を 認め その 活動を 更に 遺漏な からしめ るた め、 一九 三 七 年 一月 三十日、 外務省 內に國 外 組織の 司 
令を 置いた。 卽 ち、 國外 組織の 指導 官エ 'ルンス ト •ゥ "ルへ ル ム •ボ I レが 外務省 內國外 組織 司令 (n s* 2» 
dcr Auslands-orga-lisation ds s: SDAP.) になら、 外務省の 取扱 範圍に ある 國外ト ィツ 人の 各種 事項の 
指導 及び 管理を 引受けた。 國外 組織 司令は 外務大臣に 個人的 直接的に 下® し、 その 取扱 事項に 關する 
限り 、閣議に 參與 する。 

(ニ) A o の 綱領. 

A o の 綱領は 一九 三 一年に 決定され た。 A o 加盟 員は ナチ ス 黨員證 と共に 「 國外證 明 書」 (Acslands- 
ausweis) を 交付され るが、 國外證 明 書には 人0の綱領が命令として記載されてゐる。 

1 . 汝が 賓客と なれる 國の 法律に 服せ ょ。 - 

2. 汝が 賓客と なれる 國の 政策は、 これを 國人に 委ねょ 0外 國 の國內 政策は 汝に關 係す る 乙と なし。 

外國 の國內 政策に 干涉 する 勿れ、 容喙 する 勿れ。 

3. 如何なる地に在6ても常にナチス黨員たることを鮮明にせょ。 

第二 福 ナチ ス •ドィツの 文化 政策 5 七 
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4. 常に ナチ ス 運動、 延いて 新 典 ドイツの 名# となる が 如く 語 6、 行動せ よ。 正義を 爲せ 、名# を 
重んぜよ、 勇敢な れ 、忠誠を 盡せ よ。 

5. 國外に ドイツ人を 見た る 時は、 汝の國 民 同胞、 汝と 血液、 習慣、 本質を 同じく する 者なる こと 
を 悟れ、 その 階級を 問は ずして これを 助け 上。 我等は 總て ドイツ 國 民の 「創造者」 な 6。 

6 . ドイツ 國民 同胞が 罪な くして 困窮せ る 時、 誠意を 以て 自發 的に これを 救濟 せよ。 

7. 黨員 たるに とどまらず、 第一線の 戰士 たれ。 我が 運動の 本質、 內 容 目的を 知悉せ よ 

8. 名譽 ある總 ての ドイツ 國民 が、 我が 運動に 參加 する よぅ 日每 努力し 戰へ 。彼を して 我が 運動の 
優越性と 正し さとを、 我等が 勝利の 必然を、 をれ に 依つ て ドイツが 榮え 行く 事を、 確信せ しめよ。 

9. 我が 黨機關 紙、 我が 印刷物と 書籍と を 讀 め。 

10 . 汝の滯 在 地の 黨員に 結びつけ 。その 地に 支部 ( statzpunkt )、 地區 集團 (0 3. 582でで0ぁらば、そ 
の 規律 正しき 勤勉なる 共働 者 たれ、 紛爭を 生ぜし めず して、 起るべき 不和を 鎭 li - る己とに全カを擧 
げて 努めよ ひ 

(三 ) A o の 組織 

國外 咀扇は 2. れを1のガク( 0 岂)として、長官にガウ指導官( 0 さ1 «. ?? こを置く。ガゥ指導官は前 



述の •ホ 丨レ である 。をの 下に、 諸外國 及び 諸 船舶 上に 支部 ( stfpunkt ) 及び 地 區集團 ( crtsgl i を 
置き、 それぞれ 指導 官を 配す る。 (AO の 政治的 指導者は ヒ トラ 丨の許 可を 得て 「國外 組織 芸香 I 
A ? Raute !' の 名稱を 有し、 菱形の 黑い芸 香を 左腕 时關節 上 ニ センチのと ころへ 逆にして 附 ける。 
芸香には人 0 なる頭文字を入れ、その色は最高責任者が黃、その他は白である-その袖章は黨員が人 
o に 參 加して ゐる 時に 限 h 着用し 得る もので、 ドイツ 國內 に歸り 次第、 取 外して 國內の 地 區集團 に 交 
付す る)。 

へ 1 ) 國局 (L^ndelt) 

國局 指導 官 (—raler) は、 委託せられ た 集團の 組織と 全 ft 的 發展 とに 對して AO 指導 官に 
責任を 取る。 國局 指導 官は ドイツ 國民 生活に 關 係の ある 海外の 諸事 件を 常に 知らな け n ばなら ない" 
從つて 國局は A o 組織の 政治的 基礎で ある。 國 局には 次の 八つが ある。 

第一 國局 北部 及び 東部 ヨ丨 ロ， パ 

第二 國局 西部 ヨ丨 パ (大 英帝國 及び アイルランドを 除く) 

第三 國局 東南 ヨ丨 0, パ 及び 近東 地方 
第 四國局 イタ リ— 、スイス、 ハン ガリ I 
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第五 國局 ァフリカ 

第 六國局 北ァメリカ • • 
第 七國局 ラテン •アメリカ 

第 八國局 極東、 オー スト ラ リァ、 大 英帝國 、ァイルランド 
(2) 杭 海 局 (Das Amt scefallrt) 

海員免狀を所持す * 海上黨員全部を管轄し、個々のドイツ商船に地區集團と支部とを設ける。ドイ 
ツ 海運業に 對 する 社會 政策の 發展を 掌ぅ、 併せて 航海 者を 本 國ド イツ 人と 海外 ドイツ人との 仲介者た 
らしめ. る。 航海 局は 三 班に 分れる。 

イ 、ウふ I ゼル = 工ムス 班 (ブレ I メン) . 

〇 、 H ルべ 班 (ハシブ ルグ) 

ハ、 オ ストゼ I 班 (シ •'テテ.. 1 ン) 

へ 3 ) 貿易 Hi* へ Das Aussenhandclsamt) 

ドイツ 貿易の 促進 •を 圖 6、 海外 ドイツ人の 經濟的 重要性に 留意して、 これを ドイツ 國の 經濟的 利益 
と 一致せ しめ、 貿易に 於け る ナチス 經濟 政策を 監督す る。 • . 



(4 ン 貿易 局內 技術 局へ Das Amtfiir Tshnik ini Aussshalldelsamt) 

海外 ドイツ人 中の 技師、 技術 家、 化學 者を 保護し、 國 外への 技術 硏究 旅行 及び 海外に 於け る 技術的 
經濟的 宣傳を 取扱 ふ。 技術 局は 貿易 局內 の經濟 顧問と 連絡を 取る。 

へ 5 ) 法律 局 r c as Rcchtamt) 

法律 局は 外國に 生活す る 無 資產の ドイツ 國民 同胞の 法律上の 保護を 無償で 扱 ふ。 法律 局は ナチ ス黨 
の ライヒ 法律 局 (Reichsrechtsamo 卽ち 、ドイツ 國民 法律 保護 局 (Amt f c-' r die Rechtsbetreuung des 
Deutschen vclks) の •指導 下に ある 國內の ナチス 法律 保護 所 (Ns-Rcchtsbctrcigsstellen) と 協力す 
る。 國內の ナチ ス 法律 保護 所は、 國外 組織の 法律 局が 本 國內に 於いて 法律 的 要求を 追求す る 時、 國外 
ドイツ人に 助力す る。 反對 に、 國外 組織の 法律 局は、 本 國內に 住む 國民 同胞が 外國人 又は 國外 ドイツ 
人に 對して 法律 的 要求を 追求す る 時、 ナチ ス黨 の國外 集團の 助力を 提供す る。 尙 、國外 組織の 法律 局 
は、 國外 K イツ 人に 關する 立法 上の 諸問題に 對 する 黨の 標準 事務所で ある。 

(6) 國民福 祉局 (Das Amtfiir volkswchlfahrt) 

國外 ドイツ人の 冬季 救濟 事業を 取扱 ふ。 國內 外の 國民 同胞の 艱難を 減ずる ことを 目的と する。 かく 
して 國外 ドイツ人に ナチ ス的 犧牲觀 念を 喚起し、 本國 との 結合を 堅く する。 
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(7) 國民保 連 局 (Das Amt f c-' r vclksgesundhcit ) 

ドイツ 國 民の 健康 維持の ための 總統 命令 及び ライヒ 醫師 指導者 ( ?3 2 . n r p ! 3 terahrer ) の 指令を 國外ド 
イツ 人に 傳 達し、 乙れ に與 らしむ る。 卽 ち、 國外 ドイツ人に 健康 及び 病氣の 凡ゆる 問題に 就いて 助言 
を與 へ、 健康な、 人口 政策 上に 又遺傳 生理 學上 に價 値の ある ドイツ 國 民に 就いての ナチ ス的 思想を 弘 
める。 

へ 8 ) 歸禹者 局 (Das Riickwandcreranlt) 

國外から本國へ歸つて來た者の監督保護を掌る。先づ假6の歸國者證(衣ーみミ岂を33运ミ 2. 8)を、 
檢査の 後に 決定的 S 81 へ、 I 局に If の 前提たら しむ。 雷 者の f 的 保 謙と し 
ては 衣服を 給す る 等の 外、 國 內各處 に歸國 者の 家を 設けて、 無資產 の歸國 者を 收容 し、 適當な 職業を 
得る ^ で 保護す る。 

9 ) スペイン 在留 ドイツ人 救助 委員 會 (Dcr Hilfsausschuss f c: r sli . cndeutsche ) 

スペインの 市民 戰爭 勃嚣 際し ニ 九 一一 一六 年 六月 二十 七日に 謹 裏た。 戰 fss ドイツ人 
を 本國に 送還す ると か、 本國に 於いて 又は 國民 主義 的 スペインに 於いて 新 生活を 築く 援助を 與へ ると 
かの 事を 取扱 ふ。 




へ 10 ) 監 # 局 (Das Inspektionsamt ) 

監督 局は 主として 國 外の 黨諸 支部の 組織の ことに 從ふ 。更に、 ドイツの 船舶が 寄港す るすべ ての 比 
較的 大きな 港に 置かれた 港灣 勤務 指導 官 ( z pp ' sdienstleiter ) の 報告を 吟味す る。 港灣 勤務 指導 官の任 
務は 、船舶 上に ある 國外 組織の 政治的 指導 官又は 信任 者 ( vcrtrlmann ) と 提携して、 各地の 集阁 
と 連絡を 取る 外、 ドイツ人 航海 者 及び 旅行 中の 黨 負、 國民 同胞を 保護す るに ある。 

( 11 ) 文化 局 (Das Kulturamt ) 

文化 局は、 國外 ドイツ人との 精神的 文化的 交換を 計る 練ての 官廳 及び 施設に 對 する 連絡 仲繼 所で あ 
る。 文化 局の 活動は 國外 ドイツ人の 文化 生活の 全 領域に 該當 し、 本國 から 外國へ 向つ て 働き かける 練 
ての 文化 諸 力を 統一的に 綜合す る ことを 努める。 即ち、 國外 ドイツ人の 協會 事業 や國民 精神 涵養の た 
めに 重要な 企てに 對する 配慮、 ドイツ 書籍の 公布、 國外 ドイツ人 圖書 館の 創設、 國外 集團や 植民地に 
於け る 催し 事の 應援 、國 外に 於いて 目的 的に ドイツの 藝術的 科學的 催し 事を する に對 する 相談、 國際 
文化 交換の 諸問題に 對 する 協力 等が、 文化 局の 仕事で ある。 文化 局は 敎育家 局と 活動 上から も 組織 上 
から も 連絡して ゐ る。 

( 12 ) 敎育家 局 (Amt a r Erzieher ) 

第二 編 ナチ ス イツ 0 文化 政策 一一 三 



獨逸 の敎胄 、文化、 社 會政策 一一 四 

、敎育家局はナチス敎員同盟の國外部と共に同一指導機關に屬し、國外の全ドイツ人敎育家を組織す 
る ことを 任務と する。 , 

( 13 ) 敎化局 (Das schulungsamt ) 

敎化 局は、 國 外の 黨員に ナチ ス的 世界 觀を 施す。 敎化 局には 航海 者 及び 國外 ドイツ 入の ための 指導 
者學 校が 附屬 して ゐて 、國外 及び 海上の 政治的 指導者を 敎育 する。 更に、 敎化 局には 「ドイツ 國民敎 
養 事業部」 が 附屬 して ゐ て、 教化 局の 世界 觀的 政治的 啓蒙 活動を 文化 政策 的 觀點か ら 補足 支援す る。 

( 14 ) 新聞 局 (Das pieamt ) 

內外新聞に現れた國外ドイツ人 ^ 關する記事に注意して、乙れを利用し、內外のドイツ人經營の新 
聞 ^ 記事寫眞を供給する。 

( 15 ) 映 畫ラヂ オ辯士 配置 局へ Das Amt f c: r Film , Funk und Rednereinsatz ) 

本局は 映畫 、ラ ヂオ 、演說 者に ょつ て國外 ドイツ人の 間で 啓蒙 活動を 行 ふ。 

( 16 ) A0 の ドイツ 勞働戰 線 (Gie dcutschc Arbeitsfront dcr A0.) 

國外組織のドイツ勞働戰線は、國外で働くドイツ人を、ナチス本國で行はれてゐる諸原則に從つて 
糾合し 指導す る ことを 任務と する。 船舶 上の 勞働 平和の 維持 方法の 如きは、 ドイツ 本國に 於け ると 同 



じで ある。 組織 も 本國の ドイツ 勞働戰 線に 準じ、 f クラフト •ドゥル ヒ •フロ イデ」 (Kraft durch Freude ) 

も附屬 して ゐ る。 

( 17 ) 官吏 局 (Das Amtfiir Beamte ) 

官吏 局 (その 指導 官は 同時に ドイツ 官吏 同盟の 國 外部の ガウ 管理人 ( Gauwalter ) である) は、 國外 
官吏、 外務省 官吏、 官吏た る 水先案内 、渡船の 官吏の 事項を 掌る。 

( 18 ) 國外 ドイツ 婦人 勞働 共同 體 (Die Arbeitsgcm s. nschpft dr'r dcu:schcn Frau im Auslande) 
これは、 國外 ドイツ 婦人の 活動の 中心 體 である。 國外 組織の ガウ 婦人 指導 官 (Gaufrauenschafts- 

一 eitcrin) に 指導され る。 

( 19 ) 靑 少年 局 (Das Jugendamt ) 

ライヒ靑少年指導機關と密接に提携し、國外及び海上にある 1- イツ靑少年を指導する。 

( 20 ) ス。 ホ丨ツ 問題 委任 者 ( I)cr Bcauftragtc fiir sportfragen ) 

これは ドイツ 體育 同盟 ( c cutscher Reichsbund f c: r Leibsiibungen ) の 連絡 員で ある。 國外に ある 體 
育 同盟ス ボーツ 同盟の 諸問題を 掌る。 

( 21 ) •カウ 裁判所 (Das Gaugericht ) 
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ガク 裁判所は 國外 ドイツ人の 排除 事項の 法廷と して、 航海 裁判の 決議 紛爭 及び 調停 人の 法廷と なる。 
卽ち黨 と、 國外 K 住む 黧 員との 共同 名譽を 擁護す るので ある。 

( 22 )會計局 9 ^8 8€11き|0 

會計局は國外組織の全財產權事項に對して責任を取る。 

( けこ ^ べた立 0 の組織文、 0 23 9: 3 党 = 5 > £ > 6 岂 15£1\\^ 泛 <:15 ^ 0 3. 巨兵を 3? & 0- 11 を 05^1 »* ゴ 8€113 

Staates 中の Das Acslanddeutschtum v . E . W . Bohlc の 記述に 據つ たもので ある。 Emil Ehrich の . 

Die Auslandsorgalon der IZJ SDAr. を 紹介した 同盟 通信社 パンフレットには、 (1) 第一 國 局 ? ) 
第二 國局 (3) 第三 國局 (4) 第 四國局 (5) 第五 國局 (6) 第 六國局 (7) 第 七國局 (8 第八國 
局 (9) 航空 局 ( 10 ) A 0 の ドイツ 勞働戰 線 ( 11 ) 官吏 局 ( 12 ) 敎育局 ( 13 ) 國 外大學 講師 大管區 
( 14 ) 國外學 生 大管區 ( 15 ) ナチ ス 文化 同盟 ( 16 ) 法律 保護者 同盟 大管區 ( 17 ) 國外 ドイツ 婦人 事業 協 
會 ( 18 ) 靑年局 ( 19 ) 貿易 局 ( 20 ) 監督 局 ( 21 ) 文化 局 ( 22 ) 人事 局 ( 23 ) 新聞 局 ( 24 ) 大管區 裁判 
所 ( 25 ) 法律 局 ( 26 ) 講師 紹介 局 ( 27 ) 歸國者 局 ( 28 ) 會計局 ( 29 ) 學校局 ( 30 ) 國民 福祉 局 ( 31 ) 
技術 局 ( 32 )A0 ハンブルグ 支所を 擧げて ゐ る)。 

尙、ナチス黨國外組織はドイツ國民であつてドイツ國外にゐる者に關する組織であつて、ドイツ系 



の 言語と 文化と を 有する 者では あるが、 ドイツ 國 民では ない 者には 關係 しない。 然ら ば、 ナチス は ド 
イツ 系 人に 對して 如何なる 政策を 施す か。 

ドイツ 系 人の 問題 

ナチス黨國外組織は、國外に在る黨員が客として滯在してゐる國の內政に干涉する己とを禁止する 
やぅに、 ドイツ 系 人に 工作を 施して、 乙れ を 組織化す るが 如き こと もしない と 云 ふ。 然し 乙れ は 表面 
の 原則で あつて、 他面に、 ドイツ 國と 海外 ドイツ 系 人との 精神的 文化的 經濟的 相關關 係を 深める ため 
に、ドイツ系人が何らかの設備を置くとか、團體を組織する己とを獎勵することを妨げないとしてゐ 
る。 故に ドイツ 系 人に 對する 工作が 行 はれて ゐる ものと 見るべき であるが、 調査 部 第二 課 編 「獨 逸の 
宣傳 組織と その 實 際」 (日本 《 際捣 會發 行) に 讓る 。ペル リンには、 國外ド イツ 諸協會 同盟 (Dcr Vcrband 
Deutschcr Vereine im Auslande. V., Berlin) が 在つ て、 國 外の ドイツ 諸 協 # の 指導 的中 心にな^'、 年 
鑑「世界のドィッ人一(？§>06& & <; 5- 1^ミ « 1--)を出してゐる。 
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第三 編 ナチ ス •ドィツの 社會 政策 

第一章 ナチ K 社會 政策 槪觀 
( I ) 社 # 的 政策 

ナチ ス社會 政策の 細目に 入る 前に、 ナチ スが 社會 政策と 云 ふ ものを 如何に 考へて ゐる かを 見る のが 
便利で ある。 卽 ち、 「社會 政策から 社會的 政策へ」 發展 したと 稱 する ナチ スの 意嚮を 確かめる ことは 
所謂 「國民 共同®」 の 本質に 觸れ しめる であらぅ。 cw ^ so sr ? # N. alpolitik 中の： Von der Sozi- 
alpolitik zur sozialen POHtik: (Dr. Miinz) 參照) 

"1^チス社會政策が社會的政策にな 0 たと云ふのは、社會政策が內政のー部ではなく、國民共同體を 
實現 する ための 全趙的 公的 活動の 立場を 意味す るに 至つ たこと を 云 ふ。 ナチ スに 依れば、 從來 の社會 
政策は、 資本主義の 崩壤を 救 ふと 同時に、 高度 資本主義を 發展 せしめた。 高度 資本主義とは、 產 業の 
合理化、 集中 化 及び 機械化で ある。 その 結果、 經濟 團體の 勢力が 增 加して、 國家は 賃銀 契約の 遵守の 
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，單 なる 保證 者に なつた。 勞働 市場と 商品 市場と に對 する 勢力の 諸關 係が、 勞働條 件を 形づくる 決定的 
要素に な 6 、市場 •か 幾 百 萬 人の 運命を 左右した。 即ち、 經濟は 政治 化せられ、 政治は 經濟 化せられて 
政策は 市場の 要求の 奴隸 になつ たので ある。 かくして、 資本主義は 人間を 支配し、 延いては 產業 全般 
を 破壤 した。 產業 のなかに、 否定と 破壊との 精神 •か 生じた a 
然らば ナチス は、 「人間を 支配して、 產業 のなかに 否定と 破壊との 精神を 生ぜし めた 資本主義」 を 
如何 ^ 見るか。 

(ニ) 資本主義の 問題 

Z ノ \ ナチスに依れば、資本主義は國民に仕事とパンとを與へ得ないが故に、經濟體制たるの資格を失つ 
t たので ある。 經濟觀 に 於いて、 ゴク トフ リイ ト •フ* *1 ダ 1( 0 02 3! 良 ^ 0 0. 5 ) の先縱 に 從ふヒ トラ ー は、 

U ドイツ 國 民の 經 濟的獨 立と 自由と を 獲得す るた めには、 ドイツ 經濟が 國際的 金融市場の 支配を 脫 し、 
ハ 「利子 奴隸 制を 打破し、 不勞 所得を 廢止す る」 (ナチ ス黨 綱領 第 十一) 必要が ある ことを カ說 し^^ ヒ 
トラ— に 依れば、 國際 金融資本 こを 戰 爭挑發 者で ある。 故に、 最も 困難な 戰 は、 諸敵國 民に 對 する も 
のでは なく、 國際 金融資本に 對する ものである (「我が 闘爭」 二三 三頁參 照)。 ドイツ 經濟は その 阈際 
化に 反抗し なければ ならない ので ある。 




従つ て 資本主義の 缺點は 、 

C (一) 自 國經濟 部門を 犧牲 にして、 國際的 分業なる 觀念を 尊し とすろ。 

ニ) 勞働を 尊重せ ず、 投機の み R 賴 る。 

0 ( 三) 國民の福祉を目的にしない。利害團體を對立せしめ、國民の福祉を政黨の福祉と置き換へる。 
G 四) 經濟 理論の ために 現實を 無視す る。 

Q (五) 資本主義は 自由主義 的で ある。 自由主義は 一文 化 時期の 特徵 である。 旣に 過去に 厲する もの 
である 0 

登 ハ) 資本主義は 經濟を 自動 機械と 考 へる 故に、 唯物論 的で あ 6、 國家 は經濟 に 千涉 しては ならぬ 
とする點に、自由主義的な唯物論的性格を最も明瞭に示してゐる。 

(七) 資本主義は 人間を 人間よ 6 も 上位に ある 一體系 (趣 濟) に 從觭 5 せる 故に、 普遍 主義 的で あ 
る。 ナチ スは 普遍に 對して 特殊を 主張す る。 

(八) 資本主義は 經濟を 創造性よ 6 も 上位に 置く、 又、 經濟 生活を 創造の 火花を 發 する 生活よりも 
上位に 置く。 從つて 國民 文化の 萎靡を もたらす。 

/ n y 九) 共產 主義の 主要 論據は 資本主義の 主要 論 據の變 化した ものに 過ぎない。 資本主義と 共產 主義 
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との 唯一の 相違は、 創造性に 反對 する 程度の 違 a である。 ボル シょヴ <ズ ム は、 創造性に 對して 武 
器を取つて反抗するに至つた資本主義以外の何ものでもない。 

(十) 資本主義は、 國家 が經濟 政策に ょつ て實 現しなければ ならない 意志的 目的 (例へ ば、 ナチ ス 
<7>. 國民 共同 體實 現の 召 的の 如き) を 持たない。 

ナチ スは この やぅに 資本主義に 反對 して ゐる 。然し、 私見に ょれば、 ナチ ス の經濟 體 制は 決して 資本 
主義を 脫 却して， q ない。 國 民社會 主義なる ものの 現狀 は國家 資本主義と でも 稱す べき もので あらぅ。 

(三) 固 民 社會 主義 

前節に 於 s て、 國 民社會 主義は 國家 資本主義と でも 稱 すべさ かと 云つ た。 その 理由は、 次の 如くで 

ある。 

ドイツ 經濟界 の カルテル 、トラスト 等の 企業 形態は、 旣 に大戰 前に 始ま 6、 大戰 後ます 爻す强 化さ 
れたが、乙の企業形態は、一種の產業統制でぁる0ー九三三年以降ナチスが勞働組合を徹底的に粉碎 
し、 共 產黨に 限らず ナチ ス黨以 外の 政黨を 禁止した ことは、 更に 國家的 統制 政策を 容易なら しめた。 
\然し、社會主義を標榜するナチスの經濟政策は强カな統制經濟でぁるが、ソゲ'^トの如く個人企業 



を全廢して、全生產と配給とを國家が管理するわけでなく、私有財產を肯定する資本主義的經蝥法に 




立脚して. 0る〇1故に、ナチスが當初に揭げた國家社會主義的なスローガンには實行されないものが多 
いのである*^>。急進派のエルンスト.レ1ム( « 3 55. ^ 06 5* 11)が殺戮3れた事£べニ十五笆條の黨綱 
領の乍 成 者 ゴット フリ イト •フ ** 丨ダー (Gottfried Feeler ) が 隱 遠 した 事 等は、 ナ手ス 経 濟 の將來 の 動向 
を暗示してゐる。卽ち，ナ手スの經濟は國家資本主義の道を進ひと思はれ、ー般勞働者は階級鬪爭を 
する 必要が なくなつ たにしても、 從來と 同じく 貧困の 状態に 止 嚏る であらぅ。 

(註) | 九 三 四 年 六月 三十日、 ヒトヲ ー の 命令に ょって 突如 ナチ ス淸黨 逋 動 開始され、 ナチ ス突擎 陳艳 司令 レ ームは 逯 捕され、 
元首相 シライへ ル 夫妻 外、 突 1 シユ トラ ツ T 等 七 名が 統殺 された。 七月 十二 日 * T リングは 法 育 家 大會に 於いて 
済滅 運動 批判 禁止を 聲 明した。 七月 十三 日、 ヒ トラ ーは路 時 議曾に 於いて、 武力 渚 黨のや むな かりし を說 明し、 * ffl 者 七十 
七 名と發 表した o 八月 十八 日、 ゲ ー リングは レ ー ム叛亂 の檢舉 « 一 〇 ニ 四 名と 發 表した 

(四) ナチ スと 資本家 階級 

P ナチ ス (_ 民社會 主義 ドイツ 勞働黨 ) は、 廣耍小 ブてシ "ァ 1 び 勞働者 f 地盤と して 镣 頭し 
た。 ナチ スが揭 げた 二十 五箇 條の黨 耦領甚めば、 ナチ ス i が 如何 I 階級 層に 呼びかけた もので 
あったかが明瞭になる。卽ち、小ブルジ"ァ層は、ナチスを己の政府として權カを獲得せしめ、それ 
こょっ て沒 落に 顔した 己の 地位を 改善 せんとした ので—。 小ブ C てァ 層の 地位 改善は、 市場の 競 
爭戰に 於け る 敵で— 大 資本家 的 企業の 優位を 打破す f とに 依らなければ なら^/事®、 ナチ ス 

第 111 編 ナチ K * K イツの 社 會政策 一 ニ — 一 



獨逸 の敎宵 、文化、 社會 政策 



ニ 四 



ml 動の 中心的 基礎を なした 都會の 中小 商人 及び 家內 工業 者 達は、 百貨店、 均一 店、 多數の 支店を 有す 
る大 商店を 鬪爭の 目的に し ^ j 

中小 商人 及び 家內 H 業者 達が 組織した 中小 營 業者 雲 同盟は、 ドィッ 小 賣商總 i と 結んで、 百貨 
店 及び 類似の 大 商店を、 販賣 商品の 種類を 制限す る ことにょ 6 個別 的 商店たら しめんと し、 更に、 商 
品の 取引 額を 基準と する 百貨店 税 (取引 額 ニ 〇〇〇 萬 マルク 以上の ものに 對し 二分の 一 ^ を 課し、 そ 
れ ょ 6 累進 的に 課する) を 課せん とした。 又、 ナチ ス黨員 及び ナチス 經濟 細胞 組織 ( NS B O ) は 諸 
資本家團體又は個々の大會社に干涉し、各部門にナチスの代表者を入6込爻せることに依つて、資本 
1 の 势 カを 段が ぅとした。 

j 然るに、 政權 獲得 後の ナチ ス政府 は、 嘗ては 運動の 地盤と して 利用した 中產 階級の 利益を 代表し な 
かつた。一九三三年五月六日には、中小商エ業者保護法なる法律が決定されたが、 2: れは ^ に商店の 
新設と 景品の 配布と を 禁じた のみで、 百貨店に 對して 中小 商工業者を 保護す る ものでは なかつ た。 j 百 
貨店税 及び 支店 税の 徵收に 就いては 取引 額を 基準と する 百貨店 税は 制定せられ ず、 單に 旣存の 百貨店 
税 及び 支店 税を 倍加し 得る 權能慕 與 へたに 過 f かつた。 一 ナチ ス 最高 幹部は 黨絵對 して 今後 
百貨 0 に千步する乙とを嚴禁し、八月七日には中小營業者闘爭同盟を解散せしめた1他面 トィ ッエ 




業家聯盟太六月ニ十日にドィッ雇主同盟を併合してドィッエ業團體と改名し*以前同樣クル.ブに支 ® 
せら作る己とにな6、ラングナ1ム*フェラィン(ラィン*ク*ストファ1レン地方の重エ業資本家團趙) 
も七月五日に至つてナチス黨員の支配を脫し、フリッッ*テ'ッセンが指導者の地位に就いた。從つてナ 
チ スの 代表者を 諸 資本家 围體 及び 大會 社に 送 6込 んでゐ た ナチ ス經營 細胞 組織 ( N SBO ) は、 七月 
二十 九日に 至つ て、 同 細胞 組織が 任命した コンッ** ルン 諸會 社に 對する 委託 者 全部を 解職す る 乙と を 
發 表しなければ ならな かつた。 つ ^ 64 所謂 「國民 革命」 の 波に 乘じて ナチ ス黨 員が 企てた 大 資本家 
に 對する 千涉は 完全に 除去せられ たので ある 。 j 

右の 事實を 見ても、 ナチス が 資本家 階級の 味方で ある ことは 明白* たが、 後に 說く國 民勞働 統制 法の 
諸規定を見れば、乙の事は一餍明らかになる。例へば勞働條件を決定するにしても、資本家に信用せ 
られて ゐ る 人々 が 選ばれて 構成す る 信任 協議 會が これを 行 ふので あるから、 勞働 者の 意志が 尊重され 
るとは 考 へられな い。又、勞働振興ブログラムにょつて行はれた各種公共事業、新自動車に對する租 
税の 免除、 自動車 道路 等は、 殆ど 總て 資本家の 利益になる もので あつた。 . • 

(五) ナチ スと 一^者 階級 

ナチ ス 政府 治下に 於け る勞働 者の 狀態に 就いては、 後に 說 
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線」とを參照3れ犮い。 

〇 cl )前項に於い<確かめたやぅに、國民社會主義ドィツ勞働黨は、政權獲得後、中產階級及び勞働 
者 階級の 希望を 裏 S せず、 資本家 階級の 味方で I を 暴露した。 從 つて、 全 國で約 五 百 萬の 勞 
働 者の 投票者を 持つ VQ ラ T ツ共產 (C か 解 f せら とは、 勞働者 階級に とつて 不幸で あつた" 
& (ニ) 一 諸勞働 組合 及び 諸 使用人 組合が 「ドィツ 勞働戰 線」 なる ナチス 組織に 統一せられ たこと も、 
勞働者階級にとつて不幸であつた。何故ならば、「ドィツ勞働戰線」は勞働者の物^^ ^i• 4活レ，ぃ J v 計 
ると か 勞働者 G 利 f 代 辯す ると か Q 組織では f、 i 的に i 働 者に ナチ ス 世界 觀を體 
得せし める ため、 消極的に 一一 反 ナチ ス的勞 働 S を防遏 する 窆の組織だからであ »6 。ーナチス世界觀 
は、 經濟 及び 勞働 方面に 於いて、 指導者 (企業 主) に對 する 從 ® 者 (勞 ■者) の絕對 服從 を敎 へる。 
從つて 、ドイツの 勞働 者が、 舊勞働 組合を 破壞さ れ て、 「ド イツ 勞働戰 線」 に 統一 3 n た 乙と •は、 勞働 
者の 團瞪 的鬪爭 力を 薄弱なら しめたと 云は なければ ならない。 

(三)「然し、ナチスの第三國家には階級鬪爭の必要がなぃと云はれる。|勿論、純理論的に云へは 



企業家が 指導者と f 勞働 者が 從屬 者と 5 V 、 兩者 間に 些細 2 櫟— く、 相携 へて 國 家の 繁榮の 
ために 動く ので あれば、 階級 闘爭 は 自ら 終熄す るで あらぅ。 然るに、 資本主義 的經 濟體制 下に あつて 




は 資本家と 勞働 者との 利害は 必ず 相反す る。 I ドイツ 勞働戰 線の 指導者 & ly < hi 7 x c < cbcrtLcy ) 
に 依れば、 對立 する 利害 關係に 置かれて 資本家 對勞働 者と いふ ニ 大陣營 に 分れて ゐた兩 者は、 「職能 團 
體的 構成」 と 「ドイツ 勞慟戰 線」 とを 通じて 融和され 得る と 云 ふ。 1 從つて 、「職能 團體的 構成」 とは 何 
か、 「ドイツ 勞働戰 線」 とは 何かとい ふ 問題になる が、 何れも 後 章に 讓 る。 

(四てナチス政權掌握當初には、食糧品價格の引上げと、乙れに伴ふ消费の減退とが非難$れた。) 
一九 三 七 年に 於いて も 食糧 饑饉が 云々 され、 同年 三月 十五 日 以降は、 パン 及び パン 製品の 製造に 當つ 
て 小麥份 に 七 ^ の 玉蜀泰 粉を 混入す る 乙と が 命ぜられた 程で あつた。 食糧 品の 偾格が 引上げられ たの 
は勿論、食糧不足に依るが、この食糧不足は當然農產物の價格騰貴を诞した。法律の取締にも拘らず 
一九 三 四 丨三五 年間に、 家畜の 價格は 一四 ^ 騰貴し、 馬鈴曹 その他の 農產 物の 價格 は戰 前の 水準に 迄 
達した。 

然し、 一九 三 八 年 九月の 黨大會 に 於いては、 ゲ丨 リングが 社會 政策の 成功を 報告して 次の 如く 演說 
した。 (人)ドイツには强制勞働はない。ドイツ人にとつて義務でもあるものが、外國人には强制と見 
える の* た。 ドイツ 勞働 者の 至上 命 法は 義務を 果す ことで あ^'、 最高の 義務は 國家 を 保全す る ことで あ 
る。 ( B ) 社會 政策は 成功を 收め た。 勞働 管理 官は 、現在、 經營の 全 勞働條 件を 管掌し 得る。 ( C ) (イ〕 
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十月 一日 以後 パンに 王蜀泰 を 混ず る 己と を廢 める。 (ロ) 新鮮な パンを 貴る ことを 許可す る。 (ハ) 黑ノ 
ンの磨 II 減らす。 (- 一) 故に、 糠と しての 飼 S 蠢用) •か 多くなる。 (ホ) パンの 値上げを 5 ぬ。 
(へ) ビニ の— は— 4 加衰 るで あらぅ。 11 は 昨年 以上。 (チ) 1— 出で き 
る 位 ある。 (リ )1 船は 大成 1 た。 丨ゲ- リングの 演說 は ドィッ— 政策の 成 f — 
の遲々 たるを 暴露して ゐ るので は ある ^ いか。 

(五) 勞働 所得 (勞 I 、 使用人、 裏) の 態 樣は 如何。 一— に 於いては 一九 一一 三年と 對比 
して . 

. 一九 三 ニ 年 第二 四半期 六十 五 億 五 千 五 百 萬 ラィ ヒス •マルク 
一九 三 四 年 第二 四半期 六十 九 億 三千 六 百 萬 ラメ ヒス •マルク 
卽ち 、五八 % の 上昇と 報告され た。 

然るに官廳生計費指數は、 

一九 三 ニ 年 七月 八 〇 • • 



一九 三 四 年 七月 八 一 

即ち、 〇 •会の 騰貴— して ゐ る。— て、 生計費 1 偽の もので ない としても、 勞 1 




の增加は四*九％に減るわけである。一體、ナ手ス治下に於いては統計局から發表される總ての數字 
は宣傳省の檢閱を經る。己れは、宣傳省が重要な統計をナチス政府に都合のょぃゃぅに改竄するでぁ 
らうとの 想像を 許す ものである。 又、 平均 時間 賃銀の 統計は 一九 三 四 年以來 、婦人 勞働 者の それは 一 
九 三 四 年 十二月 以來 、最早 經常 的には 發 表されな くな つた。 從つて 、次に 揭げ る國民 所得 統計の 如き 
も、 多分に 疑 ふ 餘地が ある わけで ある。 



三年 
八 年 
九 年 
〇 年 
I 年 
ニ 年 
三年 
四 年 
五 年 
六 年 (ニ) 



總餌(百萬 11 £) 

四 五、 六 九 三 
七 五、 三 七三 
七 五、 九 四 九 
七 S 三 三 

五 七、 四 五八 

四 五、 I 七 五 

四 六、 五 九 〇 
五 - 、 七 |〇 

五八、 三 九 五 
六 三 -: ニ 三 



民 所 1 
人口 一人 當所得 
餌 (KMX I ) 

七 六 六 

I 、 一八 五 
1、 I 八 七 
1 、◦九 - 
八 八 九 
六 九 六 
七 一四 
八 o 四 
八 七三 
九 三 七 



得 

消费軍 位當 
所得 ( BM 〕 

九九 — 

I 、 四 五三 

I , 四 五三 

1、三三 三 

I 、〇 八 三 

八 四 七 

八 六 六 

九 七三 

- 、 o 五 七 

一、 ニ 一一 五 



(註) ( I 〕 成年 男子 (完全 人〕 の 消* を檫 準と し、 
(消費 單 位) 婦人 子供を 右の 播準に 對 する 割 
合に て 推算せ る もの。 人口の 年齡構 成の 異 
なる に 從 ひ、 人口 一人 當 所得 餌は、 毎年の 
W 民の 福耻 水準を 比較す SC とを 得ない 故 
に、 右の 消* 單 位當國 民 所得を 計算す る必 
耍がぁ る a 

(ニ) I 九 三 六 年 以降は ザ ール 地方を 含む。 
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勤勞 所得、 企業 所得、 年金 所得の 比較 
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九 ニ 九 年 



九 

九 

九 

九 

九 



ニ 年 
三年 
四 年 
五 年 
六 年 



勤勞 所得 及び 企 
業 所得 (1) 

六 三 •六 
三 六 •八 
三 八 •五 
四 四 •ニ 
四 九 •五 
五三 •八 



年金收 人 
( 2 ) 

一三 •三 



年金收 入の 勤勞 
及び 企業 所得に 
霣 する 割合 ( % ) 

ニ 9 九 



ニ 



10 



三 

六 

一 

〇 

九 



三 三 
三 〇 
i 
ニ 一 
10 






(軍 位 十® ライ ヒス. マルク) 

(註) (1) I 、 林業、 商 5、 I 、 俸給 (1 の— 分 I 險料 共) よりの 所得 及び 贫社收 人— む。 

(eo I 收 入、 貸貸 料 •地代 及び 年金 恩給を 含む。 

(六) 勞働 所得の 次の 問題— は 租税で— が、 租税— 年增 加して ゐ る。 1 歲 入に 對 
する 百分率で 示す と、 



九 二八 年 
九 三 三年 
九 三 七 年 



一八 •六 ズ 
一一 六 •〇％ 
二八 •六 % 



である。 





賃銀所得中から差引かれる諸控陰は、(イ)失業保險掛金の增額ー*五匁(ロ)恐慌税ー ^ ハハ)結婚 

生活 者 扶助 (所謂 獨身税 ) ニ ^ (- こ 冬期 救濟 事業 寄附 金、 勞働 戰線袓 合费 ( 緦收入 及び 臨時 仕事の 價 

値にょつて決定5れ、最高月ニ|ライヒス*マルクょ6最低月0 * 1〇ライヒス*マルクまで)、ナチス 
の 新聞 雜誌購 讀豫約 費 等々 全部で 少く とも 五 K である。 又、 勞働 振興 ブ 0 グラムは 「國民 的 事業 助成 
のた めの 自發的 寄附」 を 募つ たが、 これは 殆んど 正規の 租税に 變じ た。 卽 ち、 勞働 者は 賃銀の 中から 
每週 二十 五べ 一 '; ヒの 寄附を 强 制される が 每週 二十 五 ペー '; ヒは 年額で 十三 ライ ヒス •マルクに 達する。 
從つて 國民 所得 增 加の 緩漫な るに 對 する 租税 負 擔の增 加は、 勞働 者の 生活を 低下せ しめたで あらぅ。」 
(六). 勞働配 S 政策 

ドイツが現在「エ業に於ける勞働カ特に熟練エの不足と農村に於ける勞働カ不足」とに惱んでゐる 
ことは、 一九 三 八 年 九月の 黨大會 に於けるヒトラーの演說に明らかである。 

(イ) 勞働 手帳 制度 

一九 三 四年以 來 、ナチ ス社會 政策は 勞働 配置を 計畫 的に 行は なければ ならな かつた。 一九 三 五 年 ニ 
月 二十 六日の 「勞働 手帳 實施 に關 する 法律」 にょる 勞働 手帳 制度は、 計 畫的勞 働 配置の 基本的 準備 調 
1 :.•: であつ たが、 ライヒ 勞働 紹介 失業 保健 局 長官 ジル I ブを 最高 指揮者と して、 乙の 統一的 中央 機關を 

第三 編 ナチ K •ドイツの 社 # 政策 . ニー ニ 
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中心に、 全國三 六〇以上の勞働局の下に全職業紹介失業保險機瞄が總動員3れたのであった。 

勞働 手帳 制度は、 「勞働 手帳 實施に 關 する 法律. 一の 第 一條が 規定す る 如く、 「ドィッ 經濟に 於け る 適 

切な 勞働 力の 配分を 確保」 せんとす る もので、 全 勞働者 並びに 使用人に 對して 勞働 手帳を 所持せ しめ 

企§ 及び 所轄 勞働 官應を して 勞働者 並びに 使用人の 人格、 經歷 及び 職業を 明瞭なら しめ、 かくして 

勞働カの適切な配分を確保し、勞働統制を確立せんとしたのである。本法第ニ條は、本法の施行につ 

いて 定められた 時期 (一九 三 五 年 四月 一日) 以後に 於いては •本 法の 適用を 受ける 勞慟者 並びに 使用 

人は 勞働 手帳を 所持し なければ 經營 、行政 又は 世帶に 雇傭せられ 得な S ことを 規定した。 第三 條は勞 

■ 

働手帳が所轄勞働公署(職業紹介所)から發行5れるものである乙と、他の部署ょ6の發行は法律が 
認めた 場合の 外は 之を 禁じる ことを 規定した。 第四條 は、 本 法の 違反に 對 する 罰則を 規定した。 

勞働 手帳は 實際に 如何なる ものである か。 

(1) 勞働 手帳の 發 行。 勞働 手帳は 勞働者 又は 使用人の 申請に ょって、 所轄 勞働公 署か ら發行 され 
る。 發行を 申請す る 際には、 勞働者 並びに 使用人は 先づ 所轄 警察署の 證明 書を 受けなければ ならない。 
勞働 公署に 出頭した 場合は、 發 行に 先立つ て 自己の 人格、 職業、 經歷 等を 係官に 對して 陳述し なけれ 
ばなら ない。 發行は 無料で ある。 



(2) 勞働 手帳の 全國的 統一。 勞働 手帳は 全國 | 律 的に ライヒ 職業 紹介 失業 保險局 長官の 定めた る 
雛 形に ょつ て 統一され る。 全 勞働者 及び 使用人に 對して 同時に 勞働 手帳を 交付す る ことが 不可能な た 
め、 一定期間を 定めて 假證明 書を 發行 する こと も ある。 

(3) 勞働 手帳の 記載事項。 勞働 手帳には 自己の 生年月日、 住所、 經歷 並びに 職歴を 記入す る。 

(4) 勞働 手帳の 運用。 勞働者 並びに 使用人は 新たに 雇傭せられ た 場合、 又は 雇傭 關係 中に 於いて 
も勞働 手帳が 交付せられ ると 共に AJ n を 企業者に 手交す る。 企業者は 右 勞働者 又は 使用人の 雇傭 中は 
これを 保存し、 手帳の 中に 雇傭 開始の 日時 及び 正確な 種別を 記入す る 以外に、 別に ライヒ 職業 紹介 失 
業保險局長官の定める用紙に同樣の記人をなして、これを所轄勞働公署に提出しなければならない。 
又 雇傭に 變 更を來 たした 際に も 同様の 報吿 をな し、 雇傭 終了の 際には、 その 日時を 記入して 手帳を 原 
所持者に 返還す る。 

(5) 勞働 手帳の 保管。 企業者、 勞働者 又は 使用人た るを 問は ず、 勞働 手帳の 保管 者は その 保管 中 
充分の 注意を 拂は なければ ならない。 手帳を 紛失した 場合には、 これを 所轄 勞働 公署に 申請す る こと 
を 要し、 その 申請に 基づいて 新たに 勞働 手帳が 交付せられ るが、 この埸 合には 手數 料を 徵收 する こと 
•か出来る。 
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へ 6) 勞働 手帳の 監督。 勞働 公署は 必要 ありと 認める 場合に 何時でも 勞働 手帳の 差 出を 請求す る こ 

とが 出来る。 又、 勞働 手帳の 中に 不當 、不完全 又は 許容し 難い 記入を 發 見した 時には 注意を 與へ 、訂 
正を 行は しめる 己と が出來 る。 勞働 公署は 管轄 下の 勞働者 及び 使用人の 勞働 手帳に つ？ これを ヵ丨 
ドに 記 \ 七、 保存し V 置かなければ— な S。 勞働 手帳 法に 對 する 罰則は、 他の 刑事 法規に ょつ て 
一層 重 い刑に處せられる場合を除さ、違反事項の種類に從つて、ー年以下の禁錮と百五十ライヒス丨マ 

ル ク以 下の 罰金との 二種を 區別 する。 

( □ ) 勞働 配置 政策の 弱點 としての 農業 勞働カ 補給 

「タイ ■ヒ勞 働 時報」 中の ライヒ 勞働 紹介 失業 保險局 長官の 報吿 にょれば、 一九 三 八 年 春、 農業 勞働カ 
不足の ため、 士一 萬の 外 國勞働 者— 入した。 己れ A 勿論 ドイツの アク タル キイ 政策— 險— しめ 
る もので—。 旣に 一九 三 四 年 五月の 「囂 配置 規制 法」 と 一九— 年 二月の 「農業 勞倒カ i 充足 
に關する命令」とは、非農業的經營が農業に從事してゐた者を雇傭せんとする時には、勞働紹介監督 
勞働局の同意を要するものとし、又、その强制解雇をも同じ機關の權限に委ね得る乙とにし /2 

然し、 農民 離村と 勞働カ 都市 集中 化とは、 資本主義 制度に 固有 I 然的 傾向で ある 上に、 ドイツの 
現狀 文 準戰 時 ft 制 下に あつて、 生產 力を 演充 しつ、 ある 軍需品 諸產 業が 勞働 カ吸收 を 强 化して ゐる 




事實 、四ヶ 年 計畫を 宣言した 一九 三 六 年 十一月には、 「農業 勞働カ 需要 充足に 關する 命令」 は 廢 止？ 
れた。尤も、その後に於いても農村勞働カの過度の流出を防ぐため、地方的に、化學並びに建築エ業 
に 於け る勞働 者の 雇傭を 職業 紹介 機關の 同意を 要する ものと 命令した こと も ある。 然し、 大髖に 於い 
て 農業 生產 力の 維持は 軍需 諸 工業 並びに 鑛 業の 生產カ 擴充 の犧牲 になぅ つ、 ある。 

ナチス は 農業 政策 第三 條に 「農民と 農業とは 眞の ドィツ 民族 國 家の 樞 軸」 と 宣言した。 故に、 農民 
の精神的啓蒙に努めるかたはら、農業勞働者住宅の建築と長期契約農業勞働制とにカを注いでゐる。 
然し、 外 國勞働 者の 輸入が、 一九 三 七 年の 六 萬から 一九 三 八 年 春の 十二 萬に 倍加して ゐ る事實 は、 農 
業 勞働カ 調整の 困難を 如實に 示して ゐ る。 

(ハ) 熟練 勞働 者爭奪 防止 

勞働 配置を めぐる 社會政 策の 最も 基本的な 問題は、 熟練 勞働 者爭奪 防止で ある。 從つて 、四 ヶ年計 
畫受 1¢ 最高 指揮者 ゲ 1 リングに ょる 一九 三 六 年 十一月 七日の 諸 命令の 根幹を なす ものは、 熟練 勞働者 
爭奪防止に關するものであつた。即ち、勞働配置に關する彼の第ニ命令がこれを示してゐる0 

(1ン鐵並びに金屬エ業經營が四半期に十人以上の勞働者雇傭を增加せんとする時は、當該管區勞 

働局の認可を要する。 
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(2) 特に 超過 雇傭を 必要と する 時は、 國家 政策 的 經濟的 重要性に よつ ての み 認可され る。 

(3) この 重要性の 基準は、 軍備、 食糧 保障、 國內 原料 產業 確保、 輸出 促進、 勞働者 住宅 建築 等の 

順で ある。 / 

又、 一九 三 七 年後 半には、 同樣の 規定が 建築 勞働 者に も 適用せられ た。 

01 ) 勞働ヵ 需要の 統制と 勞働 賃銀 その他の 惡化 

熟練 勞働者 不足は、 競爭 的な 賃銀の 糴 上げ、 福利 施設に よる 誘惑 等に よる 勞働 者の 爭奪を 惹起し、 
乙れ は 生產ヵ 擴充を 阻害す る。 從つ て、 計畫 的な 勞働 配置は、 先づ 賃銀 勞働 諸條 件の 强ヵ的 計 $ 的統 
制を 必要と する。 

(1) 勞働關 係 

後に 詳述す る 「賃率規則」は、超經營的な領域に亙つて賃銀勞働諸條件の最低條件を規律するもの 
で、 勿論 勞 働諸條 件の 國家 的 統制で あ-^、 統制の 擔任 2 勞働 管理？ ある。 然し、 賃銀 勞働 諸條件 
その他は、 第一 次 的には 經營 指導者 (企業 S が 「經營 規則」 のなかで 獨裁 的に 決定す る。 經營 指導 
者の決定する勞働諸條件に對して異議を挾む唯ーの機關は「信任協議 .# 」であるが、乙の協議會の 
議長丈經營指導者であ6、委員は、經營指導者がナチスエ場細胞委員長として選拔した勞働者及び使 



用人中から無記名投票にょつて選任せられるのであるから、勞働者の意を滿たし得ないと思はれる。 

2 ) 賃銀 問題 

四ヶ 年計晝 宣言 後、 ナチ ス經濟 政策に 於け る國家 的價格 形成の 最高 原理は 「價 格の 固定」 であ 6、 
社會 政策に 於け る 國家的 賃銀 形式の 最高 原理は 「賃銀の 固定」 及び 「給付 賃銀の 原理」 である。 然し 
「給付 賃銀の 原理」 は勞働 給付の 增大 、從 つて 生產の 增大を 伴 ふ 限り、 賃銀 規則に 規定され た 賃銀 率以 
上の 賃銀を 許して、 賃率 規則に ょる 固定貨 銀 率と 事實 上の 賃銀との a らきを 生ぜし める から、 企業者 
は 熟練 勞働 者爭 奪の ために、 これを 利用す るに 至つ た。 一九 三 八 年 六月 二十 五日の 「賃銀 形成に 關す 
る 命令」 は、 最高 賃銀を 新たに 强カ 的に 規則した もので あつて、 同年 六月 二十 二日の 「特に 國策的 重 
要 性を 持つ 事業に 對 する 勞働カ 充足 確保 令」 (註) と共に、 勞働 保護の 社會政 策が 後退しつつ ある こと 
を 示す ものである。 

(註) vcr c rdnun oq zur ^ chcrs c ll§ cra dsFC 3: ftchcd 与 fs fiir Aufgal>cn von l>cs^ 

はゲ 1リングにょつて發布された0 

9 

(ホ) 勞働 力不足 對策 

ドィツの 勞働 力不足は、 勞働 局の 報吿 にょると、 一九 三 八 年 五月 現在 雇 入 申込に 對し て、 二十 萬 人 
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の 不足で あった (そのぅち 八 萬 五 千 人は 農業 部門に 關する 不足)。 これが 對策 としては、 

(1) 婦人 勞働者 調達 法 (一九 三 八 年 二月) 

oun に 依っ て、 二十 五 歲未滿 の 婦人 勞働 者は、 最少 限度 一 ヶ年以 上 農業 經濟 若しくは 家庭 經濟 に從 
事した者に限り、公共若しくは民間企業に就職し得ることになった。ドィッの總就業勤勞者ニ千萬人 
中 六 百 三十 八 萬 人は 婦人 勞働 者で ある。 故に、 婦人 勞働 者に 依って 勞働 力不足を 補 ふため、 かの 結婚 
獎動金 制度は 一九 三 七 年 秋に 撤廢 3 れた。 

(2) 家 內勞働 者の 動員 計畫 

恐慌 時代の 失業者た る 家 內勞働 者を 再敎 育して 勞働戰 線へ 送 6 出す。 

(3) 靑年勞 働 者の 養成 

一九 三 八 年 三月の 法律に 依つ て、 

學校 卒業生は、 卒業後 二週間 以內 R 勞働 局へ 申吿 する 義務が ある。 

一九 三 四 年 一月 一月から 一九 三 八 年 三月 十四日 迄の 學校 卒業生に して、 二十 五 歲未滿 の勞働 者も勞 
働 局へ 申告す る 義務が ある。 



九三八年四月一日以降、ニ十五歲未滿の徒弟を雇用せんとする場合は勞働局の同意を要する。 




( 4 ) 勞慟 者の 質的 改善 

工場 內 徒弟の 再敎 育" 將來は 工場 內で 講習 會を 開始し、 ^ 働 者の 技術的 向上に 努める ことにな つ 

(5) ォ I スト リアの 失業者 (約 六十 萬) を、 ドィッ 本 國とォ I スト リアとの 諸產業 部門に 振 6 分 
ける。 

(へ) 「特に 國策的 重要性を 持つ 事業に 對 する 勞働カ 充足 確保 令」 

一九 三 八 年 六月 二十 二日に 至つ て、 國策上 重要なる 一定 事業に 對 しては 勞働 力を 强制 的に 振 & 向け 
る 旨の 命令が 發布 された。 即ち、 「特に 阈策的 重要性を 持つ 事業に 對 する 勞働カ 充足 確保 令」 は 男女の 
別、職業の如何を問はず、苟も勞働能カぁるドィッ國民一般に對し、通常の^^契約關係に於いて、 
一時 政府の 指示す る 特定の 職場に 於いて 勞働を なし* 又は 特定の 職業 敎育を 受 くる 義務を 負は しめた。 
然し、 勞働 義務を 賦課せられ た 者の 復職 及び 旣得權 は保證 せられ、 收 入は 從來 の收入 以下なら ざる も 
のとす るので ある。 
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第二 章 職能 團體 的社會 構成 

( I ) 職能 團體的 構成、. 

ナチス社會政策の最高目標は、所謂「一民族、一國家、一指導者」の民族共同體を建設する 2. とで 
ある。 即ち •「民族 共同 體な くして は ドイツ 軍備 建設の 觀念的 前提な く、 失業の 減少な くして は ドイツ 
軍備建設の物質的前提は存しない。*+イツ軍備の建設なくしてはドイツ國民の生存權の保證なく、爻 
た ドイツ 民族の、 ひいてはドイツ各個人の利益と幸福のためにドイツの文物を形成する可能性はあ6 
得ない」 (邦譯 「新 獨逸國 家 大系」 第一 卷三三 ニ 頁) ので ある。 然ら ば、 民族 共同 體或 ひは 國民 共同 體 
は 如何なる 社會 構成に ょつ て實 現される か。 

ナチス の 理論は、 社 會の組 織 や 機構は 意志 現象で あつて、 人間の 製造 的 意志に ょつ て 思 ふが 爻 、の 
形式を 與へ 得る ものであると 說 く。 この 點ナ チスの 理論は、 社會 組織 社會 機構を 自然現象 或 a は 必然 
現象と 見る 社會 民主主義 や マルクス主義と 訣別して ゐる。 ：• 

即ち、 ナチス 心職能團體的構成にょつて國民共同體を實現しょぅとし、職能團體的構成( ^ $ 0. 7- 




schcr Aufbau ) は國 民の 全力を |方向に向け得5せる組模であると云ふ"然らば、職能圃體的構成と 
は 何 か。 . 

先づ 、職能 團體 ( stami ) の 一例と して、 特に 重要な ライヒ 食糧 同盟 (Keicliihrstalul) を 見る。 

ライヒ 食糧 同 ffi Ji ライヒ 食糧 農業 大 E (Reicllsministcr f c: r Erndhrung und Landwirtschaft ) ic 思し、 
農產 物の 生產 者た る 農民 だけでなく、 農產 物の 加工 者 再生 者 全部を 包含して ゐる 。ライヒ 食糧 同盟は 
第一に 經濟 政策 的 施設で あるから、 農產 物の 直接の 生產 者た る 農民 以外の 者を もこれ に 參加 せしめた 
理由は、それによつてドイツの食糧組織全體を槪觀することを得て、市場統制と價格形成とを阅滑な 
らしめ ん としたの である。 又、 ライヒ 食糧 同盟は 所臈 員の 經濟的 並びに 社會 政策 的 保議を も 行 ふ。 即 
ち、 その 指導部は、 市場 ( Markt ) 農場 (1.100 人間 ( 2 013 5- )といふ三主要部門に分れて、あらゆる 
領域に 於いて 所屬 員に 計畫 指導を 與 へる。 ナチ スが說 く 「土と 血」 なる 理論は、 ドイツの 土地と ゲル 
マンの 血統と を 主張す るの だが、 己の 理論の 最大 對象は ドイツ 農民の 維持に あると 云つ てよ い。 ナチ 
スは この ライヒ 食糧 同盟なる 組織に よつ て 農民の 維持に 努める 旁、 ライヒ 食糧 同盟を 計盡 的經濟 的に 
指導す る 乙と によつ て、 ドイツ 國 民の 食糧を 能 ふ 限. 〇 ドイツの 國 土から 得よぅと する ので ある。 

尙 、ライヒ 食糧 農業 大臣は ライヒ 食糧 同盟を 主宰す ると 同時に、 ライヒ 農民 組織 ( Reichsbaucrn 丨 
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schaft) の 長と して ライヒ 農民 指 奪 者 (穴 2. 〇 5* 〇* ミ古3「&310である。ライヒ食糧同盟の意義は、それ 
•か 先 づ經濟 政策 的 施設で ある 點に t が、 農民 組 嫌は 一定の 生活 形式に 所屬 する 者 全® の 集合と して、 
ライヒ 食糧 同盟とは 些か 異なる 意義を 有する。 所謂 「職能 團 體」 ( stand ) なる 名稱は 農民 組織の 如き 
に該當するのであつて、その理由は、農民組織の構成員は經濟的共通利害にょつて結びつけられてゐ 
るの みで なく、 共通の 道 德的觀 念に 結びつけられて ゐる からで ある。 

ライヒ 食糧 同盟は 職能 團體的 構成の 一例で あるが、 ライヒ 文化 評議 會 (「ナチ ス •ドイツの 文化 政策」 
參 照) や ドイツ 勞働戰 線： 後述) も、 國民 共同 體の 基礎と なるべき 重要なる 職能 團 ft 的 構成で ある。 ラ 
イヒ 文化 評議 會は 直接 又は 間接に ライヒ 國民 啓蒙 宣傳 大臣の 管轄 下に ある總 ての 職業竝 びに 經營が 集 
合して 構成す る もので あ 6、 ライヒ 食糧 農業 大臣が ライヒ 食糧 同盟を 管轄す ると 同時に ライヒ 農民 組 
織の 指導者で ある やぅに、 ライヒ 國民 •啓蒙 宣傳 大臣は 同時に ライヒ 文化 評議 會總 裁で ある。 

(二) 職能 團體の 理論 

ナ手ス の社會 構成は 職能 團 體的搆 成で ある 。アルフレ" ト •ロォゼンべルクに依れば、ー我々は全趙國 
家を 欲する のでは なく、 國家に 於け る ナチ ス 運動の 全® 性を 欲する。 等族國 家を 欲する のでは なく、 
職能閹 體的組織を持つ政治的權カ形體を欲する」のである。從つて、職能阐趙的溝成とは共同猾の政 





治 的 生活 形態で あると 云 ふこと が 出來 る。 この場合、 「ナチ ス國 家は 民族的 生活の 政治的 作用で ある 
が、 國家 自身は 職能 團® ではない」 (ケロル イタ ー )。 



(ィ) 職能 團® と 利益 團體 

ナチス に 依れば、 職能 團體は 民族の 生活 的 必要から 生じた もので、 民族 生 治の 绝 落の 形態を 示す 利 
益團® とは 別物で ある。 利益 團體 とは、 民族に 反し 民族を 犧牲に して 小 集團の 利益を 遂げん と 努める 
もので、 單なる 目的 團體 である。 之に 反して、 職能 團趙は 同じ 民族的 生活 機能の 實現に 協力す る生產 
者の 共同 趙で あるから、 有機的な 組織で あつて、 職能 團體の 成員は、 組合 共同 體的 紐帶で 結ばれて ゐ 
る。 彼等は 「職能 上の 仲間」 であり、 職能 團體を 通じて 民族に 寄與 する ので ある。 

(ロ) 職能 團體の 種類 . 

職能 團體の 種類は、 民族が 如何なる 生活 機能を 必要と する かに 依つ て 決定され る。 民族が 生きる た 
めには、先づ民族の物質的生存が保障5れなければならないから、經濟の領域に於いて職能團趙的構 
成が 始爻 る。 卽 ち、 農民 團體 、工業 團體 、商業 團體 、手工業 者團體 、交通 團 髖 等。 文化の 領域に 於て 
は、 醫 師圑體 、法律家 團體 、敎育 家 團體 、國 防團趙 等。 

(ハ) ラィヒ 職能 團體 
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職能 團體 は「 公法 上の 自治®」 と 見られ、 この 意味で ライヒ 職能 阐體 となる。 ライヒ 職能 團趙は 國 
家の 肢體 であ 6、公の任務の擔者であつて、自治體として固有の活動範圍を有し、委託せられた範圍 
•內 で、 國 家の 上位 高權の 下に 固有の 强制權 力を も 持つ て ゐ る。 

第三 章勞働 政策 

ン • : • 乂 

. ( I ) 勞働 政策 

ナチス 勞働 政策は、 國家を 媒介と した 勞資 共存 共榮 のた めの 經營 共同® と稱 せらるべき 組織の 建設 
を、 最大 目標と して ゐ る。 

周知の 如く、 ナチ ス社 會觀は 從來 の經濟 中心 主義の 見方を 斥けて、 國家的 道義 觀及び 社會的 名# 觀 
を 導入して 來たが 、國 民勞働 統制 法は 經濟 と道德 との 合一の 立場から、 產業 平和を 維持 促進し やぅと 
する 意圖を 示して ゐ る。 

ナチス 勞働法 そのものは、 勿論 一般 ドイツ 國 民の 安寧 福祉の 維持 增進を 目的と する もので、 必ずし 
も一黨一派の獨裁强化を計るものではない。然し、ナチス黨が構成する獨裁政府にょる獨裁法制であ 



る 故、 ナ手 ス獨 裁の ためにす る 因子が 多分に 含 爻れ て ゐる 事實は 否定し 難い 。例へ ば、 

(一 ) 信任 協議 會を 構成す る 信任 委員の 資格が、 ドィツ 勞働戰 線の 加盟 員た る 事を 要する のは、 そ 
の 現れの 一つで ある。 卽ち 信任 委員の 選擧 せられる 手績は 、殆ど ナチ ス經營 細胞 組織の 一方的 意思に 
制約せられ、 經營の 指導者た る 企業者は、 その 命令の 忠實な 履行 者た るに 過ぎず、 信任 協議 # を 通じ 
て 工場 內部に ナチス の 獨裁權 が 確立せられ る 仕組みに なつて ゐ る。 

(ニ) ナチ ス黨員 や ナチス 系 諸團體 員に 對 しては、 勞働カ 配分 令が 適用され ない。 

一九 三 四 年 一月 二十日の 國民勞 働 統制 法 (Gesetz zur Ordnung der nationals Arbe c li ナチ スの 
根幹 的勞働 立法で あつて、 將來 の勞働 行政の 法的 基礎を なすべき 基本 法で ある。 

( II ) 國民勞 働 統制 法の 特色 

( 一 ) 本 法は 七 章 七十 ニ條ょ 6 なる 廣汎な 立法で あるが、 その 最大の 特色は、 勞働關 係の 基準を な 
す 雇傭者と 被傭者と を、 階級 關係 としてでは なく、 機能的に 分類せられ た 職業 身分 的關 係と して 見て 
ゐる點 である。 卽ち 階級 鬪爭の 思想が 克服され たので あつて、 雇傭者と 被傭者とは 相對 立すべき もの 
ではなく、 國民 及び 國 家の 共同 利益の 爲に 協力すべき ものである 事を 强調 する。 「經營 一一 於 テ ハ 企業 
者 ハ ソノ 指導者 トシ テ 使用人 及 ビ勞働 者 ハ ソノ 從者 トシ テ トモ 二 ソノ 經營ノ 目的 促進 並 11 國民 及ビ阈 
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家ノ 共同 利益 ノ タメ 二 働ク モノ トス」 なる 第 一條を、 ヮイ マル 憲法 中の 「勞働 者及ヒ 使用人 ハ 企業者 
ト 同等 ノ權利 ヲ以 テ、 相 協同シ テ 賃銀 勞働 條件ノ 規制 並-一生 產 カノ 全 經濟的 發展二 與ル べキモ ノト 
ス 、雇傭 主 側及ビ 被傭者 側 ノ團镫 並 ニコレ ラノ 圑趙ノ 協定 ヲ承詆 ス」 (ヮイ マル 憲法 第 百 六十 五條) と 
比較す ると气 その 相違は 著し S ものが あ-^、 更に、 一九二 六 年の イタリア 勞 似 憲法 第 四條の 一生 產 
ノ 各種 要素 間 ノ連帶 ヲ具體 的-一 表現 ス， モノ ハ 雇傭 主 及 ビ勞 働者ノ 相反 スル 利益 ヲ協 調シ 、彼等 ヲ生 
產ナル 高次 ノ利 益-一 從屬セ シムル. コトニ ヨツテ 達成 セラ ルル 團 趙 協約 ナリ」 と對 比しても、 フアシ 
ストが 未だに 階級 對 立の 思想を 殘 して ゐ るに 反し、 ナチ スは ー步 進ん 1 想を 明示して ゐる。 

(ニ) 本 法の 第二の 特色は* 勞働 法に 對する 道德的 基礎を 確立した 事で ある。 卽 ち經營 内の 勞務關 係 
を •「與 へ (勞 力を 供し) 而して 取る (賃銀を 受ける)」 とい ふ ロォマ 法的な 唯物論 的 見解から 脫却 1 
て、 忠誠 ( Treue ) 及び 社會 的名譽 (soziale Ehre 、 なる 道 德觀念 を 汲み取つ て 規定した これは ゲグマ 
ン民疾の古い法律觀念を復活させょぅとするナ手スの意嚮を窺はせる 
(三) 第三の 特色は、 階級 對 立の 思想を 克服し、 企業者 側と 勞働者 側との 團體 交涉を 認めな くな つ 
た結果として、勞働條件に關する超經營的集團的規制が廢止せられ、 ->> 慟條件が原則として經營內で 
規制せられ る 己と になつ た點で ある。 かくて、 經營 指導者は 企業 關係の !«- . 举項を 總て 自己の 單獨貴 任 





で決定するが、經營指導者の利己心を阻止するためには、各經營內に信任協議會がある外、社會的名 

譽 裁判所の 制度が ある。 

(三) 國民勞 働 統制 法 各論 

(ィ) 經營 指導者 (Fuhrer dcs nctricbcs ) と 信任 協議 會 ( vcnrauensrat ) 

(ロ) 勞働 管理 官 (Trcul 5= ndcr tier Arbeit) 

( C 經營 規則 (Betricbesordnung) と賃率 規則 (Tarifordmmg) 

(II) 社會的 名 # 裁判 權 (so N. alc Khrsgerichtsbarkeit) 

(ホ) 解約 吿知 保護 ( Kiindigungsschutz ) 

(ィ) 經營 指導者と 信任 協議 會 
(1) 經營 指導者 

ナチス は 指導者 原理の 立場から、 經營の 企業者に 對して 、經營 指導の 全權を 委ね、 經營の 目的を 促 
進及び國民並びに國家の利益の爲に全カを致す己とを要請した(第ー條)。卽ち企業者は、單に經營の 
利益を計るのみならず、從業員の生活に最善を銜す爲に努カし、勞働條件を「勞働の#嚴」に關する 
ナチス の 解釋に 合致せ しめる 責任を 負は sn た。 己の 際、 勞働 者は 經營 指導者 (企業者) の從屬 者と 
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なる。 

2 ) 信任 協議 會 

國民勞 働 統制 法に 於いては、 勞働條 件は 原則として 經營內 で 規制せられ る。 信任 協議 食は 經營內 部 
の規制の中心趙と目すべきもので、經營指導者に對しては從屬的な地位に立ち，をの諮問機關である。 
この 信任 協議 會を 構成す るた めに、 信任 委員 ( vcrtrauensmann ) が 選擧 せられる のは、 常時 從業員 ニ 
十 名 以上の 經營 である (第 五條)。 • 

信任 協議 會の 任務 • 

信任協議會の任務は第六條に規定3れてゐる。卽ち 1: )信任協議會はその經營共同趙の相互の信賴 
を 增加 せし ひべき 義務を 有す。 (ニ) 信任 協議 會は勞 働 給付の 改善、 一般的 勞働條 件、 特に 經營 規則の 
作成 並に 履行、 經營 保護の 實施 並に 改善、 經營從 業 員 相互 並に 經營 との 結合の 增大 及び 經營 共同 ffi 全 
員の 福祉の ためにす る 一切の 處 置に 付き 評議を 行 ふ ものと す、 又 更に 經營 共同 體內 部に 於け る 一切の 
紛議の解決を圖るべし、經營規則にょる賠償金の決定に付ても諮問に應ずべきものとす。(三)信任協 
議會は その 個々 の 任務を その 特定の 信任 委員に 委任す る ことを 得。 
fs 任 協議 會 を 構成す る 信任 委員の 數 



信任 委員の 數は各 經營に 於け る從業 員の 總數 にょつ て 異なる。 

從 業員總 數 信任 委員 數 

A- 人. 人 

ニ 〇 —— 四 九 ニ 
五 〇 —— 九九 三 
一 〇〇 —— 一九 九 四 
ニ 〇〇 —— 三 九九 五 
四 〇〇 人 以上は 三 〇〇人を增加するごとに一人を增し、最高十名を以て限度とす(第七條)。 

信任 委員の 資格 . 

年齡滿 二十 歲以 上。 少く とも I ケ 年間 一 經營 又は 企業に 所属し、 且つ 少く とも ニケ 年間 同一 又は 類 
似の職業又は產業部門に從屬したる者に限る。更に公民權を有し、ドイツ勞働戰線に所屬し、模範的 
人物を 以て 顯はれ 、常に 國民 及び 國家 のために 働く ことを 躊躇せ ざる 旨 宣誓す る 事を 要す (第 八條 )。 
(ロ) 勞働 管理 官 

勞働 管理 官の 制度は、 一九 三 三年 五月 十九 日の 勞働 管理 官法 にょつ て 創設せられ た 時は、 過渡的 制 
度と 見られて ゐたが 、國 民勞働 統制 法は これを 恒久的 制度と した。 

第三 镉 ナチ ス イツの 社 會玫策 一四 九 
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勞働 管理 官の 身分 

勞働管理官はライヒ大經濟區に配置5れる。經濟區はライヒ勞働大臣がライヒ內務大臣及びライヒ 
經濟 大臣の 同意を 得て 決定す る。 勞働 管理 官は總 統兼 宰相の 直接 任命す る ライヒ 官吏で、 職務 上は ラ 
イヒ勞 働 大臣の 管轄に 屬しそ の 所在地は ライヒ 勞働 大臣が ライヒ 經濟 大臣の 同意を 得て 決定す る (第 
十八 條)。 

勞働 管理 官の 任務 

(1) 信任 協議 會の 構成 及び 事務の 遂行を 監督し、 紛議を 裁決す る。 法律の 命ずる 所に 從 CA 、 信任 
委員を 選任 又は 罷免す る。 

(2) 經營 規則 及び 個々 の勞働 契約の 內容 に對 する 基準を 定め、 賃率 規定を 發 令し、 乙れ らの實 施 
を 監督す る。 

( 3 ) 大量 解雇の 決定。 

( 4 ) 社會的 名# 裁判 權の 行使に 協力す る。 

( 5 ) ライヒ 勞働 大臣 及び ライヒ 經濟 大臣の 詳細な 指令に 從つて 、賞に 社會 政策の 發展 に關し 政府 
に 報吿 する。 




勞傲 管理 官の 補助 機關 

勞撕管理 官の 1 を 助ける ために、 1) 代— i 特 11 (If) 3 

專門家 委員 補佐 會議 (sachversfdigenbeirao (4) 專門家 委員 會 (sachvers 5r: ndigenausschuss) •か あ K. 

(1) 代 理官 

11 官の— る 代—、 ラ 又 lit 委 個 S 1 
行す る 。 

(2) 特命 勞働 管理 官 

特命 勞 11 、勞 働條 件の 取締 規定 I 個の— に f 制定 I が—、 又は その他 
の 特別 任務备 行す る 必要が t 場合 等に 任命せられ f ので、 地域的に 拘 5?、 全 國的或 ひは 
少 ぐと も數 地域に 百 一つて、 所定の 經 濟に對 する 一般的 規定を 施行す る。. 

( 3 ) 專門家 委員 補佐 會譲 

専門家 委負補 Is 常設？ ので、 勞 II の 命に 應じ て、 その 職務の 一般的 又は 基— 
I 定 する。 乙の 會議 の委 5 勞働 管理 官の 區內に ある 各種の 經濟 部門から ff ので、 そ 
の 四 分の— 11 人名？ 4 用し、 蠢 の— の—— が 白ら 雷す る 

* 三 篇ナチ K •ドィツの 社會 政策 一 五一 
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(第二 十三 條) 。ドィッ 勞働戰 線は、 當該勞 働 管理 官 所在地 區の 新任 協議 會所屬 者 中から、 職業の 種類 
並に 經濟 部門を 考盧 して 適當な 人物の 推薦 人名簿を 作成す るので ある。 • 

(4) 専門家 委員 會 

專門家 委員 會は 常設の ものでは なく、 個々 の 場合に 召集され る。 

(ハ) 經營 規則と 賃率 規則 
經營 規則 

常時 二十 名 以上の 從業 員を 使用す る經營 は、 經營 指導者が 經營 規制を 作成して、 書面を 以て 公表し 
なければ ならない。 經營 規則 中に 記載すべき 勞働條 件は 次の 如くで ある (第二 十六 條 、第二 十七 條)。 

一、 一日の 勞働 時間 及び 休憩時間の 終始。 

ニ、 勞働 報酬 支拂の 時期 及び 方法。 

三、 請負 又_は 出 來高勞 働を 採用して ゐる 經營 では、 請負 又は 出 來高勞 働 計算の 原則。 

四、 罰金の 定め ある 時には、 その 種類 金額 及び 取 立に 關する 規定。 

五、 法律に 定めた もの 以外の 理由で、 通告 期間を 待たずに する 勞働關 係の 解約の 理由。 

六、 勞働關 係の 違法 解除に ょつ て 生じた 損害賠償 金の 給與。 



賃率 規則 

賃率 規則とは、 勞働 管理 官がそ の 管轄 區內の 同一 部類の 經營 の從業 員の 保護の ため、 特に 必要な 時 
には 專門家 委員 會の 協議を 經て 、勞 働關係 規律の 最低 條件を 書面に よつ て 定めた ものである。 賃率規 
則は 最低 條件を 定めた ものであるから、 この 規則に 反する 企業家 勞働者 間の 合意は、 よ 6 良い 勞働條 
件を 示す 場合に 限 6 法律 的效 力を 持つ。 又、 賃率 規則は 同一 規定 事項に 關 する 時は 常に 經營 規則に 優 
先す る。 

(II) 社會的 名# 裁判 權 

社會的名譽裁判權は、「社會的名#に關する民族精神」の表現であ6、正しい社會的氣風を助長し維 
持す るた め、 各勞働 管理 官の 管轄 地 區內に 一個 宛 設けられた 新 施設で ある。 卽ち 、國民 共同 體の 精神 
に 違背す る 者、 經營 共同 體所屬 員に 必然的に 課せられた 義務を 遵守し ない 者 等を 處罰 すると 共に、 生 
產的な 國民 同胞に ふ 3は しい 氣 風を 敎へ 込み、 社會 的名譽 を 保持し よぅとす るので ある。 

社會的名#に反するものとして名譽裁判所の訴追を受けるのは、次の四つの場合である。 

一、 企業者、 經營の 指導者、 若しくは その他の 監督者が、 をの 權カを 濫用して 故意に 從猫 者の 勞働 
力を 費消し、 又は その 名# を 傷け た 場合。 

第三 編 ナチ ラドィッの社會政策 一 五三 



獨逸 の敎 育、 文化、 社 會玫策 I 五 四 

ニ、 經營 の從業 員が 他の 從業 員を 故意に 煽動して 經罃 の勞働 平和を 攪亂 し、 殊に 信任 委員と しての 
經營 指導に ついて 故意に 不法 侵害を 行 ひ、 又は 經營 共同 體の 精神を 毁 損した 場合。 

111 、經營 共同 體所屬 者が 繰返して 勞働 管理 官に對 し、 輕卒 にして 根據 なさ 不服を 唱へ 、又は 申出を 
なし、 或は 管理 官の 書面に ょる 指示に 對して 故意に 違反した 場合。 . 

四、 信任 委員が その 任務の 執行に ついて 了知し、 且つ 秘密に 附せら n た 事項、 經營 並に 事務の 秘密 
を權 限な くして 發 表した 場合。 

社 會的名 春 裁判所の 處罰 手段 

(ィ) 戒告 (ロ) 謎責 (こ 罰金 刑 (一 萬 ラィ ヒス •マルクまで) (-0 その他 (經營 の 指導者 又は 信 
任 委員の 資格 剝 奪。 從業 員の 職場 轉換 又は 褫 奪) 名 春 裁判所の 判決に 對して は、 勞働 管理 官又は 被告 
からべ ル リンの ラィヒ 名 春 裁判所へ 上訴し 得る。 

名 春 裁判所の 構成 

(1) 裁判長(一名)はラィヒ司法大臣がラィヒ勞働大臣の同意を得て任命する司法官である。 

(2) 陪席員(ニ名)は、經營の指導者一名と信任委員一名とょ-='なる。名春裁判長はドィッ勞働 

戰 線の 作成す る 推薦 人名簿から、 名簿の 順序に 從 S 、 被告と 同一の 職業 部門に ® し、 最も 信 能な 人物 



を 陪席 員と して 選ぶ。 

ライヒ 名 # 裁判所の 構成 

(1) 裁判官 (ニ 名) は、 ライヒ 司法大臣が ライヒ 勞働 大臣の 同意を 得て 任命す る 上級 司法官で、 
その 一名が 裁判長に、 他の 一名が 陪席 員になる。 

(2) 陪席 員 (三 名) は、 經營の 指導者 一名、 信任 委員 一名 及び 政府の 定めた 一名で ある。 (第五 十 
一條)。 

(ホ) 解約 告知 保護 

解約 吿知 保護は、 經營 の從業 員が 不當に 解雇され ょぅとす る 場合の 保護 法規で ある。 

當時十 名 以上の 從業 員を 使用す る 同一の 經營 、又は 企業に 一ヶ年 以上 從 業した 後、 解約の 吿知を 受 
けた 場合、 被 解約 吿 知者は、 その 吿知が 不當に 重く、 且つ ^ の 理由が 經營狀 態に 基づく もので ない 際 
に は、 吿知 到達の 二週間 以內 に勞働 裁判所に 對 し、 解約 告知の 取消を 申請す る ことが 出來 る。 

信任 協議 會が 設置 3れ て. <3る經營では、先づ信任協議會に於いて、就業繼績の可否を協議し、協議 
が決定を見るに至らなかつた場合 ^ は、その旨の證明書を添附して提訴することを要する(第五十六 

條)。 

第三 欏 ナナス :. トイッの社會政策 一 五 五 
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勞働裁判所が右解約吿知の取消を宣吿した場合には、企業者はこの判決の送達を受けた日から三日 
以内に、 被 解約 告知 者に 對して 、解約 告知の 取消、 或 a は 損害賠償 のぅち、 一を 選ぶべき 義務を 有す 
るが、 判決に 對して 控訴す る 乙と も 出来る。 企業者が 解約 告知の 取消を 選ぶ 場合は、 被 解約 告知 者に 
對して 、解約に 至る 爻 での 繼績勞 働に 對する 賃銀 又は 俸給を 支拂 ふこと を 要し、 損害賠償を 選ぶ 場合 
は、經營の經濟狀態と給付能ヵとを考盧して、最終年度の報酬の十ニ分の四を超ぇない限度に於いて 
定められた 賠償金を 支拂 はなければ ならな S (第五 十八 條 、第五 十九 條)。 

被 解約 吿知 者が 別に 新しい 雇傭 契約を 結ん* た 場合は、 前 企業者の 下に 働く ことを 拒み 得る。 この 際 
には 解約せられ た 期日と 新 勞働關 係に 入つ た 日との 間の 賃銀 又は 俸給を 請求し 得る (第 六十 條 )。 

(四) 國民勞 働 統制 法に 對 する 疑義 

國民勞 働 統制 法は、 ドィッ 經濟に 於け る 指導者 原理の 確立、 階級 對 立の 排除、 社會 的名费 の 普及 徹 
底と いふ 三 要因を 織 込んで、 社會 平和を 維持し、 生產 の擴大 を 圖つ たもので あると 云 ふ。 然し、 これ 
に 依つ て 多 數の勞 働 者が 資本主義の 桎梏から 免れ 得る か 否かは 頗る 疑は しい。 協調 會編 「ナチ ス勞働 
法 j は 乙の 疑惑を 次の 如く 述べて ゐ る。 

「本法の中樞機關たる勞働管理官がナチス政府の直腾者たることは勿論であるが、各經營に於ける 




信任 協議 會の 委員、 專門家 委員 補佐 會議の 委員 も 亦 ドィッ 勞働戰 線 所屬者 中よ 6 任命すべき ことが 法 
文に 堂々 と 記載され てゐ るので あつて、 この ことは 企業 主の 經營 指導者た る こと、 共に、 ナチ スの獨 
裁權の 工場 經營內 部に 於け る 確立 及び 資本家 並に 企業 主の 保護を 意味し、 ナチ ス以 外の 勞働 者の 結束 
の機會 を 根本的に 奪 a 去るべき もので あ 6、 政府の 獨裁 力を 强 化せん とする ことには 役立つ けれども、 
果して これによ つて、 當初に 勞働 大臣の 宣言 期待した るが 如き 社會 平和の 基礎が 確立せられ るか 否か 
は、 そこに 十分 疑問の 餘 地の存 する ことは 否みが たい。」 又、 「しかしながら、 この 國 民の 革命が、 果 
してを の 全生產 者に 對し 、その 成果と して、 彼等の 享受すべき ものを 十分 享受せ しめ 得る か、 或は 從 
來 の集團 的、 超 經營的 勞働條 件の 規則に よつ て、 企業家の 恣意から 僅かに 解放せられ た 勞働者 階級の 
手足を、 再び 完全に 奪 ひ 去 6、 從來の 勞働 協約 制に 滿 足しな かつた 反動的 企業者 團の 祭 % に 锒牲に 供 
せんとす る ものである かは、 本 法律の みに よつ てで なくして、 寧ろ 今後の ナ手 ス勞働 政策の 具體的 推 
移の 中から 判斷 しなければ ならぬ 問題で ある ' と。 

第 四 章 失業 問題 

第一 S ナチ K •ドィッ C 社 會 政策 一 五 七 
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( I ) 失業 問題の 現狀 

ナチ スが 政權籩 得 當時 、失業者は 六 百 萬、 卽ち全 國勞働 者の 四 分の 一で、 巷に 溢れて. Q た。 失業 救 
濟こそ は 何ょ 6 も 先に 着手 すべさ 社會 政策 當 面の 課題で あつたが 故に、 ヒ トラ 丨 も政權 を 獲得す るな 
6 失業 救濟を 約束し、 失業 救濟 事業を 開始した。 最近の ラデオ 放送 (一九 三 九 年 四月) にょると、 ド 

イツには 現在 一人の 失業者 もない とのこと である。 一九 三 八 年 五月までの 就業 者數と 失業者 數とを ラ 

% 

イヒス •クレディ ット •ゲゼルシャフトの 統計で 見る と、 
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一九 三 八 年 五月 末の 失業者 三十 三 萬 中、 就業 能力の ある ものは 二十 萬 弱で、 乙の 二十 萬 弱 中、 住居 

の、 移轉 不可能の ための 失業者が 十六 萬 以上で あるから、 眞の 失業者は 三 萬 七 千 人で あった。 この 三 萬 
七 千 人が 本年 (一九 三 九 年) 爻 でに 就職せ しめら れ、 現在では 一人の 失業者 もない と 云 ひ 得る 狀 態に 
達した ので あらぅ。 (一般に、 ドイツの 產業 活動の 範圍は 他の ョ I ロッパ 諸國 ょりも 大きく、 ドイツの 
人ロの半分は產業活動に從事してゐる。一九三八年五月、就業勞働者及び俸給生活者の數は、約ニ千 
五十 萬 人であった。) 

(二) 失業 救濟の 精神 

ナチス 政府に ょつ て 失業 救濟 のために 出された 法令は 頗る 多數 であるが、 特に 重要な ものは 「第一 
次 失業 緩和 法」 (一九 三 三年 六月 一日)、 「第二次 失業 緩和 法」 (一九 三 三年 九月 二十 一日)、 「勞働 配置 
の 取締に 關する 法律」 (一九 三 四 年 五月 十五 日)、 r 勞働カ 配分法 令」 (一九 三 四 年 八月 十日) である。 
失業 救濟に 對する ナチ スの 精神は、 ヒ トラ ー の演說 (一九 三 三年 九月、 三 四 年 一月) にも 窺 はれる や 
ぅに、 國民 各自に 仕事を 分配す る ことで あつて、 仕事を 有する 國民が 仕事を 有しない 國 民の 犧牲 にな 
る乙とを斥けた0從つて、ナチスの失業救濟政策は、經濟的物質的方面にのみ促はれず、ナ千ス的に 
精神方面を重視して、生產能カのある全國民に勞働の機會を與へ、-失業にょって受ける精神的苦惱を 
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克服す る 事を 第一義と した。 故に、 報酬 及び 待遇の 低下は 必ずし & 問題に ならな かつた。 

先づ 一九 三 三年 以來の 大規模の 公共事業 計畫の 遂行、 建築業 建築 材料 業 その他の 經濟的 部門の 振興 
等は、これに伴ふ當該部門に於ける失業者數を減少せしめた。次に、黑色勞働の掃蕩、ニ重稼の撤廢， 
冬季 救濟 事業の 施行、 勞働 奉仕 團の 創設、 結婚 獎勵 による 婦人 勞働 者の 制限、 二十 五 歲未滿 の 獨身勞 
働 者の 勞働 場よりの 驅逐 、勞働 場 及び 勞働 者の 配分 等の 措置は、 ナチ スの獨 逸を 背景に する 積極的 組 
織 的 失業 對策 である。 又、 一九 三 三年 五月の ドィツ 勞働戰 線の 創立、 一九 三 四 年 二月の 產業 統制 法に 
よる ドィツ 産業 統制 組織の 創 成は、 失業 救濟 と經濟 復興と 國民勞 働 統制との 緊密な 關 係を 示し、 ヒト 
ラ丨の 所謂 產 業と 勞 働との 協力に よる 國家的 難關の 排除を 規定した。 

然し ナチ スの 失業 救濟 政策 中で 特に 注目すべき 己とは、 失業者 數の 量的 克服を 目指した と 同時に、 
失業 狀態を 整理す るた めに 質的 克服の 措置が 取られた 乙と である。 卽ち 、失業者 •か 一定 地域 或 a は 一 
定產業 部門に 集中す る ことを 緩和し、 勞 働の 缺 乏した 部門 又は 比較的 勞働 力の 吸 收の餘 地の ある 部門 
に 對 しては、 他 部門の 勞働 力を も 移動 させて 吸收 させよう とし、 失業者 中で も 比較的 年長で 家族 扶養 
義務を持っ者を先づ雇傭せしめる等の策が講ぜられた。 



(三) 失業 救濟の 手段 




ナチ K 改苻 7) 矢转吹 受 i 、 た豊疹 勖一 MEtk 曾 龙蒺 レ一 泠助 ft 合 或 レ茛」 - こ} ナ VJ t 、 5 つ；：！ 





ナチ ス 政府の 失業 救濟 手段は、 大體勞 働 需要 增加 策と 勞働 供給 減少 策と に 分けて 考 へる ことが 出來 



る 0 

勞働 需要 增加策 ， 

己れ は 「第一 次 失業 緩和 法」 (一九 三 三年 六月 一日)、 「第二次 失業 緩和 法」 (一九 三 三年 九月 二十 一 
日) 及び その他の 失業 對策 にょつ て 行は れた ものである。 

( A ) 公共事業又は補助金の交付にょつて行つたもの 

(1) 第一 次 失業 緩和 法は 大藏 大臣に 對して 一 〇億マルク迄の大藏省證券發行の權限を認め、次の 
事業に 営ら しめた。 

(ィ) 州 及び 各種 公共 自治 證の 廉舍、 官公舍 、橋梁 その他の 建築物の 修繕 並びに 補完 工事 
.(.口) 農業 用 建築の 修繕、 建增 
(ハ) 都市 郊外の 小 住宅 建設 
01 ) 農業 用內地 植民 
(ホ) 河川 治水工事 
(へ) 瓦斯、 水道、 電氣 供給 設備 工事 
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(ト) 州 及び その他 公共 自治體 の營 む 土木工事 

己れ らの蠢 に 使用^* れた 失業者に 對し ては、 從來通 6 失業 手當が 支給され'^ し、 四 遇 間 完全 勞働 
に從 事す る 度に、 必需品 購買 券の 形式で 百 二十 五 マルクの 國庫 補助が 行 はれた。 己の 購貢 券に よつ て 
'指定 販賣 所で、 被服、 下着、 家庭 用具 等を 購ふこ とが 出來る 。このほか、 一日 一回の 暖かい 食事 乂は 
これに相當した手當が支給$れる。 

i ) 第二次 失業 緩和 法に よる 建築物の 修辖 並びに 補完 工事で、 高層建築 事業に 關 係の ある 勞働者 
を 冬季 中 も 業務に と V 爻ら しめんと した。 

( CC ) 大規模の 國家的 土木 計 畫の 遂行、 一九 三 三年 六月 二十 七日に 決定され た ラィヒ 自動車 道路の 
建設、 河川工事、 內國 植民の ため 十五 億の 資金を 準備し、 四十 萬の 勞働 者の 就業 增加 を圖 つた 

(4) ドィッの 半官半民の 鏃道 及び 郵便、 電信 事業 も、 それぞれ 六 健 ニ 千 五 百 萬 マルク、 七 千 七 百 
萬マルクを失業救濟の目的のため一九三三年度に投下する己とにした。 . 

(5) 前代 諸 政府の 計畫 、卽ち パ .1べン內閣の緊急失業對策及びシユラィへル內閣の緊急政策 |: 績 

ける ため、 數億マ ルタの 支出を 計上した。 

( B ) 減税、 免税 等に よ 6、 民間 事業に よる 間接的な 勞 撕 需要 增加免 

(1) 第 I 次 失業 緩和 法に よる 機械 器具 購入 及び 修搭 tc 對 する 免院。 





(1) 第 I 次 失業 緩和 法に よる 機械 器具 購入 及び 修繕に 對する 免税。 

(2) 第二次 失業 緩和に よる 農業 地租の 引下げ、 農產 物に 對 する 取引 税の 引下げ、 及び 私設 小 住宅 
並びに自己所有小屋に對する免稅。 

(3) 自動車税の 免税。 

(4) 租税 及び 公課の 免税。 これは 租税 輕 減法 (一九 三 三年 七月 十五 日付) によって、 營業用 建物 
の修繕及び補完エ事をなす者に對して、經費の十 >0 に相當する所得税及び法人所得税の輕減を行ふこ 
とにした。 

勞働ヵ 供給 減少 策 

市場に 於け る 商品と しての 勞働が 過剰で あると、 失業と いふ 現象が 生じる。 從つて 、商品と なつて 
ゐる勞 働の 一部を 市場 外に 移せば、 失業が 緩和 3 れるこ とになる。 乙の 意味で ナチ ス 政府が 執つ た 政 
策は 次の やぅに 見る ことが 出来る。 • 

(1) 勞働 力を 非 工業 的 生產へ 向ける。 . . 

(2) 勞働 力を 家 內經濟 へ 向ける。 

(3) 勞働 力を 場處 的に 拘束す る。 
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(4) 勞働 力を 年齢 別に 拘束す る。 

即ち 

(1) 勞働 力を 非 工業 的 生產へ 移す。 

勞動 奉仕 制度 (一 ^ ichsarbcitsdicnst) や 農業 補助 制度 ( randhilfe ) は、 失業者を 吸收 する 限 6 に 於 S 

て、勞働カを非エ業的生產へ移す意味を持つた。「勞働奉仕制」に就いては別項で述べる。 

農業補助制度とは、勞働奉仕制の如く組織的なものでなく、都會の靑年失業者を農村へ移轉 3 せる 
方策で ある。 即ち、 靑年 失業者を 農業 補助 者と して、 一年間、 農業の 附加的 仕事に 從事 せしめ、 彼等- 
に、 生活と 農民の 勞働 とに 對する 理解を 持たし め、 土に 對 する 喜びと 愛と を 持たせょぅと すると 同時 
こ、 農民を して 土地を 維持 促進す る ことを 得せし め、 特に 農婦の 負擔を 輕 くしょぅと する ので ある。 
かかる 農業 補助 者を 雇 ふ 農業 者は、 農業 補助 者の 配置を 斡旋した-配置 失業 保險 局」 の 地方 支局 力ら、 
荜月財政的補助を受ける。農業者は農業補助者に食事と宿とを提供しなければならなぃ。農業補助者 
は J # 月 小額の 手當を 現金で 受取る。 一九 三 五 年 七月の 農業 補助 者數 は 一三 七、 三 四 〇( 男 一一 〇 一 五 
六、女ニ七、一八四)、八月はー三九、ニ三ニ、十ニ月は八一、九七七でぁった。當局が農業補助者の農 
場永主ゃ結婚にょる農家への入6込みを獎勵する結果、一九三五年に於ぃては、農策補助者の五0% 




乃至 六 〇％ は 自由 勞働 力と して 農業に とどまつた。 





乃至 六 〇％は自由勞働カとして農業にとど爻っ /2 。 



また 田園 學年 ( Landjahr ) 家政 學年 (Das 1 —wirtschaftlichc Jahr ) も 少年少女の 就職 競爭を 緩和す 
る意味を持つてゐる。 

田園 學 年とは、 I 九 三 四 年 三月 二十 九日の 法律に ょつ て ブ 口 ィセ ンに 設けられた 制度で ある。 國民 
學校を 卒業した 都 倉の 少年を、 一年間、 田舍 へやつ て、 鄕 土と 國民 性と に 接觸 せしめ、 健全な 農民の 
國民的價値に對する理解を深からしめるといふのである0,(田園學年の詳細は「ナチス.ドィツ敎育政 
策」 の該 項を 參照 3れ たし。) 

家政 學 年とは、 學校 卒業後の 出來る •たけ 總ての 少女を、 一年間、 附加勞 働 力と して 家庭 經濟の 中に 
入れ、 主婦の 敎育的 指導 下に、 家內勞 働を 實踐 5 せる 制度で ある。 

(2) 勞働 力を 家 內經濟 へ 向ける。 • 

職業婦人を 家庭に 入 6 込ませる ために、 結婚した 若い 夫婦に 對 して、 花嫁が 從來の 職を 退き、 且つ 
貸與 金を 償還す るまでは 再び 何らの 職に も 就き 得ない 乙と を 條件 として* 一 0〇〇 マ ルタを 限度と し 
て， 無利子で 貸附 金を 與へ た。 貸附 金は 現金に ょらず、 必需品 購買 券の 形式で 貸附 けられた が、 貸附 
金の 資金を 得る ため、 獨身 者に 結婚 補助 課金なる 一種の 獨身税 を (五十 五歲 以下に) 課し 左。 (然し、 
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國內 事情の 發展 のた め、 勞働 力に 不足を 來 たした ので、 この 結婚 獎勵 制度は 一九 三 七 年 秋に 廢 止され 

5 

また 家事 使用人と して 勞働 力を 吸收 する ため、 家事 使用人の 保険金を 免除し、 傭 主に も 減税した。 

(3) 勞働 力を 場處 的に 拘束す る。 

一九 三 三年 五月 十五 日附 r 勞働者 移動 統制 法」 は、 都市に 於け る 失業者の 減少、 農業 勞働 者の 補給 
並びに 維持を 圖つ た。 即ち 一定 地域 內 への 勞働者 又は 被 傭人の 侵入を 制限し、 農業 勞働 者の 轉業を 制 
限し、 最近 三 ヶ年內 に 農業に 從 事して ゐた勞 働 者を 解雇す る 義務を 企業者に 與へ て、 農業 勞働 者數の 
增加 を圖 つた。 これは 一定の 人間の 住居の 自由 及び 轉 業の 自由を 制限した ので あつて、 ベルリン、 ハ 
ンブル ク 、ブレ — メン 等の 中心的 都會 は、 この 法律に 基づ 丨い て， 浮浪者 や 無職者の 入 市を 拒絕 した。 

(4) 勞働 力を 年齢 別に 拘束す る。 

勞働 市場に 於て 新鮮な 勞働 力が 選ばれる と、 家族を 扶養し なければ ならない 老年 勞働 者が 失業す る 
ことになる。 從つて 、一九 三 四 年 八月 十日の 「勞働 力 配置に 關する 法律」 はこの 點に 注目して、 靑年 
勞働 者と 老年 勞働 者との 交代を 圖つ た。 雇傭者は 、年齢順の 被傭者 名簿を 作成す る こと、 又、 二十 五 

歲以下の靑年勞働者の職場を家族扶萑の義務ある年長勞働者に讓らせることを强制3れた。卽ち、經 




營指導 者は 二十 五歲以 下の 勞働 者を 雇 ふ 場合に •管轄 勞働官 鹿の 許可を 得させる 義務が ある (一九 三 
四年八月ニ十八日)。但し、農林業、內外航海業、航空業の諸經營は、乙の規定の適用を受けなかつ 
た。 靑年勞 働 者と 年長 勞働 者との 交代に 就いては、 一九 三 四 年 十月ょり 一九 三 五 年 十月までに、 靑年 
勞働 者から 年長 勞働 者へ 讓ら れガ 職場 數 は* 約 一三 〇、〇〇〇 に 達した。 政府は 乙の 要求に 從ふ ため 
に 雇傭者 側に 生ずる 勞働經 費の 增 大に對 して、 交替 勞働者 一人に つき 五 〇 マルクの 補助金を 雇傭者に 
與へた 。 

年長 勞働 者に 職場を 讓つ たがために 失業した 靑年勞 働 者は、 勞働 奉仕、 農業 補助、 その他の 政府 事 
業に 吸收 3れ たが、 就中 再軍備 宣言に ょる 兵役 義務は 多數の 失業 青年を 吸收 した。 

(四) 失業 救濟 資金 調 潼 方法 

ナチ ス政權 獲得 當 時の！： 家財 政は 非常な 窮迫を 告げて ゐた 。外國 信用の 利用は 期待 出来ない し、 一 
九 ニ 九 年の 世界 恐慌の 後を ぅけて、 長期 資本 市場は 頗る 貧弱で あつた。 又、 恐慌 時に 於け る 長期 投資 
の忌避、國內政情の不安、信用制度の不備等が原因になつて、短期金利と長期金利との差が甚だしか 
つた。 乙のやぅな金融資本市場を前にして、ナチス政府は如何にして失業救濟に要する尨大な資金 5: 
調達することが出來たか。それは所謂中間金融の方法にょつたのであつて、一九三三年六月ー日附の 
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第一. 次 失業 緩和 法には、 勞 働大藏 證券の 制度が ある。 ■ . 

(一)時局匡救事業の擔當者は、各州及びその他の地方公共閹體であるが、中央政府はこれら事業 
擔當 者の 必要に 應じて •資金を 貸與 する。 貸與 5 れた 資金に 對し ては* 將來 公共 團® が 長期 賦拂の 方法 
にょつ て 政府に 償還す る。 然し、 政府と 公共 團體は この 融資 關 係に 於 い て ■何ら 直接 交涉を 持たない。 

(ニ) 政府は、 一方に 於いて、 ドイツ 公共 勞働會 社、 ドイツ 建物 及び 土地 銀行、 ドイツ 移民 銀行、 
ドイツ •レン テン バンク •クレ デ 4 ト •アン シユタ ル ト 等の 所謂 公共 金融栂 關 に、 信用の 基礎と して、 年 
額 十億 マルクを 限 6 大藏 證券を 交付し、 他方に 於いて、 事業 擔當 者た る 地方 公共 團體 は、 豫め その 事 
業 計畫を 、前記 公共 金融 機關に 提出して、 必要なる 信用の 貸與を 求める。 

(三) 公共 金融 機關は 、勞 働大截 證券を ライ ヒス •パンクに 預託して、 事業 資金の 調達を 行 ふが、 
その資金も直接に事業遂行者に撒布せられるのではなく、事業遂行者は失業救濟手形を振出し、前記 
公共 金融機関の 引受を 受け、 更に 事業 擔當 者た る 公共 圑體の 裏書を 添へ て、 銀行 その他の 金融 機關に 
つき 右手 形の 割引を 求める。 

(四) 失業救濟手形は三ヶ月期限になつてゐて、政府はその支拂を保證し、支拂の都合にょつては 
適宜 切替を なし 得る。 手形 期限の 到来と 共に 政府は 引受人た る 公共 金融 機關に 代つ て、 手形を 決濟 し， 



同時に 同額の 大藏 證券を 回收 する。 失業 救濟 手形に 關 しては、 ラィ ヒス •パンクが 全幅的に 割引の 許諾 
を 興へ てゐ るた め、 金融市場 も 乙れ を 第一流の 投資 物と して 歡迎 し、 銀行の 第一線 準備を 形成した。 

(五) 公共 金融 機關の 公共 團體に 對 する 信用の 期限 は， 平均 二十 ヶ年 になつ て 0 る。 この 償還 金は、 
公共金融機關から順次政府に返還せられ、これにょつて政府の中間金融の手績が完了する。更に、こ 
の勞働 大衆 證券は、 一九 三 四 年から 一九 三 八年爻 での 各會計 年度に 於いて、 五分の 一づつ 償還され る 
ものである。 

乙のやぅに、ナチス政府の失業救濟事業は、公共團體に各種事業を擔當せしめ、その事業資金は公 
共 團體に 對し 、政府に 代る 公共 金融機関が 一時 乙れ を 立 替拂ひ する 形式に なつて ゐる 。然し、 これら 
公共團體は直接現金の融通を受けることはなく、單にその事業請負業者の振出す失業救濟手形に裏害 
をなすに過ぎないから、事實上ナチスの失業救濟事業は、公共金融機關と民間事業會社との金融取引 
を 主として 遂行 され たので ある。 從つ て、 中間 金融 方法 採用の 結果は、 一方に 於いて、 失業 救濟に 要 
する 經 費の 大部分が 直接 國家 財政の 表面に 現れずに、 單に國 家 及び 公共 團體の 將來に 於け る支拂 義務 
として、 金融市場に 於け る 信用 動員の 原動力に なつて， Q ると 共に、 他方に 於いて、 右の 資金 も 多くは 
金融市場の 短期 資金を 以て 賄 はれ、 長期 資金の 必要を 惹起す る 乙と がな かつた。 
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然し、 失業 救濟 事業の 進行 中、 軍備 攒張 のた めの 資金を も 必要と する 己と になつ たナ手 ス 政府は、 
長期 資本 市場の 確立に 努力し なければ ならな かつた。 とのた め、 一 農業 憤務 整理 法」 (一九 三 三年 六月 
一日) 及び 「地方 阐 趙 債務 借換 法」 (一九 三 三年 九月 二十 一日) を 中心として、 恐慌の 殘滓を 整理し 始 
め、 ラィ ヒス •バンクの 公開市場政策を 可能なら しめた。 又、 「銀行 法改正」 (一九 三 三年 十月 二十 七 
日)、 「投資 法」 (一九 三 四 年 三月 二十 九日)、 「公債 ストック 法」 (一九 三 四 年 十二月 四日)、 「信用 制度 
法 . I ( 一 九 三 四 年 十二月 五日) 及び 數 度の 公債 借換 にょつ て、 强 固なる 公債 市場の 確立に 努力した 
(五) 失業 救濟 に對 する 疑義 

失業救濟に對する疑義の第一は失業統計に關するものでぁる。ナチス政權籩得後間もなく、ヒトラ 
丨 は 約 六 ヶ月 間に 失業者の 數が約 二百 萬 減少し、 尙 減少し つづけて ゐ ると 報告した。 統計 局の 發 表に 
ょれば、 失業者は 次の やぅに 減少した ことにな つて ゐ る。 (單位 千 人) 

一九 三 ニ 年 二月 六ニ一八 

三月 六 〇 三 四 ‘ 

四月 五 七三 九 



六月 五 四 七 六 




九 三 三年 二月 
三月 
四月 
五月 
六月 



六 〇〇 一 
五 五 九 八 
五三 三 一 
五 〇〇〇 
四 八 五 〇 

ナチ ス 政府は、 己の 失業 減少を 生產 活動が 活潑 になつ た 結果 だと 說 明した。 然し、 事實 生產 活動が 
活潑に なつた ので あれば、 財貨の 流通 も 必然的に 增大 し、 銀行の 金融 活動が 促進 sn る窖 である。 然 
るに ベルリン 五大 銀行の 貸借 對照 表は、 一九 三 三年 二月 以来、 貸付總 額 殊に 割引手形 保有 高の 減少を 
示して ゐ る。 卽 ち、 



ベルリン 五大 銀行 (百 萬 マルク 

.貸付 總額 
ニ 月 六 八 四 三 

三 月 六 七 九 ニ 

四 月 六 六 五八 
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割引手形 
一 五 四 七 
一四 七 七 
一 五一 ニ 



七 
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五 月 六 五三 七 一四 八 七 

又、 一九二 六 年 六月の 統計に よれば、 統計的に 表し 得る 勞働 希望者 數は ニニ 七 ニ •五 萬 人 (强制 健康 
保險 加入者が ニ 〇 七 七 •五 萬 人、 疾病の ため 勞働 不可能の 者が 六 九 萬 人、 失業者が 一二 六 萬 人) である 
♦か、 一九 三 五 年 五月の 統計では 一八 三 〇 •九 萬 人 (健康保険 統計に 基づく 從業勞 働 者 I 三 一七 萬 人、 補 
助 金を 受けつつ ある 失業者 四 ◦ニ •九 萬 人、 勞 働局發 表に 基づく 補助金を 受けて， Q ない 勞慟者 | 一一 
萬 人) に過ぎない。 恐慌 時に 於いては 勞働 しよぅと 欲する 者の 數が增 加す るの が 原則で あるから、 ナ 
チス 政府の 統計には 不審の 點が ある わけで ある。 

失業救濟に對する第ニの疑義は、勞働振興政策による諸生產事業の生產增加に應じて、低賃銀で出 
來るだ け 多數の 失業者を 就業 させよぅと 努力した 結果、 單 に 「勞 働して ゐる 失業者」 に過ぎない 者 ^ 
でが、 統計 面 上は 就業 勞働 者の 中に 繰り込 咬れ て ゐる ことに 關する ものである。 かくの 如く すれば、 
勿論、 統計に 表れた 失業者は 減少す るが、 眞の 失業 救濟 と， は 程遠い と 云は なけ n ばなら ない。 眞の失 
業救濟 は、 勞働 者の 實 質的 收 入を 增して 、その 購買力の 增大を 圖ら なければ ならない ので ある。 

失業 救濟に 對 する 第三の 疑義は、 單に 「勞 働して， Q る 失業者」 に過ぎない 者 ^ でも 就業 勞働 者に 數 
へ 入れて ゐる 結果、 この 事態を 持績 3 せる ための 手段は 賃銀の 切 6下げと强制勞慟制度の熵張以外に 




な S のでは ないかと いふ ことに 關 する ものである。 賃銀の 切 6下げに就いては、時間賃銀を日給に镘 
へたり、 個々 の 經營を 下級の 地區へ 移した 6 して これを 實 行して， Q o 。 又、 勞働 管理 官が 經營 の經濟 
的緊急狀態に於いては賃率規則の例外の申出を承諾する權限がある 2: とになつてゐるのは、勞働者の 
運命を 全く 勞働 管理 官の 判斷に 委ねた ものである。 强制勞 働 制度の 馈 張に 就いては、 勞働配 置の ため 
の 諸 法令が 明らかに 物語つ て. Q る 如く、 現在の ナチス 政府は、 男女の別、 職業の 如何を 問は ず、 苟も 
勞働 能力 ある ドイツ 國民 一般に 對し 、政府の 指示す る 特定の 職場に 於 S て 勞働 する ことを 命じ 得る の 
である。 

第五 章 ドイツ 勞働戰 線 

ドイツ 勞働戰 線 (Deutsche Arbeitsfrcnt, 0>「)は、職業的社會的地位の如何 : |: 問はず、働くドイツ 
人總 ての 社會的 職業的 保護の ために 組織され た、 黨 の附屬 阒體 である。 

(イ、 ) ド •イツ 勞働戰 線の 所屬員 • 

トイ ツ 勞働戰 線の 所 ® 員は 原則としては 個人では あるが、 ライヒ 食糧 同盟 (Kcichsndhrstand) や ラ 
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ィヒ 文化 評議 會 ( Rcichsklluurkamlller ) の 如き 數 個の 合法 團體 力、 摔體 として 參 加して ゐる 個人 6' 
所屬員としては、ラィヒ內外のア~リア系の總ての働くドィツ人が參加し得る。所屣員は收入に應じ 
た會 費を 支拂は なければ ならない。 

ドィツ勞働戰線の指導者ロ—べ产トこフィ ^ &良^^である。 

( □ ) ドィツ 勞働戰 線の 任務 

( 一 ) 所 鹿 員の 社會 政策 的諸關 係の 保護を 目的と する。 

(ニ)企業家と從業員間の對立を除去し、ナチス的共同體思想の意味に於ける勞働平和の確保に努 

める。 

(三) 社會的 名# 裁判所 及び 中央 名 春 裁判所の 陪席 員の 推薦 入 名簿を 作成す る。 ドィツ 勞働戰 線の 
地方法律相談所及び諸種の救助施設にょつて、勞働裁判に對する所屣員の法律相談に應ずる。 

(四) 勞働 管理 官の 顧問と なるべき 專門 家の 推薦 人名簿を 作成す る。 

(五) r 勞働 指導 及び 職業 敎育 部」 にょつ て、 所 量に 職業 敎育 職業 補習 敎 育を 施 t . 、 

(六) 窮乏に 陷つた 所屬 員の 保護、 養老年金の 給與 、自助 施設" 

(七) クラ7ト，ドゥルヒ*フロィデ組織にょつて、所婼員の文化生活を指導する。 



(ハ) ドイツ 勞働戰 線の 組織 

ドイツ 勞働戰 線の 組織は、 (I) 地域的 分肢 組織と して、 (ニ) 職業 別分肢 組織と して、 ニつ の 方向 か 
ら 規定 さ れて ゐる。 .. . ％ 

(一) 地域的 分肢 組織と して 

ドイツ 勞働戰 線の 地域的 區分は ナチ ス黨の 地域的 區 分と 一致して、 ( o wu, Krcis, 0 rtsgsppc, Zelle, 
mock) に 分 たれて. q る。 黨と ドイツ 勞働戰 線との 密接な 關聯 は、 二つの 組織の 地域的 區分が 一致して 
ゐる點 と、 各地 區の 指導者の 同一人で ある 點 とに 明瞭に 現 はれて ゐる 。これの 圖表を 次 頁に 揭 く。 

(二) 職業 別分肢 組織と して 

純 粹に土 地 的な 區 分と 並んで、 ドイツ 勞働戰 線は 職業 部門 別の 縱の區 分を 持つ、 卽 ち、 同種の 經罃 
の 听屬 員を 集め 十八の ライヒ 經營 共同 ft 9 Q. s* sbctriebsglinscha 5 を 作る。 

十八の ライヒ 經營 共同 體とは 、(一) 食糧と 嗜好品、 (ニ) 繊維工業、 (三) 衣服、 (四) 建築、 (五) 木材 
(六)金遒、(七)化學、(八)印刷、(九)紙類、(十)交通及び公營事業、(十ー)鑛業、(十ニ)銀行及び保 
險 、(十三) 自由 職業、 (十四) 農業、 (十五) 皮革、 (十六) 石材 陶土、 (十七) 商業 •(十八) 手工業で ある。 

ライヒ 經營 共同 體の害 任務は、 共同 1 想を 促進す る 事、 勞傲 管理 官に 助力す る 事、 馨 内に、 ゼ 
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要な 秩序が 缺け てゐた 6、異議を挾むべき點があつた6する場合に、その事を勞働管理官に提示する 
事、 社會的 名 # 裁判の 處置を 必要と する 事態が 在る 場合に、 その 事を 勞働 管理 官に吿 知す る 事で ある。 
又、 ライヒ 經營 共同 體は 、個々 の 經營內 の社會 的衞 生的狀 態に も 注意を 拂 ふ。 

十八のライヒ經營共同體の各個の上端には、ライヒ經營共同體指導官 9 。 0* 11513 2. 2 . 0 ^ ^ '3 2. |' 5 ^ - 
一 eite c が 立ち、 これと 同列に 一名の 代表者 ( stcllvcrtrctcr ) と 一名の 顧問 ( Be マ at ) とが 置かれて . Q 
る。 ライヒ 經營 共同 體は 、ベ ツィルク (1}, 2. ;)經營共同遵、ガウ(03 = 經營共同體、クライス(1^ 2. 5) 
經營 共同 體 、オルト (0 3. )經營共同镫に分れるが、更に職業部門的に、ライヒ職業部門群(112 0; 13 - 
^ 〇- §11 2 5 に分けられ、各職業^5:群の上端には職椠部門群管理人(13{:1 ^ 〇1 2 §\\.3110こが立つ。 
職業 部門 群 組織は オル ツグ ル 了へ ( ortsgruppe ) まで 行は れ る。 

01 ) 社會 政策 的 問題 審議の ための 機關 

社會 政策 上の 一般的 諸問題を 審議す る ドイツ 勞働戰 線の 最高 代表 槻關 は、 ベルリンに 設置され た ラ 
イヒ勞 働 評議 會 fRoi s- sarbeitskammer) である。 ライヒ 勞働 評議 會は 、產 業經濟 のた めの ライヒ 經濟 
評議 會 ' ?c 2. c =r s\virtschaftskan 31 cr) と共に ライヒ 勞働 經濟 顧問 ^ (Rcichsarbcits- imd Reichswirtsd^ 
rat) を 作り、 共同の 諸問題を 取扱 ふ。 諸經 濟地區 に 於け る勞働 評議會 ( *> beitskalcr) はこれ と 同 

第三锔ナチス'トイツ0社會政策 一七 七 . 



獨逸 の敎 育、 文化、 社會政 策 ， 一七 八 
じ 任务を 持ち、 同地 區の 經濟 評議 會 (wirtschaAskaicr) と共に 勞働 H 經濟 顧問 會 - Arbeits- und 

wirtsohaftsrat ) を 形成す る。 乙の 關係を 圖示 すれば。 

ラィヒ 勞働 評議 會 地方 勞働 評議 會 纟： ， ^ I 

一 —— |1 顧 |^ __ III 隱—— (減 同 下 機 酿)— 

(經濟 政策 的 事項) . 



(ホ) ナチ ス 共同 體 「クラ フ 



ル ヒ •フロ イデー 



ナチ ス 共同 登 クラフト •ドゥル ヒ •フロ イデ (ZS 丨 Gcmeinschaft :Kraft durc rr Freudc パ！ CDF.) は、 
一九 三 四 年、 ドイツ 勞働戰 線內に 設けられた 特殊 組織で、 その 任務 及び 活動は イタ リ ~ の ファシスト 
修養 團 (オペラ •ナチ*" ナ I レ •ド •ホラ ヴゥ ロ) に 比すべき ものである。 卽 ち、 ドイツ 勞働戰 線に 所瞜す 
る總て の 働く ドイツ人を、 自由時間の 用 a 方、 休養 (休暇)、 旅行 (ス •ホ— ツ) 、大衆 敎育 、作業 室の 點 
で保護し、歡喜を通じて働くカを與へるにある。ドイツ勞働戰線に饀するものは總て自働的にクラフ 
ト •ドゥル ヒ •フロ イデの 組織の 下に 入る。 從つ て、 ヒ トラ I •ユ ー ゲント、 勞働 奉仕 團等々 も、 ク ラフ 
ト :. トゥ少ヒ*フロイデのー部分をなすわけである。 



クラフト •-トゥルヒ.フ〇イデの指導のためには、ライヒ指導機關中に六つの部(>= 5 があ办、〇0 = 

Kreis 等々 にこれ と 相當數 の 役所が あり、 諸 經營內 には、 特別 クラフト •ドゥル ヒ •フ 0 イデ 見張 所が あ 
る 0 

(一) 「工場 突擊 部」 (Amt werkscharcn) これは 經營內 での クラフト •ドゥル ヒ •フロ イデの 世界 觀 
的突擊 群で、 毎日の 夜の 時間の 用 a 方を 指導し、 新しい 勞 働の 習慣を 作る 等の ことを する。 

(ニ) 「休息 時 部」 ( > 3 t Fcicrabcnd) 2L n は 觀劇會 、音 樂會 、寄席、 映畫 及び 展覽會 を 催し、 働 
く人間を國民的文化財に親し爻せる。 

(Ml) 「 勞働 美化 部」 (Amtfur Sch 6 nheit dcr > 0 - 2 . ここれは勞働場や經營設備を美化し健康に適 
するやぅにする。 

(四) 「 ス •ホ ーツ 部」 (sp o rtamo これは 國家 試驗に 及第した ス •ホ ーツ 敎師の 指導 下に、 各種の ス 
•ホ*- ツ 講^! 1^0* 特に ライヒ •ス •ホ 丨ツ章 (Rcichssportabz 2 -chcll) のた めの 準備 講習 會を 開く。 

(五) 「 國民敎 養 部 」 (Ast Deutsches volksbilchlswerk ) 乙れ は、 從 前の 民衆 大學 及び 鄕土學 校 
の 代ぅ に 出來た 各地の 國民敎 養 場に 於いて、 歷史學 ，鄕 土學、 國家學 、經濟 學 、民族 學 等の 講義を 
なし、 更に 藝術的 (音 樂 、繪畫 ) 又は その他の ( 將棋 、寫眞 等) 活動を 可能なら しめる。 乙の 部は、 
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巡回 文庫に ょつ て ドイツ 文學の 珠玉 篇を 僻遠の 地の 勞働 者に も讀爻 しめ、 演劇 車やト I キ’ •車を 各 

地に 巡業せ しめる。 

(六) 「旅行 遠足 木 暇 部 」 (Amt Reisen, Wandern undcrlaub ) 乙れ は クラフト •ドゥル ヒ •フロ イテ 
の 旅 1了て參加する乙とにょつて、低廉な旅費で旅行出來るやぅにする。旅行は國內旅行のみならず 
海外旅行を も 行 ふ。 

尙 、クラフト •ドゥル ヒ •フロ イデは、 リ * クゲン (R C: 2 S) に 海水浴場 (ニ 萬 人の 休暇 者 收容を 設け、 
海上 旅行者の ために クラフト •ドゥル ヒ •フロ イデ 船隊を 建造した。 「國防 軍の 家 部」 (>"A$ s-' 3sc sr - 
11 2 . 3とは國防軍所屣者のために自由時間の用ひ方を指導し、^ 0 卩の家(方01^11 2. 50を建設する 
乙と を 任務と する。 

(<) ドイツ 勞働戰 線の 組織 涵 . 
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(卜) 0 人^の坶革 

社會組 織に 就いての ヒ トラ-の 考へは (第二 章參 照)、 國民を 先づ 職業 別に 分ち、 各 職業の 代表者を 
集めて、 一種の 經濟 議會を 構成 するとい ふので あり、 乙の ための 萠芽を 勞働 組合に 求めた ので ある。 
從つて 、.ナチ ス 政府は 一九 三 三年 五月に 舊勞働 組合を 破壊した が、 これは 舊勞働 組合の 阈際的 マルク 
ス 主義を 破壊した ので あつて、 勞働 組合の 組織 そのものを 否定した のでは ない。 事贲 QA F は、 乙の 
舊勞働 組合 組織を 地盤と して 誕生した ものである。 ヒ トラ I は 「正しい 勞働 組合 運動に ょつ て、 大衆 
の 生活 慾 求を 滿足 せしめる と 同時に、 敎育を 施す 時は、 生存 競 f •に 於いて、 國民 全體の 抵抗力を 非常 
比 强 化する ことが 出来る」 と 云つ て. Q る (「我が 闘爭」 六 七 ニ 頁)。 

〇 <5 1' , は一九三三年五月十日に正式に設置 3 れた。指導者はロ丨べルト*ライ博士 9 _\为〇11&1,6>0 
である。 DAF が 現在の 形に 發 達する には、 次の 經過を 取つ た。 

( I ) 一九 三 三年 五月 二日、 總統の 指令に ょ 6 全 國の勞 働 團體の 事務所 及び 建物が 一齊に 差 押 へら 
れ、 ロ ーべル ト •ライに 從屬 せしめられた。 • 

(ニ) 一九 三 三年 五月 十日、 ブ a イセ ンに 於いて、 全 ドイツ 勞働者 會議が 開催せられ、 この 席上に 
於いて、ローべルトこフイが 0 人 ^" の指導者に任命された。 
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(三) 同時に、 舊勞働 組合の 全 財產が 强制 的に 押收 5 れた が、 この 處 置は、 一九 三 三年 七月 一日 付 
「反 國民反 國家的 財 產沒收 に關す る 法律— 及び 同年 八月 五日 付 「同 法 補完 法」 にょつ て 完成せられ、 ロ 
丨べル ト •ラィが 處分權 を 有する 管理人に 任ぜられた。 . 

(四) ^' いで、 0 人：^の改組が行はれ、ドィッ勞働者總同盟(ニ十八團體十四基本圑體)とドィッ 
使用人總同盟(九基本團體)とにニ大別せられた。同年秋、企業者も 0 人罗の支持者になつた。 

(五) 一九 三 三年 十 I 月 二十 七日、 「 D AF は、 經濟的 地位 乃至 社 # 的 地位に 關係 なく、 生產 活動に 
從事する總ての人々を總括したものである」との吿示が出され、 0 人！^は名實共に、勞働者をも企業 
者をも包含する組織になつ犮。 

(六) 一九 三 五 年 三月 二十 九日 付 「黨國 統一 確保に 關 する 法律」 の 施行 令 第三 條に ょつ て、 DAF 
は ナチ ス黨に 編入され た。 

(七) ー九三五年三月ニ十一日付吿示にょつて、汉860(ナチス經營細胞組織)は、その獨立性 
を損せずに 0 人卩に加入した。 

(八) 一九 三 五 年 七月 二十 二日、 交通 業團® が團 體として 0 人卩に編入 $ れた。同年十月六日、 0 
人罗とラィヒ食糧同盟 ^ 多一—穿泣目 ^ との協カに關する協定が結ばれた。 



第 六 章 ナチ ス黨の 枝 除 及び 附屬 團體 

• • 

ナチス の黨を 中心として 形成 組織せられ て ゐる黨 の 枝隊」 及び r 附屬 團體」 は、 これを 詳述 すれ 
ば黨の 構成 組織に 深 入 6する事になる。故にこ、では詳述を避ける。黨の構成組織の大體を示すため 
に r ナチス •ドイツ 憲法 論」 (オット I •ケル b イタ 1著、矢部貞治.田川博三譯)中の記述を借用すれば、 
『黨の 尖端には、 指導と して アー ドルフ •ヒ トラ I が 立つ。 彼は その 指導者」 である 。•たから 「フユ 
丨ラ I」 の 稱號は 、黨の 構成では それ 以外には 用 a られ ない。 

フ ラ ー として、 ヒ トラ— は 同時に、 黨の 中央 指導の 頂點を なす。 中央 指導に 編入され て， Q るの 

\ 

は、 突擊隊 の 最高 指導、 親衛隊の 中央 指導、 及び 靑年の 中央 指導で ある。 

黨の 指導に ついての フ ユ ー ラ I の 代理者は、 ルー ドルフ •ヘスで あ 6、 彼は 固有の 幕僚を 有して ゐる 0 
フユー ラ— とその 代理者の 下で、 中央 指導者 達が、 ナチ ス 運動の 指導者 層を なす。 

黨の 組織の 指導は、 中央 組織 指導者 0丨べ<ト1フイ博士及びその幕潦の手に在る。彼は、同時に 
ドイツ 勞働戰 線を 指導す る。 
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ナチ ス 運動は、 更に 組織的に 一聯の 部に 編成され、 それば 又 種々 に區 分され て 政治的 指導者に 從 魈 
してゐる。例へば、ナチス黨の中央敎育部、職能團體構成部、自治_體政治部、官吏部、敎師部、及 
び法律家にとつで特に重要な中央法律部等。 

この やぅな 全 組織は、 ナチ スの 見解に ょれば、 勿論 自己 目的では ない。 その 存在理由は、 民族との 
断えざる 結合と、 民族の 中に ナチ ス 世界 觀を行 亙らし める とい ふ 任務に こそ ある。 

その 際、 特に 重要な 役目の 與 へられる のは、 突擊隊 、親 衞隊 、及び 後に 加 へられた ナチ ス 自動車 隊 
等の、 ナチ ス 運動の 戰闘隊 である。 この 戰鬪隊 は、 ナチ ス 運動の 戰闘 的な 突進に 決定的な 貢獻を なし 
た 。その 構成員は、 將來に 於ても、 「政治的 兵士」 として、 ナチ ス 理念の 擔 64 手で あ 6、 「ナチ ス 世界 觀 
の 訓練せられ た 且戰闘 的な 信念の 持主に して、 且又 信念の 宣布 者で ある」 (幕僚長 ル ッッ二 、突 擊隊の 

將來の 任務に ついての 一九 三 五 年の 證明に 於て)。 

黨と 民族との 結合の ために 大きな 意義を 有する のは、 ナチ ス黛の 「枝隊」 及び 黨の 「附 陡网 體」 で 
ある。 

ナチ ス黨の 枝隊を なすのは、 一九 三 五 年 三月 二十 九日の 黨と國 家の 一體の 保障の ための 法律の 施行 
令 第二 條に ょれは、 突擊隊 、親衛隊、 自動車 隊 、ヒ トラ— 靑年團 (少年 _、處女團、及び少女團をも 



含 IT )、 ナチス •ドイツ 大學 敎師團 、ナチ ス •ドイツ 學生團 、ナチ ス 婦人 團で ある。 

枝隊の 實質を 有する ものに、 一九 三 七 年 四月 十七 日の フユ 丨ラー の布吿 によ 6、 解散され た ドイツ 飛 
行 場 協會に 代つ て 創設 3 れ た ナチス 飛行家 隊が ある。 該 布告の 第三 號に よれば、 飛行家 隊に 所屬 する 
者は、 同時に 突擊隊 、親衛隊、 又は 自動車 隊に 所屬 する を 得ない。 布告の 第五 號に よれば、 飛行家 隊 
の所屬 員は、 官廳 その他から、 ナチ ス黨諸 枝隊の 所屬 員と 同等の 優待 及び 權限を 與 へられる ことを、 
請求す る權 利を 有する。 

ナチ ス 黨附屬 團體 は、 上記の 命令 第三 條に よれは、 ナチ ス •ドイツ 醫師團 、ナチ ス 法律 關係者 同盟、 
ナチ ス 敎師團 、ナチ ス國 民福 祉團 、ナチ ス戰爭 犧牲者 保護 組織、 ドイツ 官吏 團 、ナチ ス •ドイツ 技術 
協會 、ドイツ 勞働戰 線 (ナチ ス 共同 體 「クラフト •ドゥル ヒ •フロ イデ」 を も 含む) である。 

附屬團體は、黨と國家との結合にとつて極めて重要である。といふのは、乙れらの諸團體は、その 
所屬員の多數が黨員ではないのに拘らず、黨の指導の下に立つてゐるからである。乙れらの組織の中 
で、 民族的 見地から して 最も 重要な のは. •旣に 今日では ドイツ 民族 同胞の 多數を 包含す ると 乙ろ の.. 
ドイツ 勞働戰 線で ある。 

黛 並びに その 枝隊 及び 附膨 _體 は、 地域的に 區分5れてゐる。組織上の基本的區分は、今日では、 

第三 編 ナチ K •ドイツの 社 # 政策 一八 五 




» 逸の 敎宵 、文化、 社 會政策 I 八 六 

鄕 —— i —— 小 區 —— 細胞 —— 郡で ある。 これらの 地域的 單 位の 尖端には、 政治的 指 
導 者 (鄕 指導者、 小區 指導者、 細胞 指導者、 郡 指導者) が ゐる 。彼等は、 その 區域 に對 して 黨 の高權 
を 代表し、 從て黨 の 高楼の 擔 a 手と 呼ばれる。 かくして 黨の 政治的 組織は、 現在のところ、 組織 上、 
鄕と同等の外地組織をも含めて、三十三の鄕に區分さ凇、その頂點に鄕指導者及びその代理者が位す 
るので ある。 

突擊隊 は、 現在 二十 一の 突擊 隊分團 に、 親衞隊 は 十一の 親衛隊 分隊に、 自動車 隊は 二十 一の 分團 に、 
ヒ トラ ー 靑年團 及び ドィツ 少年 團は 二十 五の 地域に、 區 分され て ゐ る。 

この やぅな ナチ ス 運動の 地域的 區分は 、附屬 諸團隊 にと つても 基準と なる。 それらは 少 くと も鄕及 
び 郡に 代表せられ 且區 分され てゐ る。 それは 又、 ドィツ 民族の 冬期 救濟 事業に 就ても 同じで ある JOI 
一六— ニ 一九 頁)。 

( I ) ナチ ス黨の 枝隊 (Gliederungen der partei) 

黨の 枝隊は、 突擊隊 、親衛隊、 ナチ ス 自動車 隊 、ヒ トラ ー •ユ I ゲント (狭義の ヒ トラ ー靑 年團の 
外、少年團、處女團、少女團をも含む)、ナチス婦人團、ナチス !. トィツ大學敎師團、ナチス*ドィツ 
學生團 の 七 個で ある。 



(イ) 突擊隊 (Die stuiabteilung , SA .) 

突 擊隊は 親衛隊 及び ナチ ス 自動車 隊 と共に 黨の鬪 爭團髖 である。 突擊 隊員は、 世界 觀敎 育、 | 般的 
肉體 訓練、 規律 訓練 •通吿 による 呼 集、 公共 奉仕 (收穫 援助 等) によつ て、 ナチス 運動の 政治的 兵士 
として養成される。突擊隊へは自發的に入隊出來る。突擊隊はー九ニ一年八月三日に組織？れ、ナチ 
スの鬪爭期に集會警衞と宣傳の主耍部分を引受けた。突擊隊指導者の長はア-ドルフ*ヒトラ1、突擊 
隊 本部の 長は 一九 三 四 年 以後 ルッツェ (1‘ u N e ) である。 突 擊隊の 組織は、 指導部 ( Fa 11 sngsanltr 人事 
部 ( personalanlt )、 裁判 部 ( Gerichtsamt )、 法律 部 (Rcchtsan r 、 衞生部 (sani Er . tsamt )、 管理 部 ( verwal - 
tungsamt )、 及び 中央部 ( zentralabteilung )、 養成 部 ( Ausbildungsabtcilung )* ライヒ 指導者 學校 ( Reichs - 
flihrcrschule ) である。 突 擊隊の 構成は 下から 上へ、 schr . r — Trupf > l , sturm 丨 stuibannlstandarte - 
ErigadelGruppe tc 分けられ 、 Standarte (旗隊 )は 大抵 その 所在地の 舊聯隊 の 番號を 帶び る 。 Grujjpc 
(群 隊) は 二十 一 あつて、 各 群隊が 現役 (三十 五歲爻 で) と 豫備役 (三十 五歲以 降) とを 包含して ゐ る。 

(□) 親衞隊 ( schutzstafrel , SS .) 

親衞隊 指導者は 指導者 (ヒ トラ ーを 指す) に直屬 し、 一九二 九 年 以降 ハインリヒ •ヒ ムラ I ( Hein — 
ri s - Eimmler ) である。 親 衞隊は 一九二 五 年確實 な黨 員に よつ て 組織され、 指導者 (ヒ トラ I) の 身 
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邊を 守護す る 事を 主要 任務と する が、 ナ手 ス政權 掌握 後は、 國內 治安を も 任務と して ゐ る。 この 任 
務に副 ふため、 親衛隊 員の 選抜は 特に 嚴格な 北方 種族 的 選抜 法に ょつ て 行 ふ。 親衞隊 には 一般 親衞隊 
(die allgelrhine SS .)、 親衞隊 指令 隊 (die verfagun crq strllppc SS .)、 親衞隊 監視 同盟 ( ss-wa s - ^ 
1^1^)がある。ー般親衞隊は十ニの上層部(07€|3| 5 に分れ、上層部は更に > ^ |丨 ^ §- 
dartclstur 3 bann 丨 sturm ic 分れる。 親衞隊 指令 隊に は、 「 ア丨 ドルフ •ヒ トラ ー」 護身 隊(1^ 5*- - 
standarte : Adolf Hitler :) 及び 旗隊 「ドイツ」 (standartc •• Deutschland --) 旗隊 「ゲルマ i 「ア 
1 」 (standarte -Germania :)が « する。親衞隊は一九三五年以來新聞 〇 38 5€11矣0^1^〇|^を發行 
して. Q る。 

(ハ) ナチ ス自 叻車隊 ( Nat o- nalsozialistiscllcs Icraflfahrk ’ orps , NSKK .) 

ナチス 自動車 隊は 一九 三 一年に 組織 $n た。 隊長 フ "1 ン ライン (H C : 一一 nlcin) li 總統 に直屣 する。 ナ 
チ ス 自動車 隊は 第三 帝國に 於け る 自動車化 思想の 擔當 者と して、 全 ナチ ス自動 車 操縱 者の 集合 體で 
ある。 一九 三 六 年には、 警察と 共力して 交通 敎 育に 當 ると いふ 特殊 任務を 授けられた。 一九 三 三年以 
來 、月刊 紙 「ドイツ 自動車」 (Deutsche Kraftfahrt) を 發 行して 一 Q る。 

0 1 ) ナチス •ドイツ 大學 敎師團 (NSD-Dozentcllbund) 



「ナチ ス •ドイツの 敎育 政策」 參 照。 

(木) ナチ ス •ドイツ 學生團 (NSD-studentcnbulld,NSDStB.) 

「ナチ ス •ド イツ の敎育 政策」 參 照。 

(へ) ナチ ス 婦人 團 (Ns-Frasnscllaft) 

「ナチ ス •ドイツの 社會 政策」 の 「對 女性 政策」 參 照。 

, (二) 枝隊の 實 質を 有する もの 

ナチ ス飛 行家隊 (Ns-Fliegcrkorps, NSFK.) 

ナチ ス 飛行家 隊は 、一九 三 三年に 組織され た ドイツ 航空 同盟 (Dlschcr Luftsportvcrballd) の 代 6 
に、 一九 三 七 年 四月 十七 日 創設され た ドイツ 航空 ス。 ホ ーツの 統一 組織で ある。 その 任務は、 ドイツ 國 
民の 航空 思想を 覺醒 せしめ、 軍隊に 入る 前の 航空 訓練を 行 a 、 ドイツ 國內の 航空 ス •ホ 1 ツ 活動を 統合 
する にある。 隊長 クリス テ'^ アン ゼン (Christiansen) 中將は 、ライヒ 航空 大臣に 從 M する。 本隊は 十六 
群 (Gruppc) に 分れ、 群は 更に 數 個の Standartc 及び SI 1 に 分れる。 又 •、本隊は 全國內 に， 支部、 
模型 製作 學 校、 ダラ イダ I 學 校、 競技 飛行士 學校を 置く、 本隊への 入隊は 自_ 意志に ょる。 飛行士た 
ぅし 空軍 歸休兵 (豫備 後備)、 飛行機 操縦士、 觀測 者、 氣球 操縦士、 ダラ イダ I 飛行 者と しての 訓練を 
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受けた ドイツ 人、 ヒ トラ I •ユ I ゲントの 航空 ス •ホ ーツ隊 を 出た 滿 十八 歲以 後の 者、 ドイツ 航空 同盟 
の 飛行士 隊 又は ダラ イダ ー隊に 所屬 して. Q た 者は、 本隊へ 入 6 得る。 

. (Ill) 附厲 團體 

黨の附 屬團體 は、 ナチ ス •ドイツ 醫師阁 、ナチ ス 法律 關係者 同盟、 ナチ ス 敎師團 、ナチ ス阈民 福祉 
團 、ナチ ス 1 犧牲者 保護 組織、 ドイツ 官吏 團 、ナチ ス •ドイツ 技術 協會 、ドイツ 勞働戰 線 (ナチ ス共 
同® クラフト •ドゥル ヒ •フ 〇 イデを も 含む)、 家族 保護の ための ドイツ 子福者 同盟、 ドイツ 市町村 會、 
ドイツ 婦人 事業部の 十一 團體 である。 

(イ) ナチス*ドイツ醫師團ぐ 5; 5丨132- » <:1泛.^21;£:131|11 0. ) 

ナチ ス •ドイツ 醫師團 は |九ニ九年に組織5れたもので、黨の國民保健主局(1$毛 ? 巨穿く01 ^ - 
旳€3§き2 3 に監督5れる。本團は黨及びその諸組織に醫師と專門家とを供給し.ドイツの醫師をナチ 
ス 世界 觀に 於いて 整備し なけれ はならない。 故に、 本團は 醫師 の經濟 的_體 でもな く 職業的 團體 でも 
ない。 團員 (醫師 、藥 劑師 、齒 科醫、 m 醫) は黨 員で なければ ならない。 非黨 員は 候補者と して 加盟 
せしめる 事が ある。 . 

へ ロ ) ナチス 法律 關係者 同盟 (Ns-Rechtswahrerbund, NSRB.) 



一九二 八 年に 組織 3 れた ナチ ス 法律家 同盟は、 一九 三 六 年に 改組 3 れて ナチス 法律 關係者 同盟に な 
つた。 本 同盟は ミ •'ン ヘンに 本部を 置き、 法律 關係 者を 政治的 世界 觀 的に 監督し、 ドイツ 法律の 全領 
域にナチス綱領を實現しょぅとする。本同盟は0;:11 丨 1 crdsgruppe— w refsabschnitt に 分れ、 司法大臣 
フランク (Frank) に從屬 する。 

(ハ) ナチス 敎師團 MS-Lehrcrbimd, 1VSLB.) 

「ナチ ス •ドイツの 敎育 政策」 參 照。 

(二) ナチス 國 民福 祉團 ( Ns - Volkswohlfahrt, NSV.) 

ナチ ス國 民福 祉團 は、 一九 三 ニ 年 四月べ ル リンに 創設され、 一九 三 三年 五月 以来 黨の 組織た る 事を 
承認 3 れ、 ナチス 福祉事業の 全 問題を 管掌す る。 ナチ ス國民 福祉 團 は、 j 九 三 三年黨 の ライヒ 指導 機 
關中に 設けられた 國民 福祉 主 局 {Hauptit a r \^01 5* 名0111 £? 1〗|1)に監督 3 れるが、この主局の菪導 
者 (Leiter) たる工 ー リヴ ヒ •ヒル ゲンフ H ル ト (Krich Hilgenfeldt) は、 ナチ ス國 民福 祉團の ライヒ 管理者 
(Reichswalter) と 冬期 救濟 事業の ライヒ 委任 者 (Reichsbeallftragtcr) とを 兼ねる。 本團の 最も 重要な 
課は コ ■祉增 進 及び 靑 少年 保護 課」 (Amt wohlfahrtspne cra e imd Jugfendhilfe)、 「國民 保健 課」 (Amt 
<〇1 ^ 叫63§&- 2. 0である。本團の地域的區分は黨と同じく、6岂丨六2 5* |〇茯扣21^—5芸21&に 
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分れる。 本團の 福祉事業は ナチ ス 世界観から 疑した もので、 敎—は 以前の 自由主義 的 「貧民」 救濟 
とは 根本的に 異 f 、 S 取る 1 は、 個艾の 芝の 個 1 の 一 1 なく、 11 の 上に 向け 
られ る。 本 S 共— 1:1 にし S るが 故に、 國 11 と— 主義 sfs 高の 
道德 | 現 — C るが、 そ 1、 ナ ilsil 地 I 、 1 1 學的 性格 的 
に價 ISS 1 ‘ 持し— 1 にある。 從 つて、 すべ 一」 の 1 SI 的— とい ふ 事 
であるから、 國民 維持 者と しての 家族、 特に 母子 保 3 母子 保— 業が ある) とい ふ 事が ニ 切の 事 
業の 歸 結で ある。 成人に 對 する— 保護と しては、 ナチ ス 運動に— の あつ— 闘士の ための—, 
Freipatz-spendc 、 國民 同胞 休養 保護、 治療の ための 轉 地、 結核 者 救助 事業が ある。 ナ手ス _ 民福 耻團 
の靑 少年 保護の 任務は、 危險に 曝された 救助を 要する 靑少 を 社 會敎育 的に 保護す る 乙と であり 部 

移住 地 補助、 被 投獄 者、 放免 者、 飲酒家、 放浪者 等の 保護、 利子 生活 者、—、 1 の 保護、 國 民福 
祉團 保護 法 改革に 協力す f と 等 も、 ナチ ス— 福祉 團の 重要 任務で ある。 かの 冬期 救濟 事業は 本團 

( ホ) ナチス 戰爭 犧牲者 保護 組織 (Ns-Kriegscpfcrvelg, NSK C V.) 



本 組織は、 戰爭 锇牲者 (戰 傷者、 戰 死者の 寡婦、 孤兒 •兩 親) と黨 運動の 犧牲 者との 團趙 で、 黨の 
ライヒ 指導 機 關內の 戰爭犧 牲者主 局 (Mauptamt a r 1^ «- 扣50 ^ 5)の保護を受ける。本組織の長官は、 
ハンス •オ •■♦ハ-リント オ I パ <- ( Ha s lls oberlindober) である。 

(/ ン ドイツ 官吏 團 (Rcichsbullcl dcr deutschen Bcamten, RDB.) 

ドイツ 官吏 團は 、一九 三 三年、 全 官吏に 對 する 統一 組織と して 設けられた もので、 黨の ライヒ 指導 
機 關內の 官吏 主 局 ( sauptantfarBcamte ) の 監督を 受ける。 ドイツ 官吏 團の 任務は、 官吏 階級を ナチ 
ス的に整頓し、自助及び職業敎育のための諸施設を維持することである。團員は勤務地位に關係なく 
十四の部門に分屬させられる。ドイツ官吏團の指導者はへルマン*ネ1フ( 5: 3ョ§11206ごである。 

へ トノ ナチ ス •ドイツ 技術 協會 (Ns-Bund deutscher Technik, NSBDT.) 

本協會 は黨の ライヒ 指導 機 關內の 技術 主 局 (saupta ョ tfiir Tcchnik) K 指導され、 機械 技術 及び 一 
般 工業 (Mechan K- che Technik I5d allgcm. Ingenieunvissenschaflen) 電氣 技術 (Elektrotechnik) ガス 
及び 水 (Gas und wasser) 化學 ( chemie ) 冶金 及び 採鑛 (Hiittenwesen und Bergbau) 建築 (Bauwesen) 
の五專門群に分れてゐる。本協會の任務は、技術的科學的勞働の促進、協會員の敎育と整備、職業指 
導の 助成 等で ある。 雜誌 「ドイツの 技術」 (Deutsche Technik) は 本 協 會の發 行に か、 る。 
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(F ノ K イツ 勞働戰 線 (Deutsche Arbeitsfront , DAF .) 

ドイツ 勞働戰 線は ナチ ス 共同 體 「クラフト •ド"' て •フロ イデ」 (§会ョ| きを 
FI ) と共に、 黨の附 屬團體 中 最も 重要な ものである。 「ナチ ス •ドイツの 社會 政策」 の 一 ドイツ 

勞働戰 線」 を 參 照。 

、リ)家族保護のためのドイツ子福者同盟 9 2. 0!1 ^ 目<1<13 5艮|プ3 

Deutschlands zum Schutze der Familie , RDK .) 

本 同盟は ベルリンに 本部を 置 さ、 黨の 民族 政策 局 (穴 ill 泛！) の 保 f 受けて、 遺傳的 

に健康な完全にドイツ的な家族の重要性を守る。 

(又) K 丨ツ 市町时 會 (Deutscher Gemeindctag) 

ドイツ 市町村 會字 イツ 1 市町村 及び 市町村 i — 合し？？ ニ— 十二月 十五 日の 
1 づく。 i 町村 1 團 f 、 市町村 及び 市町村 團 S 助— 與 へ、 ラ 1 諸 I 及 
び ラント 諸官應 から 提出され る 問題に 對して 意見を 述べる。 

(ル) ドイツ婦人事業部 0 |3 & 68 1^38|6 ^ ) 

「ナチ ス 'ト イツ の社會 政策」 中の r 對 女性 政策」 參 照。 



第 七 章 冬期 救濟 事業 (Das winterhilfswerk) 

(ィ) 冬期 救濟 事業 

冬期 救濟 事業は 一九 三 三年 九月 中旬、 ナチス 政府が r 飢免と 寒さと に 對 する 鬪爭」 とい ふ 合言葉の 下 
に 始めた。 嘗てな かつた 救濟 事業で ある。 冬期 救濟 事業は 個人の 慈善と か溫 情と かに 訴へ るので はな 
く、 全國 民を 大きな 犧 牲行爲 の擔； s 手に しょぅと する ものである。 從つて 冬期 救濟 事業は 全 ドィッ人 
の社會的連帶を表現するものになる。乙の事業を計畫した宣傳大臣ゲ"べルスは、事業の遂行を國民社 
會 主義 國民 福祉 團 (Nationalsozialistische volkswohlfahrt ) に 委託した。 これは 窮迫して ゐる 者す ベて、 
外國 人を も ユダャ 人を も 嘗ての 共産主義者 さへ を も 救 ふ救濟 事業で ある。 一九 三 五 年から 三 六 年に か 
けての 冬期 救濟 事業が 開始され るに 當 6、ヒトラ丨は、「我々は何人も除外しないが、我がドィッ ^ 於 
ける共產主義者を排擊する。場合に依つては己れを打ちのめす。然し、もし彼等が飢兔てゐると云へ 
ば 彼等に 食を 與へて やる」 と 云つ た。 一九 三 三年から 三 四 年に かけての 冬期 救濟 事業は 六 九、 三 三 六 人 
の外國 人を 救濟 した。 
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( □ ) 冬期 救濟 事業の 遂行 者 

冬期 救濟事 1 S 蠢 if 中心とし 'ナチ ス黨の 各 組雷體 、私的 慈 雷®、 馨敎 
會國內 慈善 ミア 3 、•ドイツ 赤十字社、 救世軍、 救急 施設 等の 外、 幾多の 群 少團體 が 協力して 行 ふ。 
自發的援助者も多數あつて、ー九1丄ーー四年度泛約百五十萬ニ ^- ニ五丄ーー六年赛は約百ニ十 
萬が 無報酬で 働 SS で •蠢 の大 f 割 絵 S 僅少で あつたと 云 はれる。 

(ハ) 冬期 救濟 事業の 實行法 • 

寄附 金1 袋. VI ふ 外に、 婦人 や 子供で つ S 針 5 1 花、— 板の 1 章が 賣られ 
る。 募金と 同時に、 生活 資料、 衣服、 燃料 も 集められる。 ドイツ 經濟界 の 諸 團體は 原料 品を 寄附し 
使用人 勞働者 等— 發 的に 月 收の 一部を 寄附す る。 又、 冬期 救濟 期間 中は、 國防 軍、 勞働春 仕 .® 警 

察 その他に よつ て 大衆 給食が 行 はれ、 救助 活動を 補 ふ。 

各 年度に 於け る 寄附 金品の 總額 (寄附 物品の 使用 價 値は ドイツ 統計 局の— 相場に よつ て 算定し、 
使用 價値 •か 公定相場よ ■〇 低廉に なつ ViQ る のは、 貢 人 割引 又は 運賃 免除 等に 起因す る) はすの やぅ t 

なつて ゐ る。 . 

一九 三 三丨三 四吞 三 億 五 千 三百 五十六 (ライ ヒス •マルク) 



’ 一 九 三四丄 11 五 年 三 億 六 千 四十 九 萬 三千 四百 三十 
\ 一九 三 五 I 三 六 年 三 億 七 千 百 九十 四 萬 三千 九 百 八 
各年度 ^ 配分3れた物品は次のやぅになつてゐる。(單位ッユントナ丨) 

I 九 三 三 丨三四 年 一九 三 四丨三 五 年 | 九 三 五丨三 六 年 
馬 鈴薯 I 五、 ◦四 三、 六 四 111 一四 •五 〇 六、 五八 四 ニ， 九 六 八* 一九二 
石 炭 五 ニ、 九 〇 三、 o 七 ◦ 五一、 0 九 . 七 一二 五 ニ、 〇 七 八、 五 七 四 

肉 類 六 九 、|八〇 51 、九 六 ニ ニ ハ 01 ニ 七 
魚肉 類 ニー、 四 四 五 六 1311 九 五 一六 五、 八 七 五 

01 ) 冬期 救濟 事業の 意義 . 
ヒトラ丨は、「我々國民社會主義者にとつて、冬期救濟事業こそは、眞に誇6得る中心的な事件であ 
る」 と -7" 一つて ゐるが 、この 事業の 實際的 利益の 外に、 道德的 政治的 意義を 考 へる 時、 彼の 言葉は 萁實 
である。 勞 働に 從 事して ゐる 者の 殆ど 總てが 、自發 的に 各自の 收 入の 幾分を、 困窮して ゐる同 抱の た 

讀 

めに 割く ことは、 ドィツ 國民が ナチ ス 政府と 國民 的連帶 責任を 分つ ことを 意味す る。 「善い 時代に も惡 
い 時代に も、 國民 全體が 結び 合つ てゐ ると 感じる」 のは、 國民 共同 體の 理想で あらぅ。 人間から 人間 
へ、家族から家族へ傳はる救助と愛との活動、救助し得る國民にょつて病者老人姙婦等を保護するこ 
とは、やがて全國民を一の大共同體の中に纏めて眞の兄弟姉妹とすることを約束するものである。 
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第 八 章 ライヒ 勞働 奉仕 法 

( | ) ライ 匕勞 ® 泰仕法 (Rcichsarbcitsdicigesetz) 

ドイツに 於け る勞働 奉仕は 旣 に大戰 時代に 在つ て、 最初は 自發 的な もので あつた。 ナチ スは 政權獲 
得後、强制的にナチス勞働奉仕を設けたが、これは幾何もなくして全國に亘る强カな施設になつた。 
一九 三 五 年 六月 二十 六日の ライヒ 勞働 奉仕 法は、 ナチ ス勞働 奉仕から ライヒ 勞働 奉仕を 作つ た。 

同 法 第 一條は、 總ての 若さ ドイツ人は 男女を 問は ず、 勞働 奉仕に 於いて 國民に 奉仕す る 義務が ある 
I とを 規定した。 

かくして、 自發 的勞働 奉仕は 勞働 奉仕 義務と なること に 依つ て、 ライヒの 一 施設と な 6、 ライヒ 內 
務 大臣の 命令 權に 從屬 する 己と になつ た (同 法 第二 條 )。 

ライヒ勞働奉仕團は最早ナチス勞働奉仕ではないから、黨のー部でも、黨のー組織でも、黨の附陡 
鼷體でもない。然し、勞働奉仕法は勞働奉仕國に對して、ドイツの靑年處女をナチス精神に於いて國 
民 共同 s i : 實現 する やぅに 敎育 する 義務を 課して ゐ る。 



又、 名 # 毀損 的行爲 のために 黨 から 除外 され た 者は、 ラィヒ 勞働 奉仕から も 除外され るので ある (同 
法 第 五條)。 

(ニ) ライ 匕勞働 泰仕團 

(イ) ライヒ 勞働 奉仕 團の 組織 

ライヒ 勞働 奉仕 圑は 、內務 大臣の 監督を 受け、 本部を ベルリン •グル ーネ ワルト 區シン ケル 街に 置 
く。 本部 組織の 大要は 次の 如くで ある。 
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(Arbeitsgau) 

( 30 ) 



奉仕 事務 部 

(Abteilung fur Dienstange- 
legenheiten) 

奉仕 指導 官 
(Dienstleiter) 



管理 及び 會計部 
(Abt. f. Verw. a 



敎育部 
(Bearbeit fur Unterricht) 



法律 部 
(Bearbeit. f. Rechtssachen) 



f. Verw. 
itschaft) 



保健 部 

(Heildienst) 



體育部 

(Bearbeit f. Leibeserzieh- 
ung) 



情報 及び 宣傅部 

(Bearb. f. Presse u. 
Propaganda) 



勞 働 奉仕 群 
AD.-Gruppe) 




















勞働 奉仕 群 

(AD.-grruppe) 

( 182 ) 



群 本部 大隊 長 
(Oberstfeldmeister bein Gruppenstab) 



體育敎 育 者 
(Bearbeit. fiir Leibes- 
erziehung) 



管理者 
(Bearbeiter fiir Ver- 
waltungsangel.) 



保健 擔當者 
(Bearbeiter fur 
Heildienst) 



な 

(Beai 


!T 劃 編輯 者 

•beiter f. Planung) 







敎育者 
(Bearbeit. fiir Unter- 
richt) 



勞働 奉仕 班 
(AD.-Abteilung 
( 1260 ) 


















1 


勞働 奉仕 班 






: 班 指 
! (Abteilun 


導 者 
gsfuhrer) 



契約 醫 
(Vertr^sarzt) 



宵理人 

(Verwalter) 



勞働 奉仕 班は 一つの 野營 共同 體 ( I ‘ agcr - Gcmeinschaft ) を 構成 
し、 野營 共同 體は三 個 小隊 ( w N age ) ょ 6、 j 小隊は 三 個 分隊 
(3 Truppen ) よ- 〇 成る。 

勞働 奉仕 班の 人數は 季節に よ 6 相違し、 夏季 一六 一名、 冬季 
一四 三 名であった。 一九 三 七 年 二月 一日の 調査に よれば、 勞働 
奉仕 團數 一八 ニ、 勞働 奉仕 班數 一二 六 〇 であつ た。 



( □ ) 靑年 男子の 勞働 奉仕 義務 

勞働 奉仕に 關 する 法律は、 一九 三 五 年 六月 二十 六日に 「ドイツ 國勞働 奉仕に 關す る. 法律」、 同 二十 
七日に 「ドイツ 國勞働 奉仕の 奉仕 期間 及び 奉仕 員數に 關 する總 統及び 國練理 大臣の 訓令」、 「ドイツ 國 
勞働 奉仕に 關 する 法律の 施行 及び 補充に 關 する 第一 命令」 が 出てゐ る。 こ n を 適宜の 項目に 分類して 
述べる と、 
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(1) 奉仕義務者敎。總統及び國緦理大臣が每年己れを決定する。一九三五年十月ー日乃至ー九三 
六 年 十月 一日の 期間に 於 いては、幹部員を含む勞働奉仕義務者數が平均ニ十萬人であつた。 

(2) 奉仕 期間。 奉仕 期間は 最長 半ヶ 年を 限度と し. て、 總統 及び 國練理 大臣が これを 決定す る。 

(3) 奉仕 義務 者の 年齢。 奉仕 義務は 十八 歲を以 て 始ま 6、 二十 五歲を 以て 終る。 奉仕 義務 者は 原 
則として年齡十九歲に達する曆年に於いて召集されるのだが、年齡十七歲に達した者は自發的に勞働 
奉仕に參加し得る。奉仕義務者は勞働奉仕の徵集に對して、ニ年以內の徵集猶豫を受ける乙とを得る 
し、 己む を 得ざる 職業 上の 理由が ある 時には 五 年 以内の 猶豫を 受ける ことを 得る。 又、 過渡期に 於け 
る處置として、徵兵義務者に對しては勞働奉仕義務の一部又は全部を免除することにしてある。 

(4) 勞働 奉仕 參加 拒否。 懲治監 に收容 せられた る 者。 公民 的 名# 權を 有せざる 者、 ナチス 黨ょ 6 
除名せられたる者等は、原則として、勞働奉仕に參加し得ないが、乙の外に、非ア-リア人及び非ア 
丨 リア 人と 婚姻せ る 者 も勞働 奉仕に 參 加し 得ない とする 點 は、 ナヰス の 民族主義の 徹底 性を 示して ゐ 
る 0 

(ハ) 青年 女子の 勞働 奉仕 義務 

十七 歲から 二十 八歲 迄の 間に 行 ふ靑年 女子 勞働 奉仕は、 一九 三 六 年 四月 一日 以降、 男子と 同じく ラ 



ィヒ勞 働 奉仕 團に 加入した。 財政 的には 內務 省を 通じて 財龄 省から 支給され る。 

享勞働 奉仕 團は 全— 士 一一 S に 分ち、 各 地區に地區 指導者 I く。 各地 區ニ乃 i の 野 營群團 
(1為吳2で1>0)が附屬し、各野營群團にー名の指導者を置ぐ〇 
野 營群團 の 組織は、 

野營 指導者 • 一 
助手. 一 
會計 主任 一 
監督 主任 ー- 
最 年長者 三 
勞働 女子 三 三 
計 . 四 〇 
享の勞 i 仕 期間は ニ 土 ハ 週間。 i 年 九月 ニ 土 ハ 日付 法令に ょ S 、 女子 勞 i 仕 者總數 
ニ 萬 五 千 人、 野 營群圑 數約六 百であった。 

( H ) 勞働 奉仕 遂行の 資金 
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國 家の 直接 支給が 約 ニ 億 ラィ ヒス •マルクで、 その 四 分の 一は 一人 當 6 八十 二べ ニ， ヒの 給與に 向け 
られ 、その他は 奉仕 團體の 管理、 指導者 學 校の 經營及 び 維持費、 營舍の 諸 設備、 備品、 敎材 、衞生 施 
設 、勞働 及び 運動具、 運搬 具 等に 當て られ る。 

(ホ) 勞働 奉仕の 實施 方法 

勞働 奉仕の 實施 は、 全國 の戶籍 調査 網に ょつ て、 屆出に ょ 6 志願者を 募办 、各 勞働區 に 配置す る。 
勞働 奉仕 團の 分隊 及び 小隊の 指揮は、 各 勞働區 で 養成され た 下 •士官が なし、 班長は 地方 勞働 奉仕 學 
校で 選拔さ れ、群團指揮者の選任は國立勞働學校に於いて行ふ。 

(へ) 勞働 奉仕 指導者の 敎育 

小隊 長學校 (Truppennihrcrschulc) 十六 校。 

半年 間の 勞働 奉仕を 終了した 者が、 兵役 服務の 前後に 於 S て、 班長た るべき 三 ヶ月の 教育を 受け、 
指導者の 候補者になる。 

大隊 長學校 (Fcldmdsterschule) 五 校。. 

分隊長 中の 或る 者が 八 ヶ月の 敎 育を 經て 、更に 上級の 指導者になる。 

地方 學校 (Bezirksschule) 五 校。 . 




十五 遇 間の 敎育 R ょつ て、 小隊 長た るべき 者を 養成す る。 

ラィヒ 勞働 奉仕 學校 (Reichsschu o )。 

群團 指導者の 資格を 持つ 者を、 最高 幹部たら しむべく 特別の 敎育を 施す。 

(卜) 勞働 奉仕の 實際 
(1) 敎 育 

7 ) 德 育 

德育に 重きを 置 さ、 軍隊 的 精神、 勞働 精神、 農民 精神を 培 ふ。 

( b ) 政治 敎育 (國 家政 策的敎 育) 

政治的 重大問題に 就いて、 國民が 一元的に 思考し 威 得する ことを 期し、 國 民の 內 心的 一致 威 情 的 一 
致を 圖 る。 政治 敎育は 前半期に 一週 三時 間、 後半期に 一週 四時 間。 科目は、 勞働 奉仕、 民族 學 、鄕土 
學 、歴史、 世界 觀 等。 

? ) 規律 訓練 

各 班で 一遇に 四時 間 乃至 六 時間の 規律 訓練を 行 ふが、 最初は 個人を 訓練す る。 規律 訓練の 目的は 與 
へられた 命令を 直ちに 實行 tc 移す ことを 練習す るに 在 6、 以て 絕對的 服從の 精神を 養 ふ。 
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三 •三 〇丨 五 •〇〇 體 操、 我 技 

五 • 〇-1《•〇〇 政治 敎育 * 

六 •〇〇— 六 •四 五 點 呼 • 

七 •〇〇 

七 •一 五丨 七 •四 五 夕 食 
七 •四 五— 八 •一 五 掃除、 修繕、 洗濯 
八 •一 五— 九 •四 五 講演、 唱歌、 餘興 
、 1 〇•〇〇 消燈、 就寢 
(3 ) 圑 員の 勤務 

各團 員は 當番 に從 つて 步哨 勤務、 炊事、 衛生、 清潔 等に 分れ、 分業 的に 勤務す る。 

( 4. ) 團 員の 服 裝 

制服は 霜 降 土色の 開襟 スボ -ツ 服。 帽は 古代 農民の シ ■'ぺ サ-ル ト帽 。徽章は 鋤に 麥穗を 配した も 

の 。 

(5) 團 員の 費用 
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團員 一人に つき 一日 一 マルク 五十べ- '; ヒ 。一日の 支給額 二十 五べ- '; ヒ。 

(6) 團 員の 外出 

外出し 得る のは 日曜、 土曜、 水曜の 午後。 外出 時間の 利用は 隨意 であるが、 出入は 必ず これを 吿知 
して 非常呼集に 備 へる。 

(7) 式典 及び 式典の 夕 

(ィ)式典。歸營前に指導者と圑員とが集合して唱歌を合唱し、簡單な講演を行ふ事もあつて、ー 
日の 日課を 終る。 

(口) 式典の 夕。 一週 二回。 講演 合唱の 外 •餘 興と して 演劇 音樂 等を 行 ふ。 . 

(8) 團 員の 義務 權利 及び 特典 

(ィ) 義務。 團員 は勞働 奉仕 團の諸 規定に 從はな ければ ならない。 義務 遂行に 附帶 して 處罰 令が 設 
けて ある。 

(0)權利。團員は勞働奉仕期間中、傷害保險並びに疾病治療法規定はょつて保障を受ける。 

.(ハ) 特典。 特典には 勞働威 謝 制度なる ものが あつて、 ( 一 )勞働奉仕義務完了者男子に對する職業 
紹介、(11)奉仕中不盧の傷害を蒙つた者に對する救濟、(三)勞働者一般の保護、(四)將來の職業のた 



めの 準備 敎育 及び 再敎育 1 ( 五) 有能 勞働 者の 地方への 歸農 、(六) ドイッ 勞働戰 線に 一局を 設置し、 勞 
働奉仕團と相互に連絡して就職保護に當る、(七)勞働奉仕完了者には勞働奉仕證( > 3- 2. ^8^013 ^ 担こ 
を與へて、就職に際し優先權を認める、勞働奉仕證は名春證として尊重される、等の事を取計ふ。 

(三) 勞働 奉仕 事業の 意義 及實辏 

勞働 奉仕 事業に 就いては、 勞働 奉仕 第 一條に (公益事業の ため 遂行 せらるべき」 ものと ある。 ライ 
ヒ勞 ® 宿 導 者 fReichsrbcitsmhrer ) コンスタンティン •ヒ イール (Kollin nieru li 勞働 奉仕 事業 

を 說 明して、 「我々 の 生活の ための、 又、 我が 國民 經濟の 自立を 再び 獲得す るた めの 經濟的 圃爭に 於け 
る國家 的權カ 手段と しての 勞働 軍を 國家 指導に 提供す る」 之と と 云つ て ゐる 。これが ために 勞働 奉仕 
事業は、 經濟的 利益を 上げ 得る ものであると 同時に、 職業 勞働 者の 職場と 抵觸 しない もので なければ 
ならない。尙、勞働奉仕團には、「一朝有事の際共同體の防衞に當る」といふ意義もある己とは注意を 
要する (訪日 ヒ トラ— •ユ— ゲント 團員べ I ン ケの說 明)。 

勞働奉仕事業の種類七擧げれば、 •’ 

(1) 土地改良 事業。 卽ち 、不毛 沼澤 地の 改良、 河川の 改修、 氾濫の 防止、 耕作地の 排水、 荒蕪地 

の 開拓、 新 耕地の 獲得、 耕地整理、 堤防 構築、 海面の 埋立 、貯水池 及び 養魚池の 施設、 土地 開墾 等。 
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(2) 植林事業。即ち、'不毛沼澤地の植林、災害にょる森林地の植林、森林道路開拓。 

(3) 農民 移植 事業。 

(4) 住宅地 建設 事業。 卽ち 、都市 住宅地の 建設、 都市 近郊の 農林 業者 住宅地の 建設、 住宅地の 整 

備 等。 

(5) 道路 改良 事業。 卽ち 、新 道路の 開設、 自動車 道路の 建設、 道路 整備 等。 

(6) 災害救助 及び 防備 事業。 卽ち 、森林 地の 火災 防備、 水害の 救助 及び 防備 等。 

(7) 一般 土木 事業。 卽ち 、飛行場の 建設、： 集合 場の 設置、 運動 競技場の 建設。 空襲 防衞の 構築 等。 
勞働 奉仕 事業の 種類は 左の 如くで あるが、 大趙 ドィツ ^ は、 かかる 組織的 勞働を 必要と する 左の 如 

き 地域が あつた。 卽 ち、 

(1) 排水を 要すべき 平地 約 八 百 萬へ クタ 丨 <( ドィツの 全 耕地の 約 三分の 一) 

(2) 未 耕 沼 澤地約 二百 萬へ クタ ール (ザクセンの 農耕 地の 約 二倍) 

(3) 荒蕪地 約 百 二十 萬へ クタ ール (をの 中、 六十 萬へ クタ ー ルは 開墾 可能の 地) 

(4) 灌水を要する平地約五百萬へクタール 

(5) 農業 用 道路建設の 地と して 改修を 要する 原野 五 百 萬へ クタ ール (一へ クタ I ルは 一町 二十 五 



步に當 る)。 

ナチ ス政權 獲得 以来、 勞働 奉仕に ょつ て 得られた 實赖を ーヶ年 平均に 見る と、 次の 如くで ある 
土地 非 水 ニ 〇〇、〇〇〇 (へ クタ ール) 



道路 開設 
土地改良 
河川 改修 



三 五、 〇〇〇 
八 五、 〇〇〇 

五 〇、〇〇0 
1 〇、〇〇〇 
九、 〇〇〇 



森林 道路 開設 九、 〇〇〇 
又、 一九 三 五 年から 一九 三 六 年に 至る I ケ 年の 實績に 就いて I 土地改良に よる 收穫 の增加 額は、 次 



の 如くで ある* 
馬 鈴 
裸 



脂 乳 
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六、 五 〇0•〇〇〇 (ライ ヒス •マルク) 
五、|ニ〇〇、〇〇〇 
四、 四 〇〇、〇〇〇 
三、 六 〇〇、〇〇0 
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牛 肉 一、 ニ 0〇、〇〇〇 
更に 附記 すれば、 オリ 4 ビック 競技場、 H ッヵ 丨ト 野外劇 場、 自動車 道路 等は 勞働 奉仕の 成果で ある。 

(四) 勞働泰 仕と 勞働 市場 

勞働 奉仕は、 賃銀 勞働 とい ふ 尋常 手段を 以てして は 不可能な 高い 經濟的 文化的 價値を 持つ た 仕事に 
のみ適用されるのであるから、一般の勞働市場と競爭になる事はないと云はれる。 

(五) 勞働泰 仕と 畢生 

一九 三 四 年 春、 全 ドィツ 學生團 は、 全學 生は 大 學入學 前に 必ず 勞働 奉仕に 參加 する 事を 義務と する 
事を 自發 的に 決議した。 

第 九章對 女性 政策 

( | ) NS 辑人團 (Ns-Frauenschaf\) 

风00婦人團は、ナチス黨の一分肢組揉で、黨に準じて組織され、ラィヒ婦人指導者(为2 〇* 5* 『3113 — 
fuhrerin) たる ゲルト ル T ト •シ * ルツ U クリンク (Gertrud Scholtz - Klink ) を 團長 とし、 一九二 ニ 年 



からニ三年に加けて、黨員として記錄された全婦人の綜合から成立したものである。及8婦人團は、 
ナチス 世界 觀の 意味に 於いて、 ドイツ 婦人の 世界 觀的 政治的 文化的 敎育 に當 0、 ドイツ 婦人 事業部 
(Deutsches Frauenwerk ) を 保護 指導す る。 

ドイツ 婦人 事業部は、 從來 在つ た 一切の 婦人 團體を 糾合した もので、 NS 婦人 團の 政治的 指導の 下 
に、 統一的に 目的意識 的に 女性 及び 母性に 奉仕す る。 その 活動 範圍は 、婦人の 共働を 要する 全 分野を 
網羅し、 その 施設には、 母性 敎 育、 母性 敎育 講習 會 、寮 ( Heim )、 料理 敎授 、乳兒 養育 講習 會 、相 琰 
所、 ガク ( Gau ) 學校 、ライヒ ( Reich ) 學校 等が ある。 

， (I I) ナチ ス看 護婦會 (Ns-schwestcichafo 

ナチス 國民 福祉 围 (艺5-<〇11^〇1&11ユ)の看護婦を統合したもので、一九三 0 , 年に組織せられ、本 
部を ベルリン に 置く、 その 主要 任務は、 組合 看護婦と して、 組合 療養所 ( Glindep sl egestation ) で 働 
く。 國民 福祉 團 自由 看護婦 會は 、特に 病人 看護に 當て られ る。 ナチ ス rf 護 婦に なる ためには、 勞働奉 
仕 又は 田園 學年 ニ^ andjahr ) に 於 S て 長期 活動を しな けれは ならな い 外、 家 內經濟 、產後 看 議 、乳兒 看 
護、一般的病人看護の修業 |: 要する。又、國家にょつて認められた病人看護學校に於けるニヶ年の修 
業の 後、 半ケ 年の 實習 を經る 0 B D M (ヒ トラ— 處女團 ) の 子孫を 確保す るた め、 B D M と ナチス 看 
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護婦會 とは 特別に 協力す る。 

(三) 母子 保護 事業 ( iverk 》Mutter und Kind こ 

ナチ ス 運動の 抱 持す る 種族 s の 立場から す s 、 社 墓 祉 事業の 出 雲— 的 も、 畢竟、 ド ィプ 

の 家庭で ある。 ナチ ス 1 團 にょつ て 行 はれ f の 「母子」— 事 S 、 合 政策 的 保健 的 且つ 

敎育的性質を有する施設中最も本質的なものである。「母子」保護事業の活動範圍は 

(ィ) 經濟的 援助、 職業 紹介 援助、 住宅 援助。 ， 

(ロ) 生活 確保の ための 母子の 震增 進、— 中の 母親 及び 產褥 にある 母親に 對 する 囊 、母親 及 
び 兒童 休養 所 等。 

(こ 學齡 前の 兒 童の 保護 及び 健康 增 進、 都市 及び 農村に 於け る託兒 所、 收獲時 又は 危險 な國 境に 

於け る託兒 所。 . 
「母子」 保護 事業の 財政は、 、 

(ィ) 同事 業 員の 負擔金 

(0) 街頭 義捐金 募集 (例へ ば、 一九 三 四 年には 四 回、 三 五 年には 一回、 三 六 年には 一回 行 はれ S 
(こ 一般からの 物品 及び 金錢 寄附 



等に よつ て 賄 ふ。 一九 三 三年から 三 五 年末 爻 でに、 「母子」 保護 事業に 對し て總額 一億 六 千 五 百 萬 ラ 
イヒス •マルクが 出捐され た。 



母子 保護 事業の 成績は 一九 三 五 年に 於 いて、 
救濟所 及び 相談所 訪問 延人員 
援助 申込 者 
救濟を 受けた 母親 . 
職場を得た者(一九三六年九月末) 

經濟的 援助 
右救濟 延人員 

出捐 經濟的 救濟總 額 (一九 三 六 年 九月 迄) 
休養 所へ 送られた 母親 (一九 三 六 年 九月 迄) 






三百 萬人餘 
二百 萬 人 • 

無數 

約 四 萬 三千 人 
百 八十 萬の 家庭 
四百 七十 七 萬 人 

三千 八 百 六十 七 萬 ライ ヒス •マルク 
十五 萬 三千 名 
四百 萬 日 以上 



右滯留 延日數 

又、 一九 三 六 年 夏期に 於いて 「母子」 保護 事業に 從 事した 人員、 相談所、 託兒所 等は、 
男女 助手 練數 二十 ニ 萬 七 千名餘 
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• 救済 所 及び 相談所 總數 ニ 萬 一千 九 百 三十 五ケ所 

託兒 所總數 こ千 /\ 百=ー士ハケ所(袖獲 ^ 歡乾 ^ 

右の 外、 「母子」 保護 事業は 「母の ための 講習 會」 を 催して、 ドイツの 母親の 世界 觀的 文化的 政治的 
敎 育を 施す。 一九 三 四 年 十月 一日から 一九 三 五 年 四月 一日爻 での 間に、 ニ 千 個所で 七 千 六 百 五十 三の 
「母の ための 講習 # 」 が 催され、 二十 一 萬 人の 霞 人が 參 加した。 又、 一九 三 五 年 秋、 ベルリンに 中央 
母胜學 校が 設けられた。 

(四) JB ilk 增遍 病人 看護の ための 婦人 泰仕 義務 

(Fraushilfsdicnst f c: r wchlfahrt- und Icsnkenpnege) 

「福祉 增進 病人 看護の ための 奉仕 義務」 は、 ニ 年間の 奉仕 勞働 義務で、 ドイツ 婦人 奉仕 勞 働の 一部で 
ある。 ナチ ス 婦人 團團長 ゲルト ル- ト •シ "ルツ == クリンクが 制定 公布した 規定は 次の 如くで ある。 
ドイツ 婦人は その 自由なる 意志に 基づき、 

(イ) 看護婦 補助の ための 保健 奉仕 (口) 養老、 幼兒 養育 及び 保姆 補助の ための 福祉 奉仕に 對 して、 

フ •• # .* . • 

各自の 職業 敎育の 前後 又は 中途に 於いて、 ニ 年間の 奉仕 勞働に 服す る ものと す。 
r - 右 奉仕 勞働に 服す る 婦人は 左の 特典を 受 く。 



( ィ) 租税に關しては旣婚者と同樣の待遇を受ける外、奉仕勞働完了後結婚に際しては結婚助成資 
金として千マルクを受け、これは返濟を要しない。 

* ( to 軍人 及び 勞働 者の ため ^ する 勞働法 及び 社會法 上の 諸 規定を 準用す る。 

( 〇 本 奉仕 勞 働に 半年 間從事 した 後は、 各自の 申請に ょつ て、 看護婦、 國民 家政婦 ( volkspHegcrin )、 
保姆として正規の敎育を受け得るが、その際、本奉仕義務に從事した日數を右正規敎育期日に算 
入す る。 

本奉仕義務が制定3れた理由は、(ィ)肚會的職業 ^ 從事する婦人(病人看護*子供養育、養老事務等) 
の需要が著しく增大した事 ^ 備へるためと、(&)專門家を補助勞働から解放するためである。 

S ) そ の 他 
(ィ) 女子 勞働 奉仕 團 (「 勞働 奉仕 制」 參照 )。 

(ロ ) B DM (ヒ トラ 丨 女子 靑年團 ) は 自發 的に 一年間、 賃銀を 得て 農場で 働く。 

; , . 

(こ「家政學年」( 0 泛1|31き<:!1 ^ =: 0. 1€ ^ 1-0に於いて、學校を卒業した少女達は、職業生活に 

入る前、1定の家族の家政を選んで、そこで家玫の根本槪念を得る機會を與へられる0かかる少女は 

Ha J . ahrm p : del と 呼ばれ、 賄は 無料で、 住居と 小遣錢 とを 貰 ふ。 
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01 )家婦の勞を省くための制度として、ー九三八年ニ月の四ヶ年計畫勞働カ配置令にょる「地方家 

內 勞働敎 程」 (Die lalichc Hausarbcitslehrc) と 「都市 家政 敎 程」 (Die sgtische hauswirtschag^ 

r ehre) とが ある。 兩者 共に 同樣の 組織で ニ 年間。 公認 家政 學 校へ 通 學 した 事は、 敎 程の 一年を 濟爻せ 
たものと 見ら n る。 r ドィツ 婦人 事業部」 が 授業 地を 選び、 家婦の 通知を 接受す る 。生徒は 賄、 住居、 
小 遺錢を 貰 ふ。 一九 三 八 年 三月 一日に 未だ 勞働者 又は 使用人と して 働いて ゐない 者は、 己れ らの敎 程 
に 就く 義務が ある。 乙の 義務の ための 召集 及び 解除は 勞働局 (>—1) が 掌^'、 結果を 勞働 手帳 
1C 記入す る 0 
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